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は
じ
め
に

殷
周
時
代
に
は
祖
先
祭
祀
に
お
い
て
用
い
る
盛
食
器
や
飲
酒
器
、
水
器
な
ど
の

青
銅
製
礼
器
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
発
掘
品
か
ら
は
当
時
の
優
れ
た
鋳
造
技
術
や
精
神

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
後
、
秦
、
漢
、
隋
、
唐
、
宋
、
元
、
明
、
清
と
時

代
に
応
じ
た
形
式
と
用
途
に
よ
り
青
銅
器
が
作
ら
れ
続
け
た
。

古
代
中
国
で
製
作
さ
れ
た
青
銅
器
が
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
に
ど
れ
く
ら
い

伝
わ
っ
て
い
た
の
か
、
令
和
元
年
の
秋
季
展
観
「
秦
漢
遺
宝
―
器
物
に
込
め
た
願

い
」
に
あ
わ
せ
た
鑑
賞
講
座
を
契
機
に
考
え
て
み
た
。
黒
川
古
文
化
研
究
所
が
所

蔵
す
る
殷
周
青
銅
器
な
ど
の
中
国
考
古
遺
物
は
、
二
代
黒
川
幸
七
（
一
八
七
一
～

一
九
三
八
）
が
羅
振
玉
や
内
藤
湖
南
、
梅
原
末
治
ら
と
の
交
流
の
な
か
で
明
治
末
か

ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
物
は
清
朝
末
期
か
ら

民
国
初
期
の
混
乱
の
な
か
で
大
陸
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ
り
、「
小
克
鼎
」
な
ど

清
・
端
方
（
一
八
六
一
～
一
九
一
一
）
旧
蔵
の
二
十
七
点
を
含
む
一
方
、
江
戸
時
代

以
前
か
ら
日
本
国
内
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
は
一
点
も
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
同
じ
く
中
国
古
銅
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
泉
屋
博
古
館
、
白
鶴
美

術
館
、
根
津
美
術
館
な
ど
で
も
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
日
本
に
あ
る
も
の
は
基

本
的
に
こ
の
時
期
以
降
に
伝
来
し
た
と
こ
れ
ま
で
筆
者
は
認
識
し
て
い
た
。

本
誌
十
五
号
に
お
い
て
、
当
時
研
究
員
で
あ
っ
た
杉
本
欣
久
氏
が
お
こ
な
っ
た

江
戸
時
代
の
古
鏡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
も
、
漢
学
者
ら
が
中
国

鏡
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
な
か
に
は
、
国
内
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
倣
製
鏡
が
多

く
含
ま
れ
て
い
た（
１
）。
た
だ
し
、な
か
に
は
中
国
鏡
と
考
え
て
も
矛
盾
し
な
い
も
の
や
、

国
内
で
出
土
し
た
と
の
記
録
が
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
狩
谷
棭
斎
は
古
鏡
以
外

に
も
漢
代
の
文
物
を
所
蔵
し
て
お
り
、
市
河
米
庵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
古
銅
器
が

含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
本
当
に
古
代
中
国
で
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
同
じ
よ

う
な
器
物
が
他
に
ど
の
く
ら
い
存
在
し
た
の
か
疑
問
に
感
じ
た
。

水
野
清
一
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
古
銅
器
の
収
蔵
や
鑑
賞
は
、
文
化
・
文

政
頃
に
お
け
る
詩
文
、
文
人
趣
味
の
拡
が
り
や
、
金
石
文
に
基
づ
く
清
朝
考
証
学
の

影
響
に
よ
り
、
中
国
文
化
へ
の
理
解
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
さ
か
ん
に

な
っ
た
と
し
て
、
棭
斎
や
米
庵
ら
に
よ
る
収
集
や
図
録
出
版
を
例
に
挙
げ
る（
２
）。
ま
た

岡
村
秀
典
氏
は
、
福
岡
藩
の
国
学
者
・
青
柳
種
信
が
三
雲
南
小
路
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
遺
物
に
つ
い
て
考
証
す
る
際
、
宋
代
以
降
の
随
筆
や
類
書
を
参
考
に
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
さ
れ
た（
３
）。
し
か
し
、
岡
村
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
文
献
は
日
本

の
中
国
考
古
学
者
の
目
に
は
触
れ
な
い
も
の
が
多
く
、
研
究
史
の
一
コ
マ
と
し
て
江

戸
時
代
に
お
け
る
鑑
賞
や
考
証
に
つ
い
て
整
理
し
た
著
作
も
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
文
人
が
見
た
中
国
古
銅
器

川 

見 

典 

久
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
古
代
中
国
の
青
銅
器
が
江
戸
時
代
に
ど
の
く
ら
い
国
内
に

存
在
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
当
時
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
見
て
い
た

の
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
に
ま
ず
注
目
し
た
の
は
宝
暦
頃
か
ら
江
戸
、
京
都
、
大

坂
、
名
古
屋
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
物
産
会
・
薬
品
会
で
あ
る
。
な
か

で
も
早
い
時
期
に
京
都
で
お
こ
な
わ
れ
た
鑑
古
堂
物
産
会
に
中
国
の
古
器
物
が
出
陳

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
物
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
遺
さ
れ
た
拓
本
に
よ
っ
て
具
体

的
な
様
相
が
わ
か
る
事
例
と
し
て
、
松
平
定
信
の
『
集
古
十
種
』
に
も
掲
載
さ
れ
た

銅
鼓
を
取
り
上
げ
る
。

次
に
、
古
銅
器
の
収
集
と
考
証
を
お
こ
な
っ
た
人
物
と
し
て
、
狩
谷
棭
斎
、
市

河
米
庵
を
取
り
上
げ
る
。
二
人
が
所
有
し
て
い
た
器
物
の
う
ち
、
鏡
鑑
に
つ
い
て
は

杉
本
氏
が
す
で
に
検
討
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
を
所
蔵
し
て
い
た
の
か
を
見
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
古
銅
器
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
証
し
た
の
か
、近
藤
正
斎
の
『
尚
古
図
録
』
も
含
め
て
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
調
査
の
過
程
で
米
庵
の
父
・
市
河
寛
斎
が
記
し
た
『
古
銅
器
彙
考
』

と
い
う
書
物
が
香
川
大
学
図
書
館
の
神
原
文
庫
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
古
銅
器

全
般
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
史
料
は
少
な
く
、
棭
斎
、
正
斎
、
米
庵
ら
の

考
証
の
基
盤
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
資
料
と
言
え
る
。
引
用
す
る
多
く
の
中
国
文

献
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
寛
斎
は
ど
の
よ
う
な

見
解
を
有
し
て
い
た
の
か
、
詳
し
く
紹
介
す
る
。

な
お
、
中
国
古
銅
器
と
い
う
用
語
は
、
狭
義
に
は
殷
周
青
銅
器
を
意
味
す
る
こ

と
が
あ
る
一
方
、市
河
寛
斎
『
古
銅
器
彙
考
』
は
明
代
ま
で
の
銅
器
を
扱
っ
て
お
り
、

江
戸
時
代
に
は
古
い
銅
器
全
般
を
指
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
古
代
の
青
銅
器

と
さ
れ
る
な
か
に
は
後
世
の
倣
古
作
や
偽
作
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
現
存

し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
判
別
も
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
お
も
に
秦
漢
ま
で

の
古
代
青
銅
器
に
つ
い
て
の
検
討
を
意
図
す
る
が
、
古
銅
器
は
古
い
銅
器
一
般
を
指

す
用
語
と
し
て
用
い
、
特
に
時
代
を
限
る
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
す
る
こ
と
と
す

る
。

一　

鑑
古
堂
物
産
会

江
戸
時
代
に
お
い
て
中
国
古
銅
器
が
収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
比
較
的
早

い
例
と
し
て
、
鑑
古
堂
ら
に
よ
っ
て
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
京
都
で
催
さ
れ

た
鑑
古
堂
物
産
会
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
は
宝
暦
七
年
に
江
戸
で
田
村
藍
水
が
主

催
し
た
「
薬
草
会
」
が
嚆
矢
で
あ
り
、
以
後
、
大
坂
、
京
都
、
名
古
屋
な
ど
で
薬
品

会
や
物
産
会
の
名
称
で
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た（
４
）。
藍
水
が
本
草
学
に
強
い
関
心
を

有
す
る
医
師
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
展
示
品
の
多
く
は
植
物
や
鉱
物
、
魚
介
、
禽
獣
な

ど
、
特
に
薬
用
に
な
る
物
品
で
あ
っ
た
。

鑑
古
堂
物
産
会
の
会
主
は
鑑
古
堂
の
ほ
か
、
不
磷
斎
（
第
一
回
）
と
五
枝
軒
（
第

二
回
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
名
に
つ
い
て
、大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六

～
一
八
〇
二
）
が
記
し
た
『
奇
貝
図
譜
』（
稿
本　

辰
馬
考
古
資
料
館
）
に
「
鑑
古

堂　

釈
僧
弁　

字
大
訥　

号
白
須　

順
照
寺
」「
不
磷
斎　

嶋
田
宗
淳　

戎
屋
八
郎

右
衛
門
隠
居
」「
五
枝
軒　

広
沢
仁久

右左
衛
門　

善
香　

二
文
字
屋
仁
左
衛
門
隠
居
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鑑
古
堂
は
順
照
寺
の
僧
弁
、
不
磷
斎
は
嶋
（
島
）
田
宗
淳
、
五

枝
軒
は
広
沢
善
香
で
あ
る
と
わ
か
る（
５
）。

順
照
寺
は
当
時
、京
都
錦
小
路
烏
丸
東
（
中
京
区
元
法
然
寺
町
の
南
側
）
に
あ
り
、

画
家
伊
藤
若
冲
が
制
作
し
た
石
摺
の
版
画『
素
絢
石
冊（
素
絢
帖
）』の
刊
行
元
と
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
若
冲
の
実
家
で
あ
る
青
物
問
屋
・
枡
屋
は
順
照
寺
と
同
じ
錦

小
路
に
あ
り
、
僧
弁
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
詳
し
い
関
係
は

定
か
で
は
な
い
。

島
田
宗
淳
（
？
～
一
七
八
二
）
は
名
を
充
房
、
通
称
を
八
郎
右
衛
門
、
の
ち
与
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三
右
衛
門
と
い
い
、
雍
南
、
不
磷
斎
と
号
し
た
。
京
都
の
西
洞
院
蛸
薬
師
下
る
古
西

町
（
中
京
区
古
西
町
）
に
て
呉
服
商
・
戎
（
恵
比
須
）
屋
を
営
ん
だ
人
物
で
あ
る（
６
）。

広
沢
善
香
は
通
称
を
仁
左
衛
門
、
の
ち
久
右
衛
門
と
い
い
、
衣
棚
御
池
下
る
（
中
京

区
長
浜
町
）
を
拠
点
と
し
、
姫
路
藩
酒
井
家
な
ど
諸
大
名
の
御
用
達
商
人
を
務
め
た

二
文
字
屋
の
主
人
で
あ
る
。

『
蒹
葭
堂
日
記
』
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
五
日
条
に
は
「
早
朝
ヨ
リ
順

照
寺
︿
蘭
山
同
伴
﹀」
と
あ
り
、
順
照
寺
の
僧
弁
が
京
都
の
本
草
学
者
・
小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
を
伴
っ
て
蒹
葭
堂
を
訪
ね
て
い
る
。
蘭
山
と
不
磷
斎
島

田
宗
淳
と
は
と
も
に
松
岡
玄
達
に
本
草
学
を
学
ん
だ
同
門
で
あ
り
、
植
物
図
鑑
『
花

彙
』（
草
部　

宝
暦
九
年
刊
、木
部　

明
和
二
年︿
一
七
六
五
﹀刊
）を
共
著
し
て
い
る
。

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
四
月
十
八
日
に
は
二
文
字
屋
久
右
衛
門
（
広
沢
善
香
）、

戎
屋
（
島
田
）
宗
淳
、
順
照
寺
（
僧
弁
）
が
揃
っ
て
蒹
葭
堂
宅
を
訪
問
し
て
お
り
、

本
草
学
を
通
じ
て
彼
ら
が
親
し
く
交
流
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
鑑
古
堂
物
産
会
も
基

本
的
に
は
本
草
学
的
な
関
心
か
ら
集
め
た
も
の
を
展
示
す
る
会
で
あ
っ
た
が
、
全
四

回
の
う
ち
、
第
一
回
と
第
二
回
に
は
中
国
の
古
器
物
が
い
く
つ
か
出
陳
さ
れ
て
お
り

注
目
さ
れ
る
。

宝
暦
十
三
年
四
月
十
五
日
、
京
都
東
山
の
芙
蓉
楼
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
一
回

の
鑑
古
堂
物
産
会
に
は
二
四
〇
余
種
の
奇
品
が
陳
列
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
所
蔵
者

は
不
明
な
が
ら
、「
博
古
図
商
父
乙
爵
、
同
漢
鳧
壺
、
古
鏡
四
、
宋
鏡
一
、
博
古
図

海
馬
蒲
萄
鑑
、
同
漢
長
宜
子
孫
鑑
、
同
漢
尚
方
鑑
、
唐
八
花
鑑
、
唐
小
八
花
鑑
」
が

み
え
る（
７
）。
こ
こ
で
言
う
「
博
古
図
」
と
は
、
北
宋
の
徽
宗
皇
帝
の
命
に
よ
り
宮
中

の
宣
和
殿
に
集
め
ら
れ
た
古
銅
器
を
図
に
写
し
取
り
、
全
三
十
巻
に
ま
と
め
た
図

譜
『
宣
和
博
古
図
録
』
の
こ
と
で
あ
る
。
元
代
に
は
版
刻
さ
れ
、
明
代
以
降
、
手
を

加
え
な
が
ら
た
び
た
び
再
版
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
万
暦
十
六
年
（
一
五
八
八
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
泊
如
斎
重
修
宣
和
博
古
図
録
』
を
参
照
し
、
以
下
『
博
古
図

図１　商父乙爵（『泊如斎重修宣和博古図録』）
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録
』
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
確
か
に
「
商
父
乙
爵
」
や
「
漢

鳧
壺
」、「
海
馬
蒲
萄
鑑
」、「
漢
長
宜
子
孫
鑑
」、「
漢
尚
方
鑑
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
商
父
乙
爵
」
は
「
父
乙
」
の
銘
文
を
有
す
る
殷
（
商
）
時
代
の
三
足
の
酒
器
で
、

『
博
古
図
録
』
巻
十
四
に
は
七
点
が
収
録
さ
れ
、
文
様
や
柱
の
形
状
に
そ
れ
ぞ
れ
違

い
が
あ
る
（
図
１
）。
似
た
形
で
銘
文
の
異
な
る
爵
も
多
数
掲
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
に
出
陳
さ
れ
た
も
の
は
、「
父
乙
」
の
銘
文
が
入
っ
た
爵
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
い
だ
ろ
う
。

「
漢
鳧
壺
」
は
ま
る
い
胴
か
ら
上
に
延
び
た
細
い
頸
が
な
か
ほ
ど
で
大
き
く
下
向

き
に
湾
曲
し
、
先
が
鴨
の
頭
形
と
な
る
（
図
２
）。
近
年
の
発
掘
品
で
は
見
た
こ
と

が
な
く
、
鴨
頭
で
は
な
く
蒜
頭
と
な
る
も
の
は
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
（
図
３
）。
頸

の
な
か
ほ
ど
に
口
が
付
い
て
い
る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
出
陳
さ
れ
た
品
は
こ
の
類

品
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

図２　漢鳧壺（『泊如斎重修宣和博古図録』）

図３　曲頸蒜頭壺　陝西米脂官庄出土　高 34㎝
　　　陝西省米脂県博物館



57

「
海
馬
蒲
萄
鑑
」
は
六
面
、「
漢
長
宜
子
孫
鑑
」
は
四
面
、「
漢
尚
方
鑑
」
は
二
面

が
収
録
さ
れ
る
。「
海
馬
蒲
萄
鑑
」
は
初
唐
に
成
立
し
た
鏡
式
で
、
海
獣
葡
萄
文
鏡

と
称
さ
れ
、
奈
良
の
高
松
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。『
博
古

図
録
』
の
段
階
で
は
漢
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。「
尚
方
鑑
」
は
二
面
と
も

方
格
規
矩
四
神
文
鏡
で
あ
る
が
、「
長
宜
子
孫
鑑
」
四
面
は
「
長
宜
子
孫
」
と
い
う

銘
文
が
共
通
す
る
だ
け
で
、
現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
方
格
規
矩
四
神
文
鏡
、
獣
首
文
鏡
、

連
弧
文
鏡
、
獣
帯
鏡
な
ど
の
異
な
る
鏡
式
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鏡
背
の
文

様
で
は
な
く
銘
文
に
よ
り
名
称
を
付
け
て
い
る
た
め
で
、
物
産
会
で
出
陳
さ
れ
た
も

の
が
ど
れ
に
当
た
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

翌
十
四
年
四
月
二
十
六
日
、
東
山
也
阿
弥
に
会
場
を
変
え
て
開
催
さ
れ
た
第
二

回
の
鑑
古
堂
物
産
会
に
は
二
七
一
種
が
陳
列
さ
れ
、
五
枝
軒
が
「
鑑
室	

漢
」、「
咸

陽
宮
瓦
」、「
銅
雀
台
瓦
」、
有
本
堂
が
「
漢
未
央
宮
瓦
」、
連
竹
居
が
「
漢
犠
首
杯
」

を
出
品
し
て
い
る
。
秦
の
咸
陽
宮
、
漢
の
未
央
宮
、
三
国
時
代
に
魏
の
曹
操
が
作
ら

せ
た
銅
雀
台
の
瓦
な
ど
、
中
国
の
古
瓦
を
含
む
の
が
興
味
深
い
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
形
状
の
瓦
か
わ
か
ら
な
い
が
、
何
を
根
拠
に
出
土
地
を
判
断
し
た
の
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
。
瓦
自
体
へ
の
注
記
や
箱
書
を
信
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

以
外
に
知
る
術
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
秦
漢
時
代
の
咸
陽
宮
や
未
央
宮
に
葺
か

れ
た
瓦
の
軒
先
に
は
文
字
を
あ
し
ら
っ
た
瓦
当
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
宋
代
に
は
宮

城
な
ど
の
遺
跡
と
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
て
い
た（
９
）。
元
の
李
好
文
に
よ
る
『
長
安
志

図
』
に
は
や
や
詳
し
く
瓦
の
製
法
な
ど
に
つ
い
て
記
し
、「
長
楽
未
央
」「
長
生
無
極
」

な
ど
瓦
当
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
文
字
を
列
挙
す
る
。
文
字
瓦
当
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な

文
献
を
も
と
に
出
土
地
を
類
推
で
き
た
可
能
性
が
高
い
。
拓
本
か
ら
起
こ
し
た
図
を

入
れ
る
刊
本
と
し
て
は
、
比
較
的
早
い
朱
楓
『
秦
漢
瓦
当
図
記
』（
乾
隆
三
十
二
年

︿
一
七
六
七
﹀）で
も
鑑
古
堂
物
産
会
よ
り
も
遅
い
。
そ
の
後
、程
敦『
秦
漢
瓦
当
文
字
』

（
乾
隆
五
十
二
年
）
や
、や
や
文
人
趣
味
的
な
色
彩
の
強
い
畢
沅
『
秦
漢
瓦
当
図
』（
乾

図４　江徳量『秦漢瓦当文』（黒川古文化研究所）図５　大和国釜口普賢院蔵銅雀台瓦硯図（『集古十種』文房篇）
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隆
五
十
六
年
序
）
な
ど
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
が
所
蔵
す
る

江
徳
量
（
一
七
五
二
～
九
三
）
に
よ
る
『
秦
漢
瓦
当
文
』
も
こ
れ
に
類
す
る
（
図
４
）。

な
お
、
銅
雀
台
の
瓦
は
む
し
ろ
文
房
具
の
分
野
に
お
い
て
著
名
で
、
北
宋
・
蘇

易
簡
（
九
五
八
～
九
六
）
の
『
文
房
四
譜
』
に
あ
る
よ
う
に
、
瓦
を
転
用
し
た
硯
が

文
人
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）
（1
（

。

魏
の
銅
雀
台
の
遺
址
、
人
多
く
そ
の
古
瓦
を
発あ

ば

き
、
こ
れ
を
琢
い
て
硯
を
為
る
。

甚
だ
工
に
し
て
、
水
を
貯
え
る
こ
と
数
日
燥
か
ず
。
世
に
伝
え
て
云
く
「
昔
人

こ
の
台
を
製
す
る
に
、
そ
の
瓦
は
陶
人
を
し
て
澄
泥
を
絺
を
以
て
濾
過
し
、
胡

桃
油
を
加
え
、
方
に
こ
れ
を
埏
埴
す
」
と
。
故
に
衆
瓦
と
異
有
ら
ん
。
即
ち
今

の
大
名
、
相
州
等
の
処
の
土
人
、
古
瓦
の
状
硯
を
仮
作
し
て
以
て
人
に
市
る
者

有
て
甚
だ
衆
し
。

『
西
清
硯
譜
』（
乾
隆
四
十
三
年
）
に
は
六
点
が
収
録
さ
れ
、
松
平
定
信
が
編
纂

さ
せ
た
『
集
古
十
種
』
に
も
「
大
和
国
普
賢
院
蔵
銅
雀
台
瓦
硯
図
」（
図
５
）
や
「
駿

河
国
府
中
宝
泰
院
蔵
硯
図
」（
図
６
）
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
類
品
の
多
く
は
平
瓦
の
凸
面
を
彫
り
窪
め
て
硯
と
し

た
も
の
で
、
裏
面
に
銅
雀
台
が
建
造
さ
れ
た
「
建
安
十
五
季
」
の
陽
文
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
や
、表
面
に
由
来
を
刻
す
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、『
文
房
四
譜
』
に
よ
れ
ば
、

宋
代
に
は
す
で
に
出
土
し
た
瓦
で
は
な
く
、
そ
れ
を
模
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
売
ら

れ
て
い
た
と
記
し
て
お
り
、
現
在
伝
わ
る
も
の
の
大
半
は
古
い
瓦
を
転
用
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
銅
雀
台
瓦
硯
は
瓦
当
で
は
な
い
た
め
、
鑑
古
堂
物
産
会
に

出
陳
さ
れ
た
も
の
も
、
銅
雀
台
所
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
銘
文
が
入
っ
た
平
瓦
や
丸

瓦
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
鑑
室
」
は
鏡
箱
の
よ
う
な
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

図６　「駿河国府中宝泰院蔵硯図」（『集古十種』文房篇）
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た
か
定
か
で
は
な
い
。「
漢
犠
首
杯
」
は
『
博
古
図
録
』
に
同
じ
名
称
の
器
物
が
収

録
さ
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
の
形
状
が
推
測
で
き
る
（
図
７
）。
徽
宗
の
古
玉
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
『
古
玉
図
譜
』
に
掲
載
さ
れ
る
同
図
の
資
料
に
は
「
古
玉
犠

首
杯
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、青
銅
製
で
は
な
く
玉
製
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、

『
博
古
図
録
』
だ
け
を
見
て
も
そ
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
物
産
会
に
出
陳
さ

れ
た
も
の
は
金
属
製
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
角
製
の
杯
を
も
と
と
し
た
古
代
ペ

ル
シ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
の
リ
ュ
ト
ン
が
原
形
で
あ
り
、
本
図
の
よ
う
な
牛
の
頭
を
結
合

さ
せ
た
も
の
は
一
九
七
〇
年
に
西
安
何
家
村
か
ら
出
土
し
た
唐
代
の
獣
首
角
杯
が
知

ら
れ
る
。
瑪
瑙
製
で
鼻
先
に
小
さ
な
孔
を
あ
け
た
金
栓
を
嵌
め
込
む
こ
と
か
ら
、
牛

の
口
か
ら
吸
い
出
し
て
飲
ん
だ
と
み
ら
れ
る）
（（
（

。
一
方
、『
博
古
図
録
』
の
杯
は
牛
の

鼻
に
付
け
た
環
か
ら
鎖
が
伸
び
て
お
り
、
吸
い
口
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
た

め
、
広
く
開
い
た
上
部
か
ら
飲
む
か
、
実
用
性
の
な
い
飾
り
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
代
で
は
南
越
国
王
・
趙
眜
（
前
一
七
三
～
前
一
二
二
）
の
墓
か
ら
玉
製
の
角
杯
が

出
土
す
る
。
遺
体
の
頭
部
付
近
に
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
特
別
な
宝
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
、
数
多
く
存
在
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い）
（1
（

。
杯
の
先
は
雲
気
状
で
獣
首
は
付

か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
博
古
図
録
』
の
犠
首
杯
は
漢
代
の
製
作
と
は
み
な

し
が
た
く
、
連
竹
居
所
蔵
品
も
い
つ
ご
ろ
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
の
半
ば
頃
に
は
す
で
に
、
当
時
の
人
び
と
が
中
国
古

銅
器
と
考
え
た
器
物
を
収
集
し
、
そ
れ
を
展
観
に
供
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
古

器
物
に
つ
い
て
調
べ
る
と
き
に
は
ま
ず
『
博
古
図
録
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。

た
だ
し
、『
博
古
図
録
』
に
収
録
さ
れ
た
器
物
自
体
、
発
掘
資
料
が
増
加
し
た
現
在

の
研
究
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
古
代
の
製
品
と
は
考
え
が
た
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
鑑
古
堂
物
産
会
の
目
録
は
品
名
の
み
で
あ
り
、
実
際
に
ど
こ
ま
で
特
徴
が
『
博

古
図
録
』
収
録
品
と
一
致
す
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
も
う
少
し
具
体
的
に

形
状
が
わ
か
る
古
銅
器
と
し
て
、
次
に
銅
鼓
を
取
り
上
げ
る
。

図７　漢犠首杯（『泊如斎重修宣和博古図録』）
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二　

銅
鼓

松
平
定
信
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
集
古
十
種
』
銅
器
篇
に
は
中
国
の
銅

鼓
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
図
８
）。
寛
政
十
二
年
の
序
文
を
有
す
る
『
集
古
十
種
稿
』

に
は
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
降
に
追
加
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
わ
か

る）
（1
（

。銅
鼓
は
青
銅
で
作
ら
れ
た
片
面
の
太
鼓
で
、
中
国
南
西
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に

か
け
て
広
く
出
土
す
る
。
紀
元
前
五
世
紀
頃
に
雲
南
地
方
で
作
ら
れ
は
じ
め
た
と
考

え
ら
れ
、
現
在
で
も
中
国
南
部
の
貴
州
省
や
広
西
壮
族
自
治
区
の
諸
民
族
は
銅
鼓
を

用
い
た
祭
祀
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

大
田
南
畝
が
『
一
話
一
言
』
巻
十
四
に
記
録
し
た
辻
知
篤
の
「
漢
代
の
銅
鼓
の

図
を
み
る
辞
な
ら
び
に
う
た
」
に
「
い
ま
あ
ふ
み
の
宮
川
の
き
み
の
家
に
つ
た
へ
も

た
せ
給
へ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、本
品
は
近
江
宮
川
藩
主
・
堀
田
正
穀
（
一
七
六
二

～
一
八
一
九
）
所
蔵
と
わ
か
り
、「
か
の
き
み
是
を
も
て
あ
そ
び
給
へ
る
あ
ま
り
、

そ
の
か
た
ち
を
図
に
な
し
て
わ
た
り
め
ぐ
り
の
寸
さ
く
ま
で
く
は
し
う
し
る
し
給

へ
る
を
、
あ
る
人
も
て
き
た
り
て
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
正
穀
は
銅
鼓
を
模
写
し

た
図
に
法
量
を
書
き
入
れ
、
交
流
の
あ
っ
た
人
び
と
に
贈
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ

の
銅
鼓
図
に
付
し
た
と
推
測
さ
れ
る
正
穀
の
「
漢
銅
鼓
」
と
題
す
る
識
語
が
、
南

畝
の
『
石
楠
堂
随
筆
』
に
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、「
寛
政
庚
申
秋
」（
寛
政
十
二

年
︿
一
八
〇
〇
﹀）
の
年
紀
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
集
古
十
種
』
は
こ
れ
に
基
づ
い
て

増
補
を
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
正
穀
が
銅
鼓
の
法
量
を
「
高
さ
九
寸

（
約
二
七
・
三
㎝
）、
面
径
一
尺
六
寸
八
分
（
約
五
〇
・
九
㎝
）、
腹
囲
五
尺
四
分
（
約

一
五
二
・
七
㎝
）《
今
曲
尺
を
以
て
こ
れ
を
度
る
》、
重
さ
三
十
斤
四
両
（
約
一
八
・
二

㎏
）《
今
を
以
て
こ
れ
を
秤
る
》」
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
集
古
十
種
』
は
高
さ
を

九
寸
余
、
上
面
の
周
囲
を
五
尺
一
寸
余
、
下
面
の
周
囲
を
四
尺
九
寸
と
し
て
お
り
、

そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
の
で
は
な
く
、
調
査
し
た
う
え
で
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ

る）
（1
（

。
正
穀
は
「
余
家
古
銅
鼓
一
面
を
蔵
し
、伝
え
て
云
く
、百
数
年
来
こ
れ
有
り
」
と
、

同
家
に
長
く
伝
わ
っ
て
い
る
銅
鼓
で
あ
る
と
記
し
、「
こ
の
鼓
た
だ
其
の
奇
古
の
葆

玩
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
し
て
、
ま
た
以
て
古
鑑
の
遺
を
補
う
に
足
る
。
因
て
図
に
刻

し
て
同
好
に
示
す
」
と
一
枚
刷
に
し
た
意
図
を
述
べ
る
。

『
一
話
一
言
』
に
よ
れ
ば
、堀
田
家
の
銅
鼓
は
『
西
清
古
鑑
』
に
収
録
さ
れ
る
「
漢

銅
鼓
」
の
う
ち
第
十
三
図
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
。『
西
清
古
鑑
』
は
清
の
乾
隆

帝
が
梁
詩
正
ら
に
命
じ
て
宮
廷
所
蔵
の
古
銅
器
を
『
博
古
図
録
』
に
倣
っ
て
収
録
し
、

模
写
図
と
文
様
や
銘
文
の
解
説
、
考
証
を
加
え
た
も
の
で
、
全
四
十
巻
を
数
え
る
。

銅
鼓
は
巻
三
十
七
に
十
四
点
が
掲
載
さ
れ
、
す
べ
て
が
漢
代
の
製
作
と
判
断
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
こ
の
器
、今
世
多
く
こ
れ
を
諸
葛
鼓
と
謂
う
。

蓋
し
武
侯
渡
瀘
の
後
鋳
る
所
な
り
。
然
る
に
馬
伏
波
、
交
趾
を
平
ら
げ
、
ま
た
銅
を

鋳
て
鼓
と
為
す
を
考
え
れ
ば
、
則
ち
諸
葛
に
先
ん
じ
て
こ
れ
有
る
か
」
と
記
し
、
銅

鼓
が
諸
葛
鼓
と
称
さ
れ
る
の
は
建
興
三
年
（
二
二
五
）
に
諸
葛
亮
孔
明
が
濾
水
を
渡

り
南
蛮
征
伐
を
し
た
後
に
鋳
造
し
た
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
伏
波
将
軍
馬
援

が
交
趾
郡
（
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
で
起
こ
っ
た
反
乱
（
ハ
イ
・
バ
・
チ
ュ
ン
の

反
乱
）
を
鎮
圧
し
た
際
、
ベ
ト
ナ
ム
（
百
越
）
に
お
い
て
権
威
の
象
徴
で
あ
っ
た
銅

鼓
を
融
か
し
て
馬
の
像
を
作
ら
せ
、
建
武
二
十
年
（
四
四
）
の
洛
陽
凱
旋
の
と
き
に

光
武
帝
に
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、
後
漢
初
期
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
正
穀
も
こ
れ
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
所
蔵
の
銅
鼓
を
漢
代
の
も
の
と
み
た
の

で
あ
ろ
う
。

堀
田
家
の
銅
鼓
は
果
た
し
て
漢
代
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。
本
品
は
模
写
図
だ
け

で
な
く
天
板
の
拓
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
詳
し
く
そ
の
形
式
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
９
）。
ま
た
原
理
斎
の
『
な
か
な
か
の
友
』
に
も
そ
れ
を
写
し
取
っ
た
と
み
ら
れ

る
図
が
掲
載
さ
れ
る）
（1
（

。『
集
古
十
種
』
掲
載
の
図
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
こ
の
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銅
鼓
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
が
分
類
し
た
第
Ⅳ
型
式
、
中
国
で
は
「
麻
江
型
」
と

称
さ
れ
る
新
し
い
段
階
の
も
の
で
、
宋
代
以
降
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る）
（1
（

。
さ
ら
に
宮

川
禎
一
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
麻
江
型
銅
鼓
の
な
か
で
は
比
較
的
古
く
、
十
三
～

十
四
世
紀
（
南
宋
後
期
～
明
代
初
期
）
の
製
作
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る）
（1
（

。

正
穀
の
識
語
に
は
他
に
も
銅
鼓
が
国
内
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
二
）、
長
崎
奉
行
・
石
谷
清
昌
は
通
訳

で
あ
っ
た
河
間
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
銅
鼓
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
将
軍
に
献
上
し
た

と
い
う
。
河
間
氏
の
先
祖
は
福
建
の
出
身
で
、
明
末
清
初
の
混
乱
を
避
け
て
日
本
に

渡
っ
た
際
、こ
の「
孔
明
の
避
邪
鼓
壱
面
」を
持
参
し
た
。
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）、

銅
鼓
の
流
出
を
聞
き
及
ん
だ
清
朝
か
ら
劉
大
成
と
い
う
人
物
が
長
崎
に
派
遣
さ
れ
、

携
え
て
来
た
「
官
庫
諸
葛
鼓
の
図
書
」
と
校
合
し
た
う
え
、
再
三
に
わ
た
っ
て
銅
鼓

の
購
入
を
持
ち
掛
け
た
。
河
間
氏
は
銅
鼓
図
を
写
し
取
っ
た
も
の
の
、
先
祖
伝
来
の

家
宝
を
失
う
こ
と
を
惜
し
ん
で
売
却
を
断
っ
た
の
で
、
大
成
は
立
腹
し
て
帰
国
し
た

と
い
う
。

南
畝
は
こ
の
銅
鼓
に
付
け
ら
れ
た
河
間
八
平
次
の
書
付
を
二
通
書
き
留
め
て
お

り
、
一
通
目
に
よ
る
と
銅
鼓
は
「
径
一
尺
八
寸
、
長
さ
一
尺
八
寸
、
色
瓜
皮
色
青
黄
、

古
書
、
四
獣
八
卦
の
形
、
載
せ
る
有
る
と
い
え
ど
も
、
此
の
鼓
そ
の
形
無
し
」
と
あ

り
、
直
径
と
長
さ
が
約
五
四
・
五
㎝
で
、
表
面
は
瓜
皮
色
に
青
や
黄
が
交
じ
り
、
西

盟
型
銅
鼓
（
ヘ
ー
ゲ
ル
第
Ⅲ
型
式
）
の
鼓
面
に
四
つ
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
蛙
像
は

付
か
な
い
。
面
径
は
堀
田
家
所
蔵
品
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、「
長
さ
」
を
高
さ

と
解
釈
す
れ
ば
倍
近
く
あ
る
こ
と
に
な
り
、別
型
式
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。
ま
た
、

二
通
目
の
書
付
に
は
こ
れ
と
異
な
る
次
の
よ
う
な
寸
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
解

釈
も
難
し
い
。

図８　宮川家蔵銅鼓図（『集古十種』銅器篇）図９　銅鼓拓図　広瀬蒙斎賛
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右
太
鼓
寸
法
並
掛
目

一
大
鼓
か
ら
か
ね	

一
円
五
尺　

高
さ
三
尺

一
掛
目
三
拾
四
斤
半　

一
差
渡
し　

壱
尺
六
寸
七
分

径
一
尺
六
寸
七
分
（
約
五
〇
・
六
㎝
）、
周
囲
五
尺
（
約
一
五
一
・
五
㎝
）、
重
さ

三
十
四
斤
半
（
約
二
〇
・
七
㎏
）
は
類
品
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、高
さ
三
尺
（
約

九
〇
・
九
㎝
）
は
あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
る
。
面
径
一
〇
〇
㎝
を
超
え
る
大
型
製
品
で

も
高
さ
が
七
〇
㎝
に
達
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
わ
ゆ
る
銅
鼓
の
形
状
と
し

て
は
異
例
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
型
式
判
断
は
で
き

ず
、
正
穀
も
河
間
氏
蔵
品
を
見
て
い
な
い
の
を
悔
や
む
よ
う
に
、
不
明
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
か
ろ
う
。

現
在
、
銅
鼓
は
日
本
国
内
に
も
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
四
月
十
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
平
安
読
書
室
物
産
会
に

大
坂
の
画
家
・
森
徹
山
が
銅
鼓
を
出
陳
す
る
な
ど
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
い
く
つ

か
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
興
味
深
い）
（1
（

。

三　

狩
谷
棭
斎
所
蔵
の
「
五
漢
」

狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）
は
江
戸
で
弘
前
藩
御
用
達
の
米
屋
・
津

軽
屋
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、
金
石
文
、
貨
幣
、
度
量
衡
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
た

考
証
学
者
で
あ
る
。
親
友
で
あ
る
松
崎
慊
堂
に
よ
る
墓
碣
銘
（
も
と
法
福
寺
、
現
早

稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
蔵
）
に
は
、

翁
又
漢
鏡
、
漢
銭
、
王
莽
の
威
斗
、
中
平
の
双
魚
洗
、
三
耳
壺
を
蔵
す
。
因
て

六
漢
老
人
と
号
す
。
或
曰
く
、「
是
五
漢
な
り
、
其
の
一
は
何
に
在
る
や
」。
翁

笑
て
曰
く
、「
身
漢
学
を
嗜
む
。
乃
ち
亦
漢
時
の
物
に
あ
ら
ざ
ら
ん
か
」。

と
あ
り）
（1
（

、
漢
代
の
鏡
鑑
、
銭
貨
の
ほ
か
、「
王
莽
の
威
斗
」、「
中
平
の
双
魚
洗
」、「
三

耳
壺
」
を
所
有
し
て
六
漢
老
人
と
号
し
た
こ
と
、
五
つ
し
か
な
い
こ
と
を
問
い
た
だ

さ
れ
、
自
ら
が
学
ぶ
漢
学
を
含
め
る
と
六
漢
に
な
る
と
答
え
た
と
い
う
逸
話
を
記

す
。
棭
斎
が
集
め
た
書
籍
や
文
物
は
そ
の
死
後
、
傾
い
た
津
軽
屋
の
経
営
を
支
え
る

た
め
に
売
ら
れ
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
五
種
の
器
物
は
果
た
し
て

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
遺
さ
れ
た
資
料
か
ら
そ
の
具
体
的
な
形
状
を

探
っ
て
お
き
た
い
。

（
１
）
漢
鏡

鏡
鑑
に
つ
い
て
は
す
で
に
杉
本
氏
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
概
要
を
簡

図 10　三画縁神獣文鏡（『千とせのためし』）
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潔
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。
松
崎
慊
堂
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
月
二
十
三
日

に
棭
斎
邸
に
お
い
て
古
鏡
（
前
漢
三
、
後
漢
四
、六
朝
一
、
唐
一
）
を
鑑
賞
し
、
さ

ら
に
そ
の
日
記
『
慊
堂
日
暦
』
の
同
年
十
一
月
四
日
条
と
天
保
八
年
四
月
の
二
度
に

わ
た
り
、
鏡
の
名
称
や
法
量
、
銘
文
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
少
な

く
と
も
前
漢
か
ら
宋
代
に
至
る
十
二
面
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら

の
い
く
つ
か
は
棭
斎
の
死
後
、
慊
堂
の
門
人
・
小
田
切
藤
軒
を
通
じ
て
、
そ
の
主
君

で
あ
っ
た
水
野
忠
邦
の
所
有
に
帰
し
た
こ
と
か
ら
、
忠
邦
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
紀

伊
新
宮
藩
主
で
紀
伊
藩
付
家
老
の
水
野
忠
央
が
編
纂
し
た
『
千
と
せ
の
た
め
し
』（
嘉

永
四
年
︿
一
八
五
一
﹀
跋
）
に
一
面
の
模
写
図
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図

10
）。
こ
こ
に
は
「
漢
古
鏡　

径
七
寸
（
約
二
一
・
二
㎝
）
縁
厚
四
分
（
約
一
・
二
㎝
）

以
曲
尺
度
之
」
と
あ
り
、
銘
文
は
「
吾
作
明
竟
甚
大
好
、
上
有
東
王
父
西
王
母
仙
人

王
喬
、
赤
松
子
、
曷
飲
玉
泉
、
飢
食
棗
、
千
秋
万
歳
不
老
、
流
由
天
下
、
由
四
海
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慊
堂
が
「
前
漢
の
仙
人
不
老
鑑
」
と
記
録
し
た
も
の
に
あ
た
る

（
慊
堂
は
面
径
七
寸
二
分
と
す
る
）。
描
か
れ
た
文
様
構
成
か
ら
日
本
の
前
期
古
墳
か

ら
多
く
出
土
す
る
三
角
縁
神
獣
文
鏡
と
わ
か
り
、
奈
良
県
の
佐
味
田
宝
塚
古
墳
（
古

墳
時
代
前
期
後
半
）
出
土
鏡
の
同
型
と
さ
れ
る）
11
（

。
な
お
、
慊
堂
が
「
前
漢
の
仙
人
無

双
鑑
」
と
し
て
記
録
す
る
径
六
寸
五
分
（
約
一
九
・
七
㎝
）
の
鏡
も
、「
吾
心
（
作
か
）

明
竟
甚
大
工
、
上
有
王
子
喬
、
赤
松
、
天
鹿
、
其
粦
、
龍
、
天
下
其
万
世
無
双
」
の

銘
文
と
面
径
か
ら
三
角
縁
神
獣
文
鏡
の
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
古
器
物
の
拓
本
集
『
鏡
研
搨
本
』

に
棭
斎
旧
蔵
の
鏡
二
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る）
1（
（

。
一
面
は「
漢
尚
方
鑑　

狩
谷
棭
斎
蔵
」

「
天
保
八
丁
酉
年
春
三
月　

如
圭
所
贈
」
と
あ
る
獣
帯
鏡
で
あ
る
（
図
11
）。「
蓼
州
」

の
朱
文
瓢
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
八
年
三
月
、
棭
斎
旧
蔵
品
の
売
却
に
あ

た
っ
て
書
肆･
須
原
屋
茂
兵
衛
（
北
畠
有
親
）
が
取
拓
し
た
も
の
で
、
画
家
の
三
好

如
圭
（
一
七
六
五
～
一
八
四
二
）
か
ら
棭
斎
が
入
手
し
た
鏡
と
わ
か
る
。
慊
堂
が
記

図 11　獣帯鏡（『鏡研搨本』　京都大学附属図書館）図 12　倣製神獣文鏡（『鏡研搨本』　京都大学附属図書館）
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録
し
た
後
漢
の
「
尚
方
鑑
」
に
あ
た
り
、
径
五
寸
三
分
（
約
一
六
・
一
㎝
）、
銘
文
に

「
尚
方
作
竟
甚
奇
矣
、
蒼
龍
在
左
、
白
虎
在
右
、
朱
鳥
・
玄
武
、
辟
去
凶
名
、
子
孫
翁
々

宜
父
母
、
家
中
富
昌
貴
且
」
と
あ
る
。

も
う
一
面
は
倣
製
の
神
獣
文
鏡
で
、「
天
保
八
年
丁
酉
孟
夏　

蓼
州
観
」、
朱
文

瓢
印
「
蓼
州
」、「
棭
斎
狩
谷
望
之
所
蔵
」
と
あ
る
（
図
12
）。
銘
文
は
中
国
鏡
を
疎

略
に
真
似
た
「
偽
銘
帯
」
の
た
め
意
味
を
な
さ
な
い
。
拓
影
の
直
径
は
一
八
・
一
㎝

あ
る
。
慊
堂
が
書
き
留
め
た
な
か
に
本
鏡
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
漢
銭

棭
斎
は
貨
幣
へ
の
造
詣
も
深
く
、幕
臣
・
久
野
克
寛
が
編
纂
し
た『
銭
幣
考
遺
』（
文

化
四
年
︿
一
八
〇
七
﹀
自
序
）
で
は
校
訂
を
務
め
、
長
男
懐
之
が
若
干
十
二
歳
で
刊

行
し
た
『
新
校
正
孔
方
図
鑑
』（
文
化
十
二
年
自
序
）
に
も
か
な
り
の
部
分
に
そ
の

見
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。『
慊
堂
日
暦
』
天
保
二
年
八
月
二
日
に
は

「
寛
政
中
、
寛
斎
は	

侯
が
集
め
し
と
こ
ろ
の
古
銭
を
搨
し
、ま
さ
に
死
せ
ん
と
し

て
吾
が
友
棭
斎
に
付
す
」
と
あ
り
、
市
河
寛
斎
が
死
に
臨
ん
で
、
元
禄
頃
の
古
銭
収

集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山
藩
主･

前
田
正
甫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
拓
し
た
も
の

を
棭
斎
に
託
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。『
銭
幣
考
遺
』
に
寛
斎
の
言
説
が
い
く
つ
か

引
用
さ
れ
る
の
も
、
棭
斎
と
の
深
い
交
流
を
背
景
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

文
化
九
年
、
古
銭
家
・
大
村
成
富
が
同
好
の
士
に
配
っ
た
古
銭
の
一
枚
刷
に
は

棭
斎
が
所
蔵
す
る
漢
代
の
半
両
銭
（
反
文
）、
五
銖
銭
（
反
文
・
正
文
）、
布
銭
、
北

魏
の
永
安
五
銖
銭
（
背
面
四
出
文
）
の
拓
影
を
版
に
起
こ
し
て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら

（
図
13
）、
寛
斎
か
ら
託
さ
れ
た
拓
本
の
み
な
ら
ず
、
漢
代
の
古
銭
そ
の
も
の
も
所
蔵

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
３
）
王
莽
の
威
斗

「
威
斗
」
は
前
漢
に
替
わ
っ
て
新
朝
を
打
ち
立
て
た
王
莽
に
関
わ
る
器
物
で
あ
る
。

『
漢
書
』
王
莽
伝
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

是
歳
八
月
、
莽
、
親
ら
南
郊
に
ゆ
き
、
威
斗
を
鋳
作
す
。
威
斗
は
、
五
石
銅
を

以
て
こ
れ
を
為
る
。
北
斗
の
若
し
。
長
さ
二
尺
五
寸
、
以
て
衆
兵
に
厭
勝
せ
ん

と
欲
す
。
既
に
成
り
、
司
命
を
し
て
こ
れ
を
負
は
し
め
、
莽
出
す
れ
ば
前
に
在

り
、
入
ら
ば
御
旁
に
在
る
。
斗
を
鋳
す
る
の
日
、
大
寒
に
し
て
、
百
官
人
馬
凍

死
す
る
者
あ
り
。

天
鳳
四
年
（
一
七
）
八
月
、
王
莽
は
自
ら
長
安
の
南
方
郊
外
へ
赴
き
、「
威

斗
」
を
鋳
造
し
た
。
こ
れ
は
北
斗
を
か
た
ど
っ
た
ま
じ
な
い
の
道
具
で
、「
五
石

銅
」
を
用
い
、
長
さ
が
約
五
六
㎝
あ
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
棭
斎
の
所
蔵
品
が

こ
の
「
威
斗
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
え
ず
、
松
崎
慊
堂
も
日
記
で
は
「
銅

枓
」
と
記
し
て
い
る
（『
慊
堂
日
暦
』
天
保
二
年
十
月
十
七
日
条
）。

図 13　大村成富「古銭一枚刷」（部分　黒川古文化研究所）
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棭
斎
が
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
、（
王
）
莽
の
時
の
銅
枓
、『
避
暑
録
話
』
に
よ
れ
ば
、

そ
の
銘
を
載
せ
て
云
う
、「
三
觔
九
両
」。
今
そ
の
器
を
量
る
に
、
今
の
八
十
銭

に
当
る
と
。

刈
谷
市
中
央
図
書
館
・
村
上
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
銅
枓
考）
11
（

』（
写
本
）
に
は
棭
斎

の
考
証
と
と
も
に
銅
枓
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
14
）。
棭
斎
が
ど
の
よ
う
に
器
物
を
見
て
考
証
し
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
、

や
や
長
く
な
る
が
漢
文
体
で
記
さ
れ
た
文
章
を
書
き
下
し
文
に
改
め
て
載
せ
る
。
な

お
、
棭
斎
が
文
中
で
引
用
す
る
『
避
暑
録
話
』
と
『
野
客
叢
書
』
の
文
章
部
分
の
み

ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
し
、
後
述
す
る
横
山
由
清
『
尚
古
図
録
』
所
引
「
威
枓
記
」
と

対
照
し
て
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

余
嚮さ
き

に
此
の
銅
枓
を
大
塩
良
斎
の
許
で
覩
る
。
長
さ
一
尺
三
寸
、
葉
径
三
寸
五

分
。
枋
広
さ
八
分
強
、
中
に
渠
有
り
。
枋
頭
斜
殺
、
圭
頭
状
の
如
し
。
末
に
獣

耳
有
り
。
重
さ
八
十
銭
。
製
作
奇
古
に
し
て
青
緑
微
骨
、
間
に
朱
斑
殽ま

じ
る
。

望
み
て
其
れ
数
千
百
年
の
物
と
知
る
。
後
、
良
斎
、
余
の
酷
愛
を
聞
き
、
挙
げ

て
以
て
贈
ら
る
。
余
狂
喜
絶
叫
し
、
亟す
み
や
か
に
同
好
の
玩
賞
を
邀も
と

む
。
但
し
い

ま
だ
其
の
何
の
器
為
る
か
詳
な
ら
ず
。
偶
た
ま
た
ま

葉
少
薀
『
避
暑
録
話
』
を
撿
ず
る

に
曰
く
、
韓
丞
相
玉
汝
家
、
王
莽
の
時
の
銅
枓
一
を
蔵
す
。
状
は
勺
の
如
し
。

今
尺
を
以
て
こ
れ
を
度
る
に
、
長
さ
一
尺
三
寸
。《
按
ず
る
に
、
宋
大
府
寺
尺
、

我
が
邦
の
曲
尺
一
尺
二
分
に
当
た
る
。
其
の
一
尺
三
寸
、
我
が
曲
尺
一
尺
三
寸

二
分
六
厘
に
当
た
る
。》
そ
の
柄
、
銘
有
て
云
く
、「
大
官
乗
輿
十
凍
、
銅
枓
重

三
觔
九
両
。
新
始
建
国
天
鳳
上
戌
六
年
十
二
月
、
工
遵
造
、
史
臣
閎
、
掾
臣
岑
、

掌
旁
丞
臣
弘
、令
臣
栩
、第
二
十
六
」。《
今
本『
避
暑
録
話
』、「
涷
」を
誤
て「
凍
」

図 14　銅枓図（『銅枓考』　刈谷市中央図書館・村上文庫）
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に
作
る
。「
斤
」
を
「
觔
」
に
作
る
。
丞
臣
弘
を
丞
相
弘
に
作
る
。
令
臣
栩
を

令
丞
相
に
作
る
。
今
皆『
野
客
叢
書
』引
く
所
に
従
い
改
む
。
唯『
野
客
』下「
枓

食
器
」
三
字
を
併
せ
て
銘
文
と
為
す
は
誤
な
り
。
按
ず
る
に
、
涷
即
ち
錬
字
な

り
。『
西
清
古
鑑
』
所
載
漢
長
生
鑑
銘
に
見
え
る
。》
枓
は
食
器
に
し
て
、
正
に

今
の
杓
な
り
。《
杓
、『
説
文
』
単
に
勺
と
作
る
と
云
ふ
。
杓
混
る
所
、
挹す
く

ふ
所

以
な
り
。
杓
は
甫
と
遥
の
切
。
音
義
皆
同
じ
か
ら
ず
。》『
史
記
』
趙
世
家
「
趙

襄
子
、
代
王
を
請
ひ
、
厨
人
を
し
て
銅
枓
を
操
り
、
代
王
及
び
従
者
に
食
は
し

む
。
斟
を
行
ふ
に
、
陰
に
枓
を
以
て
擊
ち
て
こ
れ
を
殺
さ
し
む
」。
是
已
に
宣

和
の
間
、
公
卿
家
所
蔵
の
漢
器
雜
出
し
、
余
多
く
こ
れ
を
見
る
。
唯
此
の
器
、

独
り
韓
氏
に
の
み
見
る
。
王
懋
『
野
客
叢
書
』
曰
く
、
新
莽
伝
を
考
ふ
る
に
、

天
鳳
四
年
八
月
、
莽
親
ら
南
郊
に
ゆ
き
、
威
斗
を
鋳
作
す
。《『
説
文
』
を
按
ず

る
に
、
枓
は
勺
な
り
。
之
と
痩
の
切
。
斗
は
十
升
な
り
。
當
と
口
の
切
。
二
字

同
じ
か
ら
ず
。
威
斗
、
ま
さ
に
威
料
と
読
み
為
る
べ
し
。
二
字
は
古
音
同
じ
。

故
に
多
く
斗
を
借
り
て
枓
と
為
す
。『
呂
氏
春
秋
』
長
攻
篇
、『
史
記
』
張
儀
伝
、

趙
襄
子
が
代
王
を
擊
た
し
む
事
を
載
せ
、
並
び
に
銅
枓
を
金
斗
に
作
る
。『
列

女
伝
』節
義
篇
に
載
せ
る
は
、単
に
斗
に
作
る
。
皆
斗
を
以
て
枓
と
為
す
。『
詩
』

小
雅
「
維
れ
北
に
斗
有
り
、
以
て
酒
漿
を
挹
む
べ
か
ら
ず
」、
大
雅
「
酌
む
に

大
斗
を
以
て
し
て
」、『
釋
文
』「
徐
邈
並
音
主
」。『
周
礼
』「
鬯
人
大
喪
之
大
渳

設
斗
」、
注
「
所
以
沃
尸
な
り
」。『
釋
文
』「
斗
注
に
依
る
に
音
主
」。
亦
斗
を

以
て
枓
と
為
す
な
り
。
又
『
蜀
志
』
注
引
世
語
云
く
、「
姜
維
、胆
斗
大
の
如
し
」、

胡
三
省
、
以
て
斗
と
為
す
は
、
是
升
の
譌
な
り
。『
来
斎
金
石
考
略
』
又
漢
人

升
斗
字
相
ひ
近
き
を
以
て
證
と
為
す
。
余
則
ち
斗
大
の
斗
、
亦
読
む
に
枓
と
為

す
。
胆
斗
大
の
如
し
、
謂
う
こ
こ
ろ
、
胆
大
、
羹
汁
を
挹
ふ
の
枓
の
如
し
。
蓋

し
其
の
形
相
ひ
類
し
、
其
の
大
相
ひ
如
く
者
を
挙
げ
て
こ
れ
に
比
す
る
な
り
。

嘗
て
生
獣
の
胆
を
採
り
、懸
け
て
視
る
な
り
。
其
の
状
此
の
枓
と
殆
ど
相
肖に

る
。

因
て
古
人
枓
を
以
て
胆
を
象
る
を
知
る
。
猶
ほ
瓶
胆
を
以
て
名
づ
く
る
者
有
る

の
み
。
其
の
形
類
せ
ざ
る
の
升
斗
を
以
て
こ
れ
に
状
す
は
、
恐
ら
く
は
人
意
に

近
か
ら
ず
。》
威
斗
、
五
石
銅
を
以
て
こ
れ
を
為
る
。
北
斗
の
若
し
。
長
さ
二

尺
五
寸
。《
按
ず
る
に
、王
莽
の
時
の
尺
、我
が
邦
の
曲
尺
七
寸
六
分
に
当
た
る
。

其
の
二
尺
五
寸
、
我
が
曲
尺
一
尺
九
寸
に
当
た
る
。》
以
て
衆
兵
に
厭
勝
せ
ん

と
欲
す
。
既
に
畢
わ
り
、
司
命
を
し
て
こ
れ
を
負
は
し
め
、
莽
出
す
れ
ば
前
に

在
り
、
入
ら
ば
御
旁
に
在
る
。
其
の
用
此
の
如
し
。《『
群
書
治
要
』
載
せ
る
桓

子
新
論
云
く
、「
王
翁
は
卜
筮
を
好
み
、
時
日
を
信
じ
、
鬼
神
に
事
え
る
に
篤

く
、
多
く
廟
兆
を
作
り
、
潔
齋
祀
祭
す
。
犧
牲
殽
膳
の
費
、
吏
卒
弁
治
の
苦
、

称
道
ふ
べ
か
ら
ず
。
為
政
善
な
ら
ず
、
天
下
に
叛
か
る
。
兵
起
作
し
難
き
に
及

び
、
権
策
以
て
自
ら
救
解
す
る
無
し
。
乃
ち
南
郊
に
馳
せ
之
き
て
告
禱
し
、
心

を
搏
ち
冤
を
言
い
、
号
興
流
涕
、
叩
頭
し
て
幸
天
こ
れ
を
哀
助
す
る
を
請
命
す

る
な
り
。
ま
さ
に
兵
宮
に
入
る
の
日
、
矢
射
交
集
、
燔
火
大
起
し
、
漸
く
台
下

に
逃
る
も
、
な
お
其
の
符
命
書
及
び
作
る
所
の
威
斗
を
抱
え
る
。
蔽
惑
甚
し
き

に
至
る
と
謂
ふ
べ
し
。》
即
ち
是
物
な
り
。
後
、
孔
仁
を
劾
し
て
亦
曰
く
、「
右

は
威
節
を
杖
し
、左
は
威
斗
を
負
ふ
。」
玉
汝
家
所
蔵
銅
斗
、正
に
此
の
物
な
り
。

制
度
を
観
る
に
亦
相
似
、
第た
だ

尺
寸
差
殊
の
み
。
前
後
製
す
る
所
、
固
よ
り
自
ら

同
じ
な
ら
ず
。
又
『
南
史
』「
人
有
て
玄
武
湖
を
開
き
、
古
冢
上
に
於
て
、
一

銅
斗
を
得
る
。
柄
有
り
。
文
帝
以
て
朝
士
を
訪
ぬ
。
何
承
天
謂
ら
く
「
此
れ
亡

新
の
威
斗
な
り
。
莽
三
公
亡
者
に
こ
れ
を
賜
ふ
。
一
は
冢
外
に
在
り
、
一
は
冢

内
に
在
り
。時
の
三
公
、江
左
に
居
る
者
は
惟
甄
邯
の
み
。必
ず
邯
の
墓
な
り
。」

俄
に
冢
を
啓
き
、
又
一
斗
を
得
る
。
復
た
石
銘
「
大
司
徒
甄
邯
之
墓
」
有
り
。

人
皆
其
の
博
識
に
服
す
。《
梁
元
帝
『
金
楼
子
』
雑
記
篇
云
く
、「
元
嘉
中
、
張

永
玄
武
湖
を
開
き
、
古
冢
に
値
う
。
上
に
一
銅
斗
有
り
、
柄
有
て
酒
桍
の
若
し
。

太
祖
こ
れ
を
朝
士
に
訪
ね
る
も
、
識
る
者
有
る
莫
し
。
何
承
天
曰
く
「
此
れ
亡
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秦
（
新
）
の
威
斗
、
王
莽
三
公
亡
す
に
、
皆
以
て
こ
れ
を
賜
う
。
一
は
冢
内
に

在
り
、
一
は
冢
外
に
在
る
」。
俄
に
又
冢
を
啓
き
、
内
に
一
斗
を
得
る
。
銘
書

有
て
、「
大
司
徒
甄
邯
之
墓
」
と
称
す
」
と
。『
南
史
』
蓋
し
此
に
本
づ
く
な
り
。

按
ず
る
に
、
酒
桍
即
ち
酒
𤬄
な
り
。
蓋
し
古
へ
瓢
を
以
て
酒
を
挹く

む
。
後
世
代

木
枓
を
以
て
す
る
も
、
其
の
名
猶
旧
に
依
る
。
然
る
に
木
枓
、
𤬄
と
名
づ
く
は

宜
し
か
ら
ず
。
故
に
瓜
を
変
え
て
木
に
従
い
、
遂
に
『
集
韵
』
訓
木
名
の
桍
字

と
混
て
別
無
し
。》
則
ち
当
時
威
斗
又
以
て
大
臣
に
賜
う
者
有
る
を
知
る
な
り
。

按
ず
る
に
、
韓
氏
所
蔵
の
枓
、
石
林
以
て
代
王
を
擊
ち
し
枓
の
類
と
為
す
は
未

だ
覈し
ら

べ
ず
。『
野
客
』
直
ち
に
王
莽
伝
を
以
て
こ
れ
を
證
す
は
允ま
こ
とと
為
す
。
今

此
の
枓
、
其
の
長
さ
は
韓
氏
枓
と
略
同
じ
。
其
の
銘
無
き
は
則
ち
承
天
弁
ず
る

所
と
は
合
ふ
。
故
に
余
定
め
て
以
て
新
莽
亡
三
公
に
賜
う
威
斗
と
為
す
な
り
。

夫
れ
宣
和
の
莽
を
視
る
は
、
猶
今
の
宣
和
を
視
る
が
ご
と
き
な
り
。
当
時
唯
一

銅
枓
、
僅
か
に
韓
氏
の
家
に
蔵
す
。
余
乃
ち
能
く
こ
れ
を
獲
る
。
滄
波
万
里
の

表
、
儼
然
と
し
て
玉
汝
作
と
七
百
余
年
の
後
に
対
す
。
豈
に
宝
重
を
十
襲
せ
ざ

ら
ん
や
。
因
て
謂
ら
く
、
博
聞
多
識
な
る
こ
と
承
天
の
如
く
、
古
器
を
玩
び
実

際
を
極
む
こ
と
王
懋
の
如
く
、
則
ち
可
な
り
。
若
し
夫
れ
読
書
を
鹵
莽
し
、
古

器
を
視
る
に
瓦
礫
の
如
く
、
或
は
こ
れ
を
耽
愛
す
る
も
ま
た
其
の
何
の
用
を
為

す
か
審
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
余
皆
取
る
無
し
。
余
既
に
此
の
枓
を
獲
て
、
狂
喜

の
余
り
諸
書
の
説
を
考
索
す
。
臚
列
櫛
比
し
、
且
つ
こ
れ
を
獲
る
の
由
と
其
の

枋
葉
製
作
尺
寸
と
を
書
き
、
是
の
記
と
為
す
。

文
政
丙
戌
八
月
朔
、
狩
谷
望
之
記
。

文
政
九
年
八
月
に
記
し
た
文
章
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①	　

こ
の
銅
枓
は
も
と
も
と
大
塩
良
斎
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
良
斎
の
も
と

で
こ
れ
を
見
た
棭
斎
が
大
い
に
気
に
入
り
、
こ
れ
を
聞
い
た
良
斎
か
ら
棭
斎
に
進

呈
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
大
塩
良
斎
に
つ
い
て
は
、
大
塩
平
八
郎
（
後
素
、
中
斎
）

ま
た
は
そ
の
弟
子
で
あ
る
林
良
斎
と
み
ら
れ
る
も
の
の
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。

②	　

銅
枓
の
長
さ
は
一
尺
三
寸
（
約
三
九
・
四
㎝
）、
す
く
う
た
め
の
葉
（
掬
部
）
が

直
径
三
寸
五
分
（
約
一
〇
・
六
㎝
）、
枋
（
柄
）
は
幅
八
分
強
（
約
二
・
五
㎝
）
で

な
か
ほ
ど
に
溝
が
あ
る
。
枋
頭
（
柄
の
先
）
は
斜
め
に
削
り
、
圭
（
先
が
尖
っ
た

長
方
形
の
玉
器
）
の
よ
う
な
形
状
に
な
っ
て
お
り
、
端
に
獣
耳
が
付
く
。
重
さ
は

八
十
銭
（
約
三
〇
〇
ｇ
）。
製
作
は
古
く
、
青
緑
に
朱
斑
が
交
じ
る
様
態
か
ら
数

千
百
年
前
の
も
の
と
棭
斎
は
み
た
。

③	　

宋
・
葉
夢
得
（
字
少
蘊
、
号
石
林
居
士
、
一
〇
七
七
～
一
一
四
八
）
に
よ
る

『
避
暑
録
話
』
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
韓
丞
相
玉
汝
家
は
王
莽
の
時
の

銅
枓
一
点
を
所
蔵
し
て
い
た
。
形
状
は
勺
に
似
て
、
宋
代
の
尺
で
測
る
と
長
さ
は

一
尺
三
寸
で
あ
っ
た
。
そ
の
柄
に
は
「
大
官
乗
輿
十
凍
、
銅
枓
重
三
觔
九
両
（
約

八
八
四
ｇ
）。
新
始
建
国
天
鳳
上
戌
六
年
十
二
月
、
工
遵
造
、
史
臣
閎
、
椽
臣
岑
、

掌
旁
丞
臣
弘
、
令
臣
栩
、
第
二
十
六
」
と
銘
が
あ
っ
た
。
枓
は
食
器
で
あ
り
、
今

（
宋
代
）
の
杓
に
あ
た
る
。『
史
記
』
趙
世
家
（
趙
襄
子
元
年
）
に
は
「
趙
襄
子
は

代
王
を
招
き
、
料
理
人
に
命
じ
、
銅
枓
を
持
っ
て
代
王
と
そ
の
従
者
に
料
理
を
ふ

る
ま
っ
た
。
酒
を
つ
ぐ
時
に
ひ
そ
か
に
銅
枓
で
撃
ち
殺
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
宣
和

年
間
（
一
一
一
九
～
二
五
）
に
は
す
で
に
公
卿
家
所
蔵
の
漢
器
が
多
数
出
回
っ
て

お
り
、
私
も
た
く
さ
ん
見
た
が
、
こ
の
銅
枓
は
韓
氏
所
蔵
の
も
の
し
か
見
た
こ
と

が
な
い
。
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④	　

宋
代
の
詩
人
・
王
楙
（
字
勉
夫
、号
分
定
居
士
、一
一
五
一
～
一
二
一
三
）
の
『
野

客
叢
書
』（
巻
十
三
）
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、『
漢
書
』
王
莽
伝
に
あ
る

威
斗
の
鋳
造
記
事
や
、
王
莽
が
孔
仁
を
弾
劾
す
る
時
の
「
右
は
威
節
を
持
ち
、
左

に
は
威
斗
を
背
負
い
」
と
い
う
言
葉
に
登
場
す
る
威
斗
は
、
ま
さ
し
く
玉
汝
家
所

蔵
の
銅
枓
に
あ
た
る
。
形
態
は
よ
く
似
て
お
り
、
大
き
さ
が
異
な
る
の
み
で
、
そ

れ
も
何
度
か
製
作
し
て
い
れ
ば
、
ま
っ
た
く
同
じ
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、『
南

史
』（
巻
三
十
三
）
に
は
次
の
よ
う
な
逸
話
を
載
せ
る
。
あ
る
人
が
玄
武
湖
を
開

拓
し
た
時
、
古
い
墳
丘
で
ひ
と
つ
の
銅
斗
が
発
見
さ
れ
た
。
劉
宋
の
文
帝
が
臣
下

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
博
識
で
知
ら
れ
る
何
承
天
が
「
こ
れ
は
、
今
は
な
き
新
朝
の

威
斗
で
す
。
王
莽
は
最
高
の
官
職
で
あ
る
三
公
が
亡
く
な
る
と
こ
れ
を
下
賜
し
ま

し
た
。
ひ
と
つ
は
墓
の
外
に
置
き
、
も
う
ひ
と
つ
は
内
部
に
置
き
ま
し
た
。
当
時

の
三
公
で
こ
の
地
域
に
葬
ら
れ
た
者
は
甄
邯
だ
け
で
す
の
で
、
そ
の
墓
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
墓
室
を
開
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
た
ひ
と
つ
の
銅
斗

が
見
つ
か
り
、「
大
司
徒
甄
邯
之
墓
」
と
刻
ん
だ
石
板
が
あ
っ
た
。
人
び
と
は
み

な
何
承
天
の
博
識
に
感
服
し
た
。
す
な
わ
ち
、
王
莽
の
時
に
は
威
斗
を
大
臣
に
下

賜
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤	　

棭
斎
の
考
察
。
韓
丞
相
玉
汝
家
の
銅
枓
に
つ
い
て
は
、
趙
襄
子
が
代
王
を
撃
っ

た
枓
の
た
ぐ
い
と
す
る
葉
夢
得
の
説
で
は
な
く
、
王
莽
伝
に
証
拠
を
求
め
た
『
野

客
叢
書
』
が
正
し
い
と
考
え
る
。
棭
斎
所
蔵
の
も
の
は
玉
汝
家
の
も
の
と
長
さ
が

同
じ
で
あ
り
、
銘
が
無
い
の
も
何
承
天
の
説
明
と
矛
盾
し
な
い
の
で
、
王
莽
が
亡

く
な
っ
た
三
公
に
下
賜
し
た
威
斗
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
棭
斎
は
、
銅
枓
に
つ
い
て
記
し
た
『
避
暑
録
話
』、『
野

客
叢
書
』
と
い
う
宋
代
の
文
献
を
引
用
し
て
史
料
批
判
を
お
こ
な
っ
た
う
え

図15　銅枓図（『耽奇漫録』）
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で
、
自
身
が
入
手
し
た
銅
枓
は
王
莽
が
亡
く
な
っ
た
大
臣
に
賜
っ
た
も
の
と
結
論
付

け
た
。
そ
し
て
、「
博
聞
多
識
な
る
こ
と
承
天
の
如
く
、
古
器
を
玩
び
実
際
を
極
む

こ
と
王
懋
の
如
く
、
則
ち
可
な
り
」
と
何
承
天
や
王
懋
を
賞
揚
す
る
一
方
、「
若
し

夫
れ
読
書
を
鹵
莽
し
、
古
器
を
視
る
に
瓦
礫
の
如
く
、
或
は
こ
れ
を
耽
愛
す
る
も
ま

た
其
の
何
の
用
を
為
す
か
審
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
余
皆
取
る
無
し
」
と
古
物
愛
好
に

対
す
る
自
身
の
考
え
を
述
べ
る
。

棭
斎
は
「
亟
か
に
同
好
の
玩
賞
を
邀
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
銅
枓
を
同
好

の
士
の
観
覧
に
供
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
会
と
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
五

月
十
五
日
か
ら
翌
八
年
十
一
月
十
三
日
ま
で
二
十
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
耽
奇

会
」
で
、
随
筆
家
の
山
崎
美
成
、
筑
後
柳
川
藩
留
守
居
の
西
原
梭
江
、
旗
本
の
戸
田

光
弘
（
梅
園
）、
書
家
の
関
思
亮
、
画
家
の
谷
文
晁
ら
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。

珍
奇
な
古
書
画
や
古
器
物
を
持
ち
寄
っ
て
考
証
、
論
評
を
お
こ
な
う
集
ま
り
で
、
の

ち
に
は
幕
臣
で
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
屋
代
弘
賢
や
郡
山
藩
儒
官
の
荻
生
維
則

（
蘐
園
）、
戯
作
者
・
曲
亭
馬
琴
ら
も
参
加
し
た
。
こ
こ
に
持
ち
寄
ら
れ
た
品
々
を
記

録
し
た
『
耽
奇
慢
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
）
の
四
集
（
第
四
回
、
文
政
七
年
八
月

十
三
日
）
に
棭
斎
所
蔵
の
銅
枓
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

漢
銅
器

棭
斎
所
蔵
漢
の
銅
器
を
見
た
り
。
其
形
杓
の
ご
と
し
。
口
径
り
曲
尺
二
寸
四
五

分
、深
さ
一
寸
四
五
分
、柄
長
さ
九
寸
有
。
こ
れ
則
『
博
古
図
』
所
載
𠣻
斗
な
り
。

全
の
外
の
二
合
二
三
勺
を
入
へ
し
。
棭
斎
曰
く
「
胆
大
如
斗
と
い
ふ
は
此
斗
を

以
比
量
せ
し
な
ら
ん
」
と
い
へ
り
。（
屋
代
）
弘
賢
曰
、「
も
と
こ
れ
酒
器
な
り
。

『
詩
大
雅
』「
酌
以
大
斗
」、『
疏
』
に
「
大
斗
長
三
尺
、
謂
其
柄
也
。
蓋
従
大
器

把
之
於
樽
用
此
勺
斗
」。『
史
記
滑
稽
伝
』「
飲
可
七
八
斗
」、『
字
典
』
云
「
呉

中
市
魚
亦
以
斗
計
」、『
松
陵
倡
和
詩
』「
一
斗
霜
鮮
換
濁
醪
」
な
と
い
へ
る
斗
、

図 16　漢匏斗（『泊如斎重修宣和博古図録』）
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み
な
此
𠣻
斗
を
い
へ
る
也
。
扨
こ
の
時
は
陡
の
音
に
あ
た
る
。
主
の
音
也
。『
集

韻
』
に
「
斗
腫
痩
切
、
音
主
、
科
也
。
或
省
作
斗
、
勺
也
」、『
史
記
索
隠
』「
凡

方
者
為
斗
。
若
安
長
柄
則
名
為
科
。
音
主
」
と
見
へ
た
り
」。

こ
の
時
の
参
加
者
は
山
崎
美
成
、
西
原
梭
江
、
戸
田
梅
園
、
関
思
亮
、
谷
文
晁
、

屋
代
弘
賢
、
荻
生
維
則
の
七
名
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
『
博
古
図
録
』
掲
載
の
「
𠣻

斗
」
に
あ
た
る
と
考
え
、
屋
代
弘
賢
が
中
国
の
文
献
に
見
え
る
「
斗
」
を
挙
げ
て
議

論
が
進
ん
だ
ら
し
い
。『
耽
奇
慢
録
』
に
は
棭
斎
の
銅
枓
図
（
図
15
）
と
と
も
に
『
博

古
図
録
』
の
𠣻
斗
図
を
書
き
留
め
て
お
り
、
あ
る
い
は
席
上
で
『
博
古
図
録
』
も
参

照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、棭
斎
所
蔵
の
銅
枓
は
柄
の
先
を
圭
形
に
作
り
、

鋪
首
の
よ
う
な
獣
面
を
あ
し
ら
う
の
に
対
し
て　
『
博
古
図
録
』
の
𠣻
斗
は
文
様
の

な
い
素
柄
に
な
っ
て
い
る）
11
（

（
図
16
）。

な
お
、
横
山
由
清
『
尚
古
図
録
』（
明
治
二
年
︿
一
八
六
九
﹀
自
跋
）
お
よ
び
松

浦
武
四
郎
『
撥
雲
余
興
』（
明
治
十
年
刊
）
に
は
福
田
鳴
鵞
（
敬
業
、
一
八
一
七
～

九
四
）
の
所
蔵
と
し
て
収
録
さ
れ
、
前
者
に
は
棭
斎
の
『
銅
枓
考
』
が
「
威
枓
記
」

の
題
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
中
平
の
双
魚
洗

洗
は
祭
祀
や
饗
宴
に
お
い
て
手
を
清
め
る
際
に
水
を
受
け
る
水
器
で
あ
る
。
漢

代
の
も
の
は
内
底
に
年
紀
や
吉
祥
句
と
と
も
に
、
魚
、
羊
、
鼎
な
ど
を
か
た
ど
っ
た

文
様
を
鋳
込
む
こ
と
が
多
い
。
棭
斎
所
蔵
品
は
幕
臣
・
近
藤
守
重
（
正
斎
）
邸
に
て

お
こ
な
わ
れ
た
古
器
物
の
展
観
お
よ
び
意
見
交
換
会
「
擁
書
城
好
古
会
（
花
月
会
）」

へ
の
出
陳
が
確
認
で
き
る
。
加
藤
直
種
氏
が
紹
介
し
た
『
擁
書
城
好
古
会
図
録
』
は

大
田
南
畝
の
子
・
淑
が
席
上
で
筆
記
し
た
も
の
と
い
い）
11
（

、
こ
こ
に
「
双
魚
洗　

狩
谷

棭
斎
蔵
」
と
し
て
、
側
面
お
よ
び
内
底
面
の
模
写
図
が
み
え
る
（
図
17
）。
加
藤
氏

図 17　双魚洗（『擁書城好古会図録』）

図 18　双魚洗（『鏡研搨本』　京都大学附属図書館）
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が
今
泉
雄
作
氏
に
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
こ
の
洗
は
明
治
維
新
後
に
実
業
家
・
奥
蘭

田
（
一
八
三
六
～
九
七
）
の
所
有
に
帰
し
、
そ
の
後
、
元
越
前
鯖
江
藩
主
・
間
部
詮

勝
（
松
堂
、
一
八
〇
四
～
八
四
）
に
譲
っ
た
と
い
う
。

す
で
に
紹
介
し
た
『
鏡
研
搨
本
』
に
は
内
底
の
拓
影
を
収
録
し
て
お
り
、「
漢
中

平
三
年
双
魚
洗　

棭
斎
儲
蔵
」、「
天
保
八
年
丁
酉
暮
春
老
友
三
汝
圭
翁
割
愛
所
贈
」、

朱
文
瓢
印
「
蓼
州
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
品
も
三
好
如
圭
か
ら
贈
ら
れ
た
と
わ
か

る
（
図
18
）。
こ
の
拓
影
に
よ
る
と
、
内
底
面
の
左
右
に
魚
形
を
あ
し
ら
い
、
そ
の

間
に
銘
文
「
中
平
三
年
造
」
を
入
れ
る
。「
造
」
字
の
下
に
一
字
な
い
し
二
字
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
。「
作
宜
」
な
ど
が
入
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。
中
平
は
後
漢
末
期
の
年
号
で
、
元
年
（
一
八
四
）
に
黄
巾
の
乱
が

起
こ
り
、
六
年
八
月
に
は
董
卓
が
洛
陽
に
入
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
三
国
志
」
の
時

代
で
あ
り
、
類
品
の
な
か
で
は
新
し
い
も
の
と
な
る）
11
（

。
黒
川
古
文
化
研
究
所
に
は
九

点
の
洗
が
あ
り
、
う
ち
八
点
が
端
方
旧
蔵
品
で
あ
る
も
の
の
、
ど
れ
も
漢
代
の
真
作

と
確
信
を
持
て
る
も
の
で
は
な
い
。
銘
文
や
文
様
が
好
ま
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
文

人
の
書
斎
、
庭
園
な
ど
で
利
用
さ
れ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
清
朝
に
も
か
な
り

の
数
の
倣
古
品
が
作
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

（
５
）
三
耳
壺

双
魚
洗
と
と
も
に
擁
書
城
好
古
会
に
出
品
さ
れ
て
お
り
、「
三
耳
壺　

狩
谷
棭
斎

蔵
」
と
し
て
『
擁
書
城
好
古
会
図
録
』
に
模
写
図
が
描
き
留
め
ら
れ
、
ま
た
水
野
忠

央
の
『
千
と
せ
の
た
め
し
』
に
も
掲
載
さ
れ
る
（
図
19
）。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
や

や
広
口
の
壺
で
、
環
状
の
耳
（
鐶
）
が
頸
の
対
角
に
二
箇
所
、
こ
れ
と
直
交
方
向
の

胴
の
な
か
ほ
ど
に
一
箇
所
付
き
、
胴
部
に
あ
る
耳
の
上
下
に
は
凸
圏
が
巡
る
。『
千

と
せ
の
た
め
し
』
に
よ
る
と
高
さ
八
寸
五
分
（
約
二
五
・
八
㎝
）、深
さ
八
寸
五
厘
（
約

二
四
・
四
㎝
）、
口
径
三
寸
七
分
（
約
一
一
・
二
㎝
）、
口
厚
一
分
三
厘
（
約
〇
・
四
㎝
）、

図 19　三耳壺（『千とせのためし』）図 20　山西昔陽・閻荘民安村出土　提梁壺
　　　 高 32.2㎝　山西省昔陽県博物館
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腹
（
胴
部
）
径
五
寸
八
分
二
厘
（
約
一
七
・
六
㎝
）、
頸
径
三
寸
（
約
九
㎝
）、
尻
（
高

台
）
径
三
寸
三
分
（
約
一
〇
㎝
）
と
あ
る
。『
博
古
図
録
』
に
は
「
周
三
耳
壺
」
を

収
録
し
て
お
り
、
時
代
が
異
な
る
も
の
の
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
名
称
を
付
け
た
と

推
測
す
る
。

頸
だ
け
で
な
く
胴
部
に
も
耳
が
付
く
壺
形
の
銅
器
と
し
て
は
、
山
西
昔
陽
・
閻

荘
民
安
村
出
土
の
提
梁
壺
（
図
20
）
な
ど
、春
秋
戦
国
時
代
に
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。

頸
と
蓋
に
設
け
た
耳
を
鎖
で
連
結
し
て
提
梁
（
提
げ
手
）
を
付
け
、
酒
な
ど
を
入
れ

て
持
ち
運
び
し
た
と
み
ら
れ
る）
11
（

。
真
贋
は
と
も
か
く
、
棭
斎
の
三
耳
壺
は
こ
れ
ら
提

梁
壺
か
ら
蓋
と
提
梁
が
失
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、『
千
と
せ
の
た
め
し
』
に
は
棭
斎
旧
蔵
品
の
ほ
か
に
「
古
銅
器
温
壺
」
と

の
名
称
で
蒜
頭
壺
を
掲
載
し
て
い
る
（
図
21
）。
蒜
頭
壺
は
口
部
を
大に
ん

蒜に
く

形
に
作
っ

た
細
い
長
頸
を
有
す
る
壺
で
、
戦
国
時
代
の
秦
に
は
じ
ま
り
、
前
漢
時
代
ま
で
製
作

さ
れ
続
け
た
。
頸
を
握
っ
て
持
つ
際
に
滑
ら
な
い
た
め
の
工
夫
と
考
え
ら
れ
、
酒
な

ど
を
入
れ
て
栓
を
し
た
う
え
で
、
頸
部
に
縄
紐
を
結
ん
で
腰
か
ら
下
げ
て
運
ぶ
こ
と

も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る）
11
（

。
着
彩
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
図
に
は
表
面
全
体
に
多
く
の
濃

褐
色
の
小
さ
な
方
形
を
散
り
ば
め
て
お
り
、
鋳
造
の
際
に
外
型
と
中
子
の
隙
間
を
保

つ
た
め
の
型
持
ち
（
ス
ペ
ー
サ
ー
）
と
み
ら
れ
る
。
法
量
は
高
さ
八
寸
八
分
（
約

二
六
・
七
㎝
）、
深
さ
八
寸
四
分
六
厘
（
約
二
五
・
六
㎝
）、
口
径
九
分
（
約
二
・
七
㎝
）、

頭
径
一
寸
二
分
（
約
三
・
六
㎝
）、腹
径
五
寸
九
分
（
約
一
七
・
九
㎝
）、尻
径
三
寸
（
約

九
㎝
）
と
あ
る
。

四　

近
藤
正
斎
の
擁
書
城
好
古
会
と
『
尚
古
図
録
』

擁
書
城
好
古
会
を
主
催
し
た
近
藤
正
斎（
一
七
七
一
～
一
八
二
九
）は
名
を
守
重
、

通
称
を
重
蔵
と
い
い
、
正
斎
、
昇
天
真
人
な
ど
と
号
し
た
幕
臣
で
あ
る
。
幼
少
よ
り

山
本
北
山
に
儒
学
を
学
び
、
十
七
歳
で
私
塾
「
白
山
義
学
」
を
開
く
ほ
ど
の
学
才
を

有
し
た
。
父
の
隠
居
に
伴
い
、
寛
政
二
年
に
御
先
手
組
与
力
と
し
て
出
仕
し
、
同
六

年
に
は
湯
島
聖
堂
の
学
問
吟
味
に
お
い
て
最
優
秀
の
成
績
で
合
格
し
て
い
る
。
翌
年

か
ら
寛
政
九
年
に
は
長
崎
奉
行
の
手
付
出
役
と
し
て
長
崎
で
勤
務
し
た
。
江
戸
へ

戻
っ
た
寛
政
十
年
に
は
北
方
調
査
の
意
見
書
を
提
出
し
、
以
後
、
五
度
に
わ
た
っ
て

蝦
夷
地
へ
赴
く
と
と
も
に
、
千
島
列
島
や
択
捉
島
を
探
検
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

文
化
五
年
に
紅
葉
山
文
庫
の
書
物
奉
行
と
な
る
が
、
文
政
二
年
に
は
大
坂
勤
番
御
弓

奉
行
に
左
遷
。
同
四
年
に
小
普
請
入
差
控
を
命
じ
ら
れ
、
江
戸
滝
ノ
川
村
に
閉
居
。

さ
ら
に
同
九
年
、
長
男
の
近
藤
富
蔵
が
屋
敷
の
敷
地
争
い
か
ら
七
名
を
殺
害
し
て
八

丈
島
に
流
罪
と
な
っ
た
の
に
連
座
し
て
、
近
江
国
大
溝
藩
（
現
滋
賀
県
高
島
市
）
預

か
り
と
な
り
、
同
十
二
年
六
月
十
六
日
に
同
地
で
死
去
し
た
。
墓
所
は
円
光
寺
瑞
雪

院
（
滋
賀
県
高
島
市
勝
野
）
と
西
善
寺
（
東
京
都
文
京
区
）
に
あ
る
。

擁
書
城
好
古
会
は
花
月
社
会
と
も
い
い
、
文
化
九
年
八
月
、
文
化
十
三
年
四
月
、

同
七
月
の
開
催
が
確
認
で
き
る
。
大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
巻
二
十
九
に
は
「
年
々

に
古
器
物
展
翫
の
会
あ
り
、
花
月
社
と
名
づ
く
る
は
二
月
八
日
に
あ
れ
ば
な
り
」
と

す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
あ
る
程
度
定
期
的
に
開
催
さ
れ
よ
う
だ
。
棭
斎
の
蔵
品

以
外
に
も
中
国
古
銅
器
が
い
く
つ
か
持
ち
寄
ら
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
『
擁
書
城
好

古
会
図
録
』
に
は
「
三
代
帯
紋
壺
」（
屋
代
弘
賢
蔵　

図
22
）、「
方
鼎
」、「
方
彜
」（
杉

村
五
禽
斎
蔵
）、「
百
獣
壺
」
が
記
載
さ
れ
る
。
原
本
が
所
在
不
明
の
た
め
「
三
代
帯

紋
壺
」
以
外
は
模
写
図
の
確
認
が
で
き
な
い
も
の
の
、「
百
獣
壺
」
は
正
斎
の
『
尚

古
図
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
尚
古
図
録
』
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
加
賀
文
庫
、

富
山
市
立
図
書
館
・
山
田
孝
雄
文
庫
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
な
ど
に
あ
り）
11
（

、
版
で
刷

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
独
立
し
た
書
物
の
体
裁
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
史
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料
編
纂
所
に
は
一
丁
ず
つ
六
丁
が
近
藤
重
蔵
関
係
資
料
と
し
て
収
蔵
さ
れ
、
う
ち
二

丁
が
重
複
の
た
め
、
内
容
と
し
て
は
五
丁
分
に
な
る
。
す
べ
て
版
心
に
は
「
尚
古
図

録　

正
斎
蔵
版
」
と
あ
り
、「
百
獣
壺
」、「
周
雁
侯
壺
」、「
古
玉
虎
耳
彜
」
の
三
点

を
掲
載
す
る
。
加
賀
文
庫
本
お
よ
び
山
田
文
庫
本
は
そ
れ
ぞ
れ
正
斎
の
別
資
料
と
と

も
に
冊
子
、
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
五
丁
分
が
確
認
で
き
る
。
早
稲

田
本
は
「
集
古
帖
」
と
題
し
た
帖
に
四
丁
が
貼
り
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
状
で

は
『
尚
古
図
録
』
は
五
丁
分
が
あ
り
、
序
跋
や
刊
記
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
刊
行

を
意
図
し
た
も
の
の
果
た
せ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い）
11
（

。『
博
古
図
録
』
に
倣
っ
た

と
み
ら
れ
、
器
物
の
全
図
と
解
説
を
掲
載
し
、
場
合
に
よ
っ
て
銘
文
や
細
部
の
拓
本

を
版
に
起
こ
し
て
挿
入
す
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
三
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
漢

文
体
で
記
さ
れ
た
正
斎
に
よ
る
解
説
を
書
き
下
し
、
考
証
の
中
身
に
つ
い
て
み
て
お

き
た
い
。

①
「
百
獣
壺
」　

桂
川
氏
（
図
23
―
１
・
２
）

右
、
高
さ
一
尺
二
寸
五
分
（
約
三
七
・
九
㎝
）、
深
さ
一
尺
一
寸
四
分
（
約

三
四
・
五
㎝
）、
径
四
寸
（
約
一
二
・
一
㎝
）、
腹
圍
二
尺
六
寸
七
分
（
約

八
〇
・
九
㎝
）、
重
さ
三
百
四
十
四
匁
（
約
一
・
三
㎏
）。
全
身
凝
緑
匀
斑
、
獣
耳

環
有
り
。
桂
川
国
瑞
誌
曰
く
、此
れ
文
化
甲
子
獲
る
所
、按
ず
る
に
、『
博
古
図
』

『
西
清
古
鑑
』「
漢
双
鹿
螭
鹿
壺
」有
る
も
、人
物
を
鋳
る
者
無
し
。
唯「
百
獣
豆
」、

人
物
禽
獣
龍
虵
の
象
有
り
、
此
の
壺
と
甚
だ
相
類
す
。
因
て
姑
ら
く
こ
れ
を
名

づ
け
て
百
獣
壺
と
曰
ふ
。
其
の
周
為
る
秦
漢
為
る
は
賞
鑑
家
自
ら
品
藻
す
る
を

竢ま

つ
。
守
重
こ
れ
を
諦
視
す
る
に
、制
度
「
漢
鶴
鹿
壺
」
と
大
い
に
相
似
類
す
。

花
紋
は
『
古
鑑
』
所
載
「
周
雲
螭
罍
」「
漢
夔
龍
奩
」
と
亦
相
髣
髴
し
、
鋳
す

る
所
の
人
物
、
印
度
地
方
遊
猟
の
象
に
似
る
。
其
の
獣
則
ち
犀
、
豹
、
螭
、
鹿
、

其
の
禽
則
ち
蛮
人
謂
う
所
の
其
里
必
温
（
グ
リ
フ
ォ
ン
）
な
る
者
な
り
。
蛮
書

図 21　蒜頭壺（『千とせのためし』）図 22　三代帯紋壺　屋代弘賢蔵（『擁書城好古会図録』）
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云
く
、「
其
里
必
温
、
北
荒
に
産
す
。
四
足
峻
耳
、
翅
有
り
。
前
半
身
は
鵰
（
く

ま
た
か
、
わ
し
）
の
如
く
、
後
半
身
は
獅
子
に
似
て
尾
長
し
。
摯
猛
に
し
て
当

た
る
べ
か
ら
ず
」。
石
川
大
浪
云
く
、「
此
の
壺
定
め
て
是
莫
卧
児
国
（
ム
ガ
ー

ル
帝
国
）
の
製
す
る
所
な
り
」。
或
は
然
り
。

『
擁
書
城
好
古
会
図
録
』
に
「
百
獣
壺
︿
箱
入
蓋
背
書
銘
文
記
于
後
﹀」、「
百
獣

壺
記
︿
文
化
甲
子
臘
月
﹀　

月
池
桂
国
瑞
誌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
十
三
年
七

月
五
日
の
擁
書
城
好
古
会
に
出
品
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
所
蔵
者
は
将
軍
家
に
仕
え
る

奥
医
師
・
桂
川
家
の
第
四
代
当
主
で
、
蘭
学
者
で
も
あ
っ
た
桂
川
甫
周
（
一
七
五
一

～
一
八
〇
九
）
で
、
名
を
国
瑞
、
字
を
公
鑑
と
い
い
、
月
池
、
無
碍
庵
な
ど
と
号
し

た
。
文
化
元
年
に
入
手
し
た
と
い
う
。
早
稲
田
本
に
は
「
方
今
永
井
盤
谷
蔵
」
の
朱

書
を
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
江
戸
で
活
動
し
た
書
家
・
永
井

盤
谷
（
名
喜
暉
、
字
伯
輝
）
が
近
代
に
は
所
蔵
し
た
ら
し
い
。

正
斎
は
『
博
古
図
録
』
や
『
西
清
古
鑑
』
に
類
似
し
た
文
様
の
器
物
を
探
し
、

製
作
年
代
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
る
も
、
イ
ン
ド
の
図
様
と
見
た
う
え
、
禽
を
グ

リ
フ
ォ
ン
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
画
家
・
石
川
大
浪
は
ム
ガ
ー
ル
帝
国
に
お
け
る
製

作
と
み
た
ら
し
く
、
正
斎
も
そ
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
考
え
た
よ
う
だ
。

正
斎
が
グ
リ
フ
ォ
ン
と
見
た
の
は
お
そ
ら
く
頸
部
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
鳳
凰
で
、

胴
部
に
は
牛
や
鹿
、
豹
な
ど
を
弓
や
剣
で
狩
る
人
び
と
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

河
南
・
輝
県
琉
璃
閣
五
六
号
墓
か
ら
出
土
し
た
狩
猟
文
壺
と
文
様
が
酷
似
し
て
お
り）
1（
（

（
図
24
）、
前
四
世
紀
末
か
ら
前
三
世
紀
初
、
戦
国
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
図

版
を
見
る
限
り
で
は
当
時
の
も
の
と
み
て
も
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
江
戸
時
代

に
古
代
中
国
の
青
銅
器
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
事
例
の
一
つ
と
い

え
よ
う
。

図 23-1　百獣壺（『尚古図録』）
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②
「
周
雁
侯
壺
」　

今
在
白
酔
庵
、
旧
亦
探
幽
物
（
図
25
―
１
・
２
）

右
、
高
さ
八
寸
七
分
弱
（
約
二
六
・
三
㎝
）、
深
さ
八
寸
三
分
（
約
二
五
・
二
㎝
）、

口
径
一
寸
八
分
（
約
五
・
五
㎝
）、
腹
圍
一
尺
四
寸
（
約
四
二
・
四
㎝
）、
底
径
三

寸
一
分
（
約
九
・
四
㎝
）、
重
さ
四
百
七
十
匁
（
約
一
・
八
㎏
）。
制
作
醇
古
、
銅

色
凝
緑
、
花
紋
匀
浄
、
筆
劃
仰
瓦
の
如
し
。
恐
ら
く
は
秦
漢
而
下
、
こ
れ
を
作

る
を
容
れ
る
無
し
。
銘
は
『
博
古
図
録
』
所
載
の
周
雁
侯
敦
と
均
合
す
。《『
古

玉
図
譜
』
又
雁
侯
玉
敦
有
り
。
無
銘
。》
篆
文
奇
古
、
義
相
属
さ
ざ
る
に
似
る
。

唯
此
の
器
ま
さ
に
壺
と
為
す
べ
し
。
而
れ
ど
も
銘
に
尊
敦
と
曰
ふ
。
古
物
此
の

類
甚
だ
多
し
。
当
に
別
し
て
こ
れ
を
細
論
す
べ
し
。《
周
錫
貝
鼎
銘
、
宝
尊
彜

の
類
な
り
》『
図
録
』
云
く
、
周
室
武
王
第
四
子
は
雁
侯
と
曰
ふ
。
其
の
後
乃

ち
雁
姓
有
り
。
則
ち
雁
は
周
武
王
の
子
、
曰
く
「
作
姫
𨘡
毋
尊
敦
」。
是
に
於

て
又
言
う
。
𨘡
は
武
王
の
姫
、
雁
侯
の
母
な
り
。
𨘡
、
原
と
同
義
且
つ
同
音
に

図 24　河南輝県琉璃閣 56号墓出土　狩猟文壺
　　　 高 35.2㎝

図 23-2　同右
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し
て
、
古
の
姓
氏
な
る
の
み
。
故
に
今
以
て
姫
周
の
遺
物
と
断
ず
。

所
蔵
者
の
白
酔
庵
は
江
戸
の
茶
人
・
吉
村
観
阿
（
一
七
六
五
～
一
八
四
八
）
と

み
ら
れ
、
狩
野
探
幽
の
旧
蔵
品
と
い
う
。
模
写
図
と
部
分
拓
影
か
ら
は
清
朝
の
銅
製

壺
と
判
断
さ
れ
、器
形
か
ら
も
文
様
か
ら
も
、古
代
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
雁

侯
作
姫
𨘡
母
尊
敦
其
万
年
永
宝
用
」
の
銘
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、『
博
古
図
録
』「
周

雁
侯
敦
」
や
『
古
玉
図
譜
』「
雁
侯
玉
敦
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
周
武
王
の
第

四
王
子
雁
侯
が
母
で
あ
る
姫
𨘡
の
た
め
に
作
っ
た
周
代
の
器
物
と
正
斎
は
考
え
た
。

た
だ
、
壺
で
あ
り
な
が
ら
銘
文
に
は
「
尊
敦
」
と
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
古
物
に
は

同
様
の
こ
と
が
珍
し
く
な
い
と
し
て
「
周
錫
貝
鼎
銘
」、「
宝
尊
彜
」
を
例
に
挙
げ
る
。

な
お
『
古
玉
図
譜
』
は
宋
・
孝
宗
の
命
を
受
け
た
龍
大
淵
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

玉
器
の
図
録
で
あ
り
、
淳
煕
三
年
（
一
一
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。「
国
宝
部
」「
圧

勝
部
」「
輿
服
部
」「
文
房
部
」「
薫
燎
部
」「
飲
食
部
」「
器
部
」「
音
楽
部
」「
陳
設
部
」

な
ど
九
つ
に
分
類
し
、
儀
礼
用
、
日
常
生
活
用
の
玉
器
を
収
録
し
て
い
る
。

③
「
古
玉
虎
耳
彜
」　

不
忍
文
庫
（
図
26
）

右
、
虎
耳
彜
、
玉
色
甘
黄
、
琱
（
彫
）
法
温
雅
、
体
飾
醇
美
、
瑩
浄
瑕
無
し
。

旧
は
投
化
の
明
人
に
係
り
、
魏
の
琰
、
遺
物
流
伝
し
て
、
源
弘
賢
家
に
帰
す
。

弘
賢
の
識
に
曰
く
、『
古
玉
図
譜
』
所
載
「
立
戈
父
甲
彜
」、
製
作
此
と
太
相
似

る
。『
譜
』
云
く
、
蟠
虬
を
飾
り
卉
文
異
て
、
帯
質
、
漢
魏
間
の
物
な
り
。
按

ず
る
に
、
玉
を
以
て
小
䁀
彜
と
為
す
は
、
皆
是
薫
燎
の
具
な
り
。
漢
以
後
の
造

を
出
る
。
意
そ
の
立
戈
父
甲
銘
有
る
は
、『
博
古
図
』
商
彜
を
摹
す
な
り
。『
古

玉
図
』
縟
麗
古
雅
は
、
概
ね
周
秦
為
り
。
文
而
帯
質
は
別
し
て
漢
魏
と
為
す
。

未
だ
精
鑑
せ
ざ
る
に
似
た
り
。
余
謂
ら
く
、此
の
彜
亦
漢
人
の
作
る
所
に
し
て
、

希
世
の
珍
な
り
。

図 25-1　周雁侯壺（『尚古図録』）



77

図 26　古玉虎耳彜（『尚古図録』）

図 25-2　同右
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解
説
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
品
は
屋
代
弘
賢
の
所
蔵
で
あ
り
、
不
忍
文
庫

は
上
野
不
忍
池
畔
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
文
庫
を
い
う
。
文
政
七
年
六
月
十
三

日
の
第
二
回
耽
奇
会
に
出
陳
さ
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
解
説
が
『
耽
奇
慢
録
』

に
も
記
さ
れ
る
。
屋
代
弘
賢
が
は
じ
め
て
同
会
に
参
加
し
た
際
に
持
参
し
た
品
で
あ

り
、
ほ
か
に
山
崎
美
成
、
西
原
梭
江
、
戸
田
梅
園
、
関
思
亮
、
谷
文
晁
が
出
席
し
た
。

弘
賢
は
『
古
玉
図
譜
』「
立
戈
父
甲
彜
」
と
似
る
と
し
、
玉
製
の
彜
は
漢
代
以
降
に

な
ら
な
い
と
作
ら
れ
な
い
も
の
で
、
銘
文
は
『
博
古
図
』
商
彜
を
模
倣
し
た
も
の
と

考
え
、
漢
代
の
製
作
と
結
論
付
け
る
。

五　

市
河
米
庵
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
』

市
河
米
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
八
）
は
江
戸
で
活
躍
し
た
書
家
で
、名
を
三
亥
、

字
を
孔
陽
、
通
称
を
小
左
衛
門
と
い
っ
た
。
米
庵
は
所
蔵
の
書
画
・
文
房
具
千
点
余

り
の
な
か
か
ら
優
品
を
選
ん
で
載
せ
た
図
譜
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
』
全
十
巻

（
嘉
永
二
年
跋
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
辛
冊
「
文
房
図
録　

銅
」
に
は

銅
器
十
四
点
、
古
鏡
十
二
点
、
そ
の
他
四
点
を
収
録
す
る
。
古
鏡
十
二
点
に
つ
い
て

は
す
で
に
杉
本
氏
が
付
さ
れ
た
評
釈
を
書
き
下
し
て
解
説
を
加
え
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
は
そ
の
他
の
銅
器
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

①
漢
蟠
螭
鼎
（
図
27
）

右
、
高
さ
八
寸
二
分
（
約
二
四
・
八
㎝
）、
口
径
一
尺
二
分
（
約
三
〇
・
九
㎝
）、

腹
径
一
尺
一
寸
三
分
（
約
三
四
・
二
㎝
）、
耳
高
さ
三
寸
（
約
九
・
一
㎝
）、
径
二

寸
四
分
（
約
七
・
三
㎝
）、容
六
升
六
合
（
約
一
一
・
九
ℓ
）、重
さ
五
斤
（
三
㎏
）。

三
足
無
銘
に
し
て
、
耳
旁
綯
紐
を
作
り
、
面
背
蟠
虺
、
純
縁
腹
に
及
ぶ
。
周
蟠

虺
を
以
て
盤
紆
の
形
、
雷
紋
相
ひ
錯
り
、
文
縟
緻
密
、
製
作
巧
妙
な
り
。
青
緑

図 27　①漢蟠螭鼎（『小山林堂書画文房図録』　黒川古文化研究所）
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朱
砂
、
高
古
挹
む
べ
し
。
且
つ
一
点
水
火
の
厄
を
受
け
ず
、
真
に
希
世
の
珍
な

り
。
余
見
る
所
の
古
鼎
、
未
だ
そ
の
右
に
出
る
も
の
有
ら
ず
。
大
抵
の
賞
鑑
家

は
銅
の
軽
重
を
以
て
そ
の
近
古
を
定
む
。
こ
の
鼎
は
僅
か
に
五
斤
、
断
じ
て
漢

代
の
物
と
為
す
。
公
論
と
謂
ふ
べ
し
。
こ
れ
海
君
玉
が
多
年
珍
蔵
す
る
所
な
り
。

人
屡
そ
の
軽
重
を
問
ふ
も
、
嶷
然
と
し
て
動
か
ず
。
今
遷
て
余
が
家
に
在
り
。

物
の
有
数
、
果
た
し
て
乃
ち
此
の
如
し
。

「
真
に
希
世
の
珍
な
り
」「
未
だ
そ
の
右
に
出
る
も
の
有
ら
ず
」「
嶷
然
（
ひ
と
き

わ
優
れ
る
）
と
し
て
動
か
ず
」
と
、
米
庵
は
絶
賛
す
る
。
冒
頭
に
置
く
よ
う
に
最

も
珍
重
し
た
古
銅
器
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
文
様
が
緻
密
で
あ
る
こ

と
、
製
作
が
巧
妙
で
あ
る
こ
と
、
経
年
変
化
に
よ
る
表
面
の
色
合
い
が
時
代
相
応
で

あ
り
、
保
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
多
く
の
賞
鑑
家
が
重
量
に
よ
っ

て
古
銅
器
の
新
古
を
判
別
し
て
お
り
、
本
品
は
わ
ず
か
三
㎏
と
比
較
的
軽
い
こ
と
か

ら
、
漢
代
の
も
の
と
す
る
の
が
定
論
で
あ
る
と
記
す
。
も
ち
ろ
ん
重
さ
だ
け
で
製
作

年
代
を
判
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
確
か
に
明
清
時
代
の
倣
古
作
、
贋
作
の
な

か
に
は
大
き
さ
に
対
し
て
明
ら
か
に
重
す
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
薄
く
作
る
技
術
が
な

い
、
原
料
に
鉛
を
多
く
用
い
る
な
ど
の
原
因
が
あ
ろ
う
。

鼎
は
な
べ
形
の
胴
体
に
三
つ
の
脚
と
二
つ
の
耳
を
付
け
た
器
で
、
豚
や
羊
な
ど

祭
祀
に
お
け
る
犠
牲
の
肉
を
調
理
し
、
こ
れ
を
運
搬
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
殷
代
以
来
、
青
銅
製
礼
器
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
蟠
螭
文

を
あ
し
ら
っ
た
脚
の
短
い
鼎
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
な
か
に
み
ら
れ
、

本
来
は
鐶
の
付
い
た
蓋
が
付
属
す
る
。図
に
あ
ら
わ
し
た
蟠
螭
文
の
表
現
は
侯
馬（
山

西
省
臨
汾
市
）
の
鋳
造
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
と
共
通
性
が
あ
り
、
類
品
の
可
能
性
が

あ
ろ
う
。

本
品
は
備
中
庭
瀬
藩
の
江
戸
家
老
・
海
野
蠖
斎
（
一
七
四
八
～
一
八
三
三
）
の

図 28　②漢弦文鼎
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旧
蔵
と
い
う
。
蠖
斎
は
名
を
瑗
、
字
を
君
玉
と
い
い
、
詩･

書･

画
に
巧
み
で
、
画

家
・
釧
雲
泉
や
漢
詩
人
・
大
窪
詩
仏
と
親
し
く
交
わ
り
、
米
庵
の
父
で
あ
る
市
河
寛

斎
が
主
宰
す
る
漢
詩
結
社
「
江
湖
詩
社
」
に
も
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
縁
か
ら
米
庵
の
所
蔵
に
帰
し
た
と
み
ら
れ
る
。

②
漢
弦
文
鼎
（
図
28
）

右
、
高
さ
九
寸
（
約
二
七
・
三
㎝
）、
耳
高
さ
一
寸
六
分
（
約
四
・
八
㎝
）、
闊
さ

二
寸
三
分
（
約
七
㎝
）、
深
さ
四
寸
九
分
（
約
一
四
・
八
㎝
）、
口
径
八
寸
六
分

（
約
二
六
・
一
㎝
）、
腹
径
一
尺
一
分
（
約
三
〇
・
六
㎝
）、
容
四
升
五
合
（
約
八
・

一
ℓ
）、
重
さ
九
斤
六
両
強
（
約
五
・
六
㎏
）。
三
足
無
銘
、
腹
足
皆
純
素
な
り
。

『
博
古
図
録
』
を
按
ず
る
に
云
く
、「
周
純
素
鼎
、土
花
沁
暈
、紫
玉
色
の
如
し
」。

然
る
に
漢
鼎
類
多
く
は
純
素
無
文
な
り
。
今
こ
の
鼎
を
視
る
に
、
朱
砂
紅
斑
、

映
日
こ
れ
を
照
ら
す
。
真
に
古
錦
の
如
し
。『
図
録
』
と
云
ふ
所
ま
さ
に
相
ひ

符
合
す
。
腹
内
は
土
花
青
緑
、
紺
碧
相
間
、
実
に
漢
鼎
と
為
す
。
希
珍
と
称
す

べ
し
。
又
『
西
清
古
鑑
』、
純
素
を
以
て
弦
文
と
名
づ
く
。
今
是
に
従
ふ
。

秦
代
以
降
の
鼎
は
腹
部
に
突
帯
を
め
ぐ
ら
せ
る
の
み
の
簡
素
な
も
の
が
多
く
、

「
漢
鼎
類
多
く
は
純
素
無
文
な
り
」
と
、
こ
の
当
時
に
も
近
い
認
識
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。『
博
古
図
録
』
の
周
純
素
鼎
を
参
照
し
つ
つ
も
、
漢
代
の
製
作
と

判
断
し
た
の
も
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
品
は
胴
部
の
半
ば
に
設
け
た

突
帯
か
ら
上
が
く
び
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
漢
代
以
前
の
類
品
は
知
ら
な

い
。

③
雷
紋
饕
餮
鼎
（
図
29
）

右
、
高
さ
七
寸
二
分
（
約
二
一
・
八
㎝
）、
耳
高
さ
一
寸
四
分
（
約
四
・
二
㎝
）、

図 29　③雷紋饕餮鼎
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図 30　④蟠虁直紋曼仲彝
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足
高
さ
五
寸
五
分
強
（
約
一
六
・
七
㎝
）、
深
さ
三
寸
二
分
（
約
九
・
七
㎝
）、
口

径
四
寸
八
分
（
約
一
四
・
五
㎝
）、
容
八
合
（
約
一
・
四
ℓ
）、
重
さ
二
斤
三
十
二

両
（
約
二
・
四
㎏
）。
三
足
無
銘
、
耳
足
純
素
な
り
。
腹
周
は
饕
餮
を
以
て
、
雷

紋
こ
れ
に
間
す
る
。
銅
色
紫
暈
赤
斑
、
所
謂
伝
世
古
色
に
し
て
、
水
火
の
厄
に

罹
ら
ざ
る
者
な
り
。
形
製
簡
雅
に
し
て
、
実
に
唐
宋
の
間
の
物
と
為
す
。

伝
世
古
色
を
呈
す
る
鼎
で
、
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
も
の
と
判
断
す
る
。
胴
部

の
饕
餮
文
は
か
な
り
形
式
化
が
進
ん
で
お
り
、
土
中
の
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
含

め
、
倣
古
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

④
蟠
虁
直
紋
曼
仲
彝
（
図
30
）

右
、
高
さ
五
寸
（
約
一
五
・
二
㎝
）、
深
さ
三
寸
九
分
（
約
一
一
・
八
㎝
）、
口
径

六
寸
八
分
（
約
二
〇
・
六
㎝
）、
腹
径
七
寸
八
分
（
約
二
三
・
六
㎝
）、
容
一
升
九

合
（
約
三
・
四
ℓ
）、
重
さ
五
斤
三
両
弱
（
約
三
・
一
㎏
）。
両
耳
は
珥
有
り
、
犠

首
を
以
て
耳
と
為
す
。
銘
六
字
、曰
く「
阜
象
曼
仲
寳
彝
」、字
画
高
古
な
り
。『
博

古
図
』
を
按
ず
る
に
、
周
蟠
虁
直
紋
彝
云
く
、「
是
器
純
縁
、
下
は
蟠
虁
を
以

て
飾
り
、
腹
間
密
布
、
直
紋
は
疎
櫺
の
如
く
、
設
飾
簡
妙
な
り
」。
又
『
西
清

古
鑑
』
商
阜
鼎
云
く
、「
阜
は　

に
作
る
。
阜
は
盛
な
り
、
大
な
り
。
詩
称
う

所
の
山
の
如
し
、
阜
の
如
し
。
こ
の
阜
字
、
亦
祝
詞
な
り
」。
又
阮
元
『
鐘
鼎

款
識
』
象
觶
云
く
、「
象
は　

に
作
る
。
聖
人
器
を
制
す
る
に
象
を
尚
ぶ
。
こ

の
觶
、
腹
上
又
犠
首
有
り
。
故
に
象
と
曰
ふ
」。
又
『
古
鑑
』
周
曼
仲
鼎
云
く
、

「
曼
仲
は　

	　

に
作
る
。　

字
、
ま
さ
に
仍
て
曼
字
に
作
り
、
旁
に
阜
を
加
う
。

古
文
多
く
は
此
の
如
し
。
晋
寿
曼
有
り
、
楚
鄧
曼
有
り
、
銘
は
只
曼
仲
と
称
し
、

必
ず
し
も
其
の
人
を
挙
げ
ず
以
て
こ
れ
を
実
と
す
」。
文
政
壬
午
七
月
、
余
京

に
遊
び
、
偶
た
ま
古
董
に
於
い
て
こ
れ
を
購
ひ
獲
る
。
上
の
諸
説
と
一
一
吻
合

す
。
設
飾
精
巧
、
紋
鏤
歴
歴
、
銅
色
は
鏡
の
如
く
、
青
緑
朱
斑
、
名
状
す
べ
か

ら
ず
。
縦
ひ
秦
漢
に
非
ざ
る
と
も
、六
朝
以
後
に
下
ら
ず
。
奇
遘
と
謂
う
べ
し
。

恨
む
ら
く
は
先
考
を
し
て
こ
れ
を
観
さ
し
め
ず
。
こ
れ
が
為
に
泫
然
と
す
。

半
円
形
の
把
手
と
高
台
が
付
く
器
で
、
穀
物
を
盛
る
た
め
の
「
簋
」
に
あ
た
る
。

器
の
特
徴
に
つ
い
て
は
『
博
古
図
録
』
の
周
蟠
虁
直
紋
彝
を
参
照
し
、
銘
文
は
『
西

清
古
鑑
』
と
阮
元
『
積
古
斎
鐘
鼎
彝
器
款
識
』
巻
五
（
嘉
慶
九
年
︿
一
八
〇
四
﹀
自

序
）
に
よ
り
解
釈
し
よ
う
と
す
る
。

阮
元
（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
は
字
を
伯
元
と
い
い
、
芸
台
と
号
し
た
。
乾

隆
五
十
四
年
の
進
士
。
各
地
で
学
政
、巡
撫
、総
督
を
歴
任
し
、広
東
で
は「
学
海
堂
」、

浙
江
で
は
「
詁
経
精
舎
」
を
創
設
し
て
学
問
の
振
興
を
は
か
る
と
と
も
に
、
諸
書
の

編
纂
・
校
訂
を
お
こ
な
っ
て
清
朝
考
証
学
を
集
大
成
し
た
人
物
で
あ
る
。『
積
古
斎

鐘
鼎
彝
器
款
識
』
十
巻
は
古
銅
器
銘
文
の
研
究
書
で
、
金
文
学
、
文
字
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

本
品
は
文
政
五
年
七
月
、
京
都
の
「
古
董
」（
骨
董
屋
）
に
て
購
入
し
た
と
い
い
、

秦
漢
で
は
な
い
に
し
て
も
、
六
朝
以
降
に
下
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
す
る
。
父
・
寛

斎
に
見
せ
た
か
っ
た
と
嘆
く
よ
う
に
、
高
い
資
料
的
価
値
を
認
め
て
い
る
。

⑤
蟠
螭
雲
紋
壺
（
図
31
）

右
、
高
さ
八
寸
強
（
約
二
四
・
三
㎝
）、
径
五
寸
三
分
（
約
一
六
・
一
㎝
）、
口
径

二
寸
（
約
六
・
一
㎝
）、
容
七
合
（
約
一
・
三
ℓ
）、
重
さ
一
斤
三
十
両
（
約
一
・

七
㎏
）。
無
銘
。
両
耳
獣
面
、周
腹
蟠
螭
、山
紋
・
雲
紋
を
以
て
間
す
。
糾
結
精
巧
、

縁
紆
絲
の
如
し
。
聞
く
に
三
十
年
前
、越
中
高
岡
の
山
中
に
出
る
所
の
も
の
は
、

青
緑
相
ひ
半
ば
に
し
て
、
毫
髪
も
損
ぜ
ず
、
最
も
貴
と
す
べ
き
な
り
。
蓋
し
宋

以
前
の
物
な
り
。
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や
や
肩
が
張
っ
た
細
身
の
壺
で
、
胴
部
に
一
対
の
獣
面
鐶
が
付
き
、
蟠
螭
文
や

山
形
文
、
雲
文
を
あ
し
ら
う
。
米
庵
は
宋
以
前
の
も
の
と
み
た
。
三
十
年
前
（
文
政

初
年
頃
か
）
に
越
中
高
岡
の
山
中
で
類
品
が
出
土
し
た
と
い
う
。

⑥
雷
紋
温
壺
（
図
32
）

右
、
高
さ
九
寸
三
分
（
約
二
八
・
二
㎝
）、
深
さ
九
寸
（
約
二
七
・
三
㎝
）、
口
径

一
寸
二
分（
約
三
・
六
㎝
）、腹
径
五
寸
八
分（
約
一
七
・
六
㎝
）、容
一
升
二
合（
約

二
・
二
ℓ
）、
重
さ
二
斤
（
約
一
・
二
㎏
）。
無
銘
。
垂
𤬄
上
こ
れ
を
口
と
為
す
。

『
博
古
図
』
云
く
、「
以
て
湯
を
貯
め
る
べ
し
」。
蓋
し
手
を
温
め
る
の
器
な
り
。

銅
色
紫
褐
、
光
滑
ら
か
に
し
て
漆
の
如
し
。
伝
世
古
中
、
最
も
よ
く
伝
ふ
る
も

の
な
り
。
按
ず
る
に
、
元
大
元
銭
等
、
皆
此
の
色
を
為
す
。
想
ふ
に
当
時
の
物

と
為
す
。

頸
と
高
台
に
雷
文
（
雲
文
）
を
あ
し
ら
っ
た
蒜
頭
壺
で
、『
博
古
図
録
』
に
湯
を

貯
め
る
も
の
と
あ
る
が
、
手
を
温
め
る
器
と
類
推
し
て
い
る
。
紫
褐
色
を
呈
し
、
漆

の
よ
う
な
光
沢
が
あ
る
と
い
い
、
大
元
通
宝
に
似
た
伝
世
古
色
と
し
て
、
元
代
の
作

と
判
断
す
る
。

図 31　⑤蟠螭雲紋壺

図 32　⑥雷紋温壺

図 33　⑦鳳首壺
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⑦
鳳
首
壺
（
図
33
）

右
、
高
さ
一
尺
（
約
三
〇
・
三
㎝
）、
深
さ
九
寸
六
分
（
約
二
九
・
一
㎝
）、
口
径

一
寸
二
分
（
約
三
・
六
㎝
）、
腹
径
五
寸
七
分
（
約
一
七
・
六
㎝
）、
容
一
升
（
約

一
・
八
ℓ
）、
重
さ
四
斤
十
二
両
（
約
二
・
九
㎏
）。
口
垂
瓠
に
作
る
は
、
温
壺
と

同
じ
。
鋬
有
り
、流
有
り
。
流
を
鳳
首
と
為
す
。
蓋
し
酒
器
な
り
。
銅
色
紫
黒
、

又
元
代
の
物
に
似
た
り
。

蒜
頭
壺
に
鳳
首
形
の
注
ぎ
口
と
把
手
を
付
け
た
注
器
で
、
酒
器
と
推
測
す
る
。

紫
黒
色
を
呈
す
る
表
面
の
色
合
い
か
ら
元
代
の
作
と
み
る
。

⑧
饕
餮
匾
壺
（
図
34
）

右
、
高
さ
五
寸
三
分
（
約
一
六
・
一
㎝
）、
深
さ
四
寸
七
分
（
約
一
四
・
二
㎝
）、

口
径
三
寸
八
分
（
約
一
一
・
五
㎝
）、
腹
径
四
寸
九
分
（
約
一
四
・
八
㎝
）、
容
四

合
（
約
七
二
〇
㎖
）、
重
さ
三
十
両
（
約
一
・
一
㎏
）。
両
耳
結
綯
を
作
る
。
上

下
著
す
に
雷
紋
を
以
て
し
、
腹
腰
飾
る
に
饕
餮
及
び
卦
紋
を
以
て
す
。
銅
色
漆

黒
、亀
紋
爵
と
相
ひ
類
す
。
形
製
純
厚
な
り
。
旧
は
盛
酒
器
、今
は
挿
花
に
用
ゆ
。

殊
に
雅
致
を
覚
ゆ
。

両
耳
の
あ
る
広
口
の
器
で
、
頸
が
短
く
肩
が
張
り
、
底
に
か
け
て
す
ぼ
ま
っ
た

胴
に
末
拡
が
り
の
高
台
が
付
く
。
饕
餮
文
の
よ
う
な
獣
面
や
八
卦
、
雷
文
を
あ
し
ら

う
。
古
代
の
罍
を
も
と
に
各
部
を
時
代
に
合
わ
せ
て
変
更
し
た
倣
古
品
で
あ
ろ
う
。

次
の
亀
紋
爵
に
近
い
漆
黒
色
を
呈
す
る
。
製
作
時
期
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
も
の

の
、
こ
の
手
の
銅
器
は
本
来
盛
酒
器
で
あ
り
、
そ
れ
を
花
器
と
し
て
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
と
記
す
。

⑨
亀
紋
爵
（
図
35
）

右
、
高
さ
四
寸
（
約
一
二
・
一
㎝
）、
深
さ
二
寸
二
分
（
約
六
・
七
㎝
）、
口
径
四

寸
五
分
（
約
一
三
・
六
㎝
）、闊
さ
二
寸
（
六
・
一
㎝
）、容
一
合
（
約
一
八
〇
㎖
）、

重
さ
三
十
二
両
有
半
（
約
一
・
二
㎏
）。
両
柱
三
足
、
流
有
り
、
鋬
有
り
。
無
銘
。

螭
耳
亀
紋
、
色
は
黒
漆
の
如
し
。
高
深
甫
云
く
、「
元
時
杭
城
姜
嬢
子
の
鋳
法
、

名
を
当
時
に
擅
に
し
、
其
の
製
務
め
て
古
式
に
法
る
。
花
紋
細
小
、
亀
紋
居
多

に
し
て
、
多
く
は
黒
色
と
為
す
」。
此
の
爵
、
こ
れ
を
明
銅
と
比
ぶ
る
に
、
形

製
迥
か
に
異
な
る
。
想
ふ
に
こ
れ
姜
の
造
る
所
な
り
。

爵
は
三
足
の
酒
器
で
、
大
き
く
開
い
た
口
の
一
端
が
注
ぎ
口
に
な
り
、
逆
側
は

尖
る
。
口
の
左
右
に
柱
を
設
け
、
胴
の
側
面
に
把
手
が
一
つ
付
く
。
本
品
は
そ
れ
に

倣
っ
た
後
世
の
銅
器
で
あ
る
。

元
代
に
活
動
し
た
杭
州
の
鋳
物
師
・
姜
嬢
子
に
つ
い
て
書
か
れ
た
明
・
高
濂
（
字

深
甫
）
の
『
遵
生
八
牋
』（
燕
間
清
賞
箋　

上
）
を
参
照
す
る
（『
遵
生
八
牋
』
に
つ

い
て
は
次
章
を
参
照
）。
古
式
に
則
っ
て
製
作
し
た
そ
の
作
品
は
細
か
な
花
文
様
と

亀
甲
文
で
飾
ら
れ
、
黒
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
本
品
は
明
代
の
銅

器
と
は
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
姜
嬢
子
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
結
論
付
け
る
。

⑩
明
弘
治
爵
（
図
36
）

右
、
高
さ
五
寸
七
分
（
約
一
七
・
三
㎝
）、
深
さ
一
寸
八
分
（
約
五
・
五
㎝
）、
口

径
五
寸
七
分（
約
一
七
・
三
㎝
）、闊
さ
二
寸
四
分（
約
七
・
三
㎝
）、容
一
合
余（
約

一
八
〇
㎖
）、重
さ
三
十
二
両
（
約
一
・
二
㎏
）。
両
柱
三
足
、流
有
り
、
鋬
有
り
。

銘
十
二
字
、
弘
治
の
款
識
有
り
。
文
廟
中
所
用
の
も
の
、
然
る
に
製
造
甚
だ
麁

し
。
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「
文
廟
祭
器
弘
治
六
年
南
安
県
造
」
の
銘
が
あ
り
、
明
・
弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）

に
南
安
県
（
福
建
省
か
）
で
孔
子
廟
の
祭
器
と
し
て
製
作
さ
れ
た
爵
で
あ
る
。
江
戸
・

湯
島
聖
堂
の
釈
奠
（
孔
子
祭
）
も
、
爵
な
ど
の
器
を
並
べ
て
執
り
行
わ
れ
た
。

⑪
明
宣
徳
雨
雪
点
金
炉
（
図
37
）

右
、
高
さ
二
寸
三
分
（
約
七
・
〇
㎝
）、
口
径
四
寸
（
約
一
二
・
一
㎝
）、
腹
径
四

寸
八
分（
約
一
四
・
五
㎝
）、容
三
合（
約
五
四
一
・
一
㎖
）、重
さ
二
斤
四
十
両（
約

二
・
七
㎏
）。
三
足
。
底
に
篆
書
「
宣
徳
年
製
」
の
四
字
有
り
。
高
深
甫
を
按
ず

る
に
云
く
、「
宣
廟
銅
器
の
精
な
る
も
の
は
、製
度
亦
雅
な
り
。
彝
炉
、戟
耳
炉
、

雨
雪
点
金
炉
等
は
更
に
佳
し
。
其
の
識
文
匾
方
印
子
を
用
ひ
、
宣
徳
年
製
を
陽

鋳
す
。
印
地
光
滑
ら
か
に
し
て
蠟
色
に
作
る
。
其
の
炉
多
く
蠟
茶
𨨕
金
二
色
を

用
い
る
」。
又
宣
炉
歌
註
云
く
、「
宣
炉
妙
は
色
に
在
り
。
正
に
女
子
肌
膚
柔
膩

搯よ
ろ
こぶ
べ
し
」。
此
の
炉
其
の
色
𨨕
金
、
稍
蠟
茶
を
帯
び
る
。
其
の
耳
戟
耳
と
称

す
る
に
似
た
り
と
い
へ
り
。
映
日
熟
視
す
る
に
、
金
色
隠
然
と
し
、
彩
爛
目
を

眩
ま
す
。
旧
は
外
匣
有
り
、
隷
書
漆
題
に
云
く
、「
雨
雪
点
金
炉
、
杜
多
心
越

所
蔵
、
真
斎
君
余
に
贈
る
所
」
と
い
へ
り
。

底
に
「
宣
徳
年
製
」
の
銘
が
入
っ
た
香
炉
で
、も
と
の
外
箱
に
は
「
雨
雪
点
金
炉
」

図 34　⑧饕餮匾壺

図 35　⑨亀紋爵

図 36　⑩明弘治爵
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の
器
名
が
漆
で
記
さ
れ
て
い
た
。
象
嵌
等
で
金
を
胴
部
に
散
ら
し
た
こ
と
か
ら
の
命

名
と
み
ら
れ
る
。『
遵
生
八
牋
』（
燕
間
清
賞
箋　

上
）
お
よ
び
冒
襄
『
宣
炉
歌
注
』

を
参
照
し
、
金
属
表
面
の
色
合
い
を
考
え
る
参
考
と
し
て
い
る
。
箱
書
き
に
は
杜
多

心
越
の
所
蔵
で
、
真
斎
君
か
ら
贈
ら
れ
た
と
あ
る
も
の
の
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

⑫
宣
徳
棠
様
炉
（
図
38
）

右
、
高
さ
一
寸
九
分
（
約
五
・
八
㎝
）、
口
径
四
寸
三
分
（
約
一
三
㎝
）、
闊
さ

二
寸
五
分
（
約
七
・
六
㎝
）、
容
水
一
合
有
半
（
約
二
七
〇
・
六
㎖
）、
重
さ
一
斤

六
両
（
約
二
八
六
・
八
ｇ
）。
両
耳
獅
頭
に
作
り
、
底
に
陽
鋳
の
「
大
明
宣
徳
年

製
」六
字
有
り
。
字
画
完
整
な
り
。
偶
た
ま
高
澹
人『
帰

田
集
』
を
閲
る
に
云
く
、「
宣
炉
の
底
大
明
宣
徳
年
製
、

三
行
に
作
る
。
沈
度
に
命
じ
て
楷
書
す
」。
此
の
炉
銅

色
漆
黒
、
火
を
貯
え
る
こ
と
数
日
、
時
に
金
色
現
る
。

但
し
前
の
雨
雪
点
金
炉
と
比
べ
れ
ば
、
品
覚
較
劣
な

り
。

木
瓜
形
の
香
炉
で
、
胴
部
に
獅
子
の
頭
を
か
た
ど
っ
た

鋪
首
状
の
飾
り
が
一
対
付
き
、
底
に
「
大
明
宣
徳
年
製
」

銘
を
陽
鋳
す
る
。
清
朝
に
仕
え
た
学
者
・
高
士
奇（
字
澹
人
、

号
江
村　

一
六
四
五
～
一
七
〇
四
）
の
『
帰
田
集
』
に
よ

る
と
、
こ
の
銘
は
書
家
・
沈
度
（
一
三
五
七
～
一
四
三
四
）

に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
本
品
は
漆
黒
色
を
呈

す
る
も
の
の
、
数
日
間
香
を
焚
く
と
金
色
が
現
れ
る
と
い

う
。
⑪
よ
り
は
や
や
落
ち
る
作
と
記
す
。

⑬
鏡
鑪
（
図
39
）

右
、
高
さ
五
寸
一
分
（
約
一
五
・
五
㎝
）、
耳
高
さ
九
分
（
約
二
・
七
㎝
）、
闊
さ

三
寸
八
分
（
約
一
一
・
五
㎝
）、
深
さ
二
寸
（
約
六
・
一
㎝
）、
口
径
三
寸
（
約
九
・

一
㎝
）、
容
二
合
（
約
三
六
〇
・
八
㎖
）、
重
さ
二
斤
二
十
両
（
約
二
㎏
）。
四
足

無
銘
。
四
方
を
鏡
面
に
作
り
、
光
瑩
ら
か
に
し
て
人
を
照
ら
す
。
内
に
鏡
背
を

存
し
、
僅
か
に
「
宜
子
孫
」
三
字
有
り
。『
五
雑
組
』
を
按
ず
る
に
云
く
、「
洛

陽
人
、
古
塚
中
に
鏡
破
砕
し
全
か
ら
ざ
る
も
の
を
取
る
。
截
て
方
に
せ
し
め
、

四
片
合
成
し
、加
ふ
る
に
柱
を
以
て
し
て
鑪
を
成
す
と
。
こ
れ
を
鏡
鑪
と
謂
ふ
。

製
則
ち
新
し
き
な
り
。
而
る
に
質
実
旧
物
、
こ
れ
を
案
頭
に
置
け
ば
、
猶
ほ
饞

図 38　⑫宣徳棠様炉

図 37　⑪明宣徳雨雪点金炉
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鼎
に
勝
る
が
ご
と
し
」。
此
の
説
全
く
符
合
と
為
す
。
但
し
耳
足
古
色
、
続
貂

の
痕
見
え
ず
。
恐
ら
く
は
明
末
の
製
す
る
所
に
非
ず
。

直
方
体
の
胴
部
の
四
隅
に
脚
を
付
け
た
方
鼎
で
、
四
方
を
鏡
面
に
仕
上
げ
、
内

壁
面
に
鏡
背
面
の
文
様
を
あ
ら
わ
す
。
漢
鏡
の
草
葉
文
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
と
み
ら

れ
、「
宜
子
孫
」
の
銘
が
あ
る
。
引
用
す
る
『
五
雑
組
』
巻
十
二
物
部
四
に
よ
れ
ば
、

洛
陽
で
は
古
墓
か
ら
割
れ
た
鏡
を
見
つ
け
た
時
に
は
四
角
く
裁
断
し
、
四
片
を
合
わ

せ
て
耳
を
付
け
、
香
炉
に
す
る
と
い
う
。
古
色
が
あ
り
、
後
補
も
な
い
こ
と
か
ら
、

明
末
の
製
作
で
は
な
い
と
い
う
。

⑭
明
仙
遊
縣
学
祭
器
（
図
40
）

右
、
高
さ
三
寸
四
分
（
約
一
〇
・
三
㎝
）、
口
径
八
寸

（
約
二
四
・
二
㎝
）、
闊
さ
六
寸
（
約
一
八
・
二
㎝
）、
深

さ
三
寸
（
約
九
・
一
㎝
）、
容
一
升
（
約
一
・
八
ℓ
）、

重
さ
三
斤
（
約
一
・
八
㎏
）。
両
耳
螭
首
に
作
り
、
周

は
饕
餮
を
以
て
、
飾
り
は
雷
紋
を
以
て
す
。
銘
の
上

十
七
字
は
陰
文
に
作
り
、
下
六
字
は
陽
文
に
作
る
。

底
に
八
十
四
个
の
四
字
有
り
。
按
ず
る
に
成
化
癸
卯
、

今
を
距
て
る
こ
と
四
百
年
余
、
完
好
に
し
て
新
し
き

が
如
し
。
所
謂
数
有
て
存
す
る
も
の
な
り
。

外
側
面
の
上
部
に
「
明
成
化
癸
卯
江
西
布
政
使
司
参
議

陳
遷
助
造
」
の
陰
文
、
下
部
に
「
仙
遊
県
学
祭
器
」
の
陽

文
が
あ
り
、
底
部
に
は
「
八
十
四
个
」
の
銘
が
あ
る
。
成

化
十
九
年
（
一
四
八
三
）、
仙
遊
県
（
福
建
省
莆
田
市
）
の

学
祭
器
と
す
る
た
め
、
江
西
布
政
使
司
参
議
陳
遷
助
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
。
四
百

年
以
上
を
経
た
も
の
に
し
て
は
傷
み
が
無
く
、
量
産
さ
れ
た
た
め
に
遺
っ
た
と
推
測

す
る
。

⑮
鳳
首
水
滴
（
図
41
）

右
、高
さ
二
寸
三
分（
約
七
㎝
）、深
さ
一
寸
八
分（
約
五
・
五
㎝
）、口
径
九
寸マ
マ（
約

二
・
七
㎝
）、
腹
径
二
寸
二
分
（
約
六
・
七
㎝
）、
容
水
六
勺
（
約
一
〇
八
・
二
㎖
）、

重
さ
三
十
五
両
（
約
一
・
三
㎏
）、
蓋
有
り
、
流
有
り
、
鋬
有
り
。
銘
三
字
、
曰

く「
作
寳
用
」。『
博
古
図
』所
載
盉
と
其
の
形
相
ひ
同
じ
。
蓋
し
其
の
遺
製
な
り
。

図 39　⑬鏡鑪

図 40　⑭明仙遊縣学祭器
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銅
色
漆
黒
、
稍
朱
斑
を
帯
ぶ
。
流
は
鳳
首
の
如
く
、
鋬
は
螭
形
の
如
し
。
想
う

に
元
明
の
間
の
物
な
り
。

注
口
を
鳳
凰
の
頭
部
を
か
た
ど
っ
た
水
滴
で
、「
宝
用
に
作
る
」の
銘
が
入
る
。『
博

古
図
録
』
を
参
照
し
、
掲
載
の
盉
と
形
状
が
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
漆
黒
色

に
や
や
朱
斑
が
交
じ
り
、
元
か
ら
明
代
に
か
け
て
の
製
作
と
判
断
す
る
。

⑯
天
禄
水
注
（
図
42
）

右
、
高
さ
一
寸
九
分
（
約
五
・
八
㎝
）、
径
三
寸
五
分
（
約
一
〇
・
六
㎝
）、
口
径

五
分
（
約
一
・
五
㎝
）、
深
さ
一
寸
七
分
（
約
五
・
二

㎝
）、
容
一
合
弱
（
約
一
八
〇
㎖
弱
）、
重
さ
二
十

両
（
約
七
五
六
ｇ
）。
底
銘
篆
書
「
子
孫
永
用
」
四

字
。
銅
色
青
黒
、間
に
緑
銹
を
発
し
、銀
線
相
嵌
し
、

製
作
亦
精
な
り
。
屠
長
卿
云
く
、「
佳
銅
水
注
、
金

銀
片
嵌
天
禄
等
有
り
」。
此
の
類
を
想
う
。

中
国
の
霊
獣
・
天
禄
を
か
た
ど
っ
た
水
注
で
、
細
部

に
銀
の
線
象
嵌
を
ほ
ど
こ
し
、
底
に
「
子
孫
永
用
」
の

銘
を
入
れ
る
。
青
黒
色
を
呈
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
緑

錆
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
。

明
・
屠
隆
（
一
五
四
二
～
一
六
〇
五
）
の
『
考
槃
余
事
』

文
房
器
具
箋
に
あ
る
天
禄
水
注
に
関
す
る
記
事
を
引
用

す
る
。
屠
隆
は
も
と
の
名
を
儱
、
字
を
長
卿
ま
た
は
緯

真
と
い
い
、
赤
水
、
由
拳
山
人
、
鴻
苞
居
士
、
桃
花
客
卿
、

溟
涬
子
な
ど
と
号
し
た
。
浙
江
鄞
県
の
人
。
万
暦
五
年

（
一
五
七
七
）
の
進
士
で
あ
る
。『
考
槃
余
事
』
は
文
人
の
書
斎
に
お
け
る
趣
味
の
概

説
書
で
、
書
画
か
ら
文
房
具
、
琴
、
香
、
茶
な
ど
の
内
容
を
含
む
。
た
だ
『
遵
生
八

箋
』
や
『
格
古
要
論
』
な
ど
か
ら
の
引
き
写
し
が
多
く
、
出
版
者
が
屠
隆
に
仮
託
し

て
編
纂
し
た
と
の
見
方
も
あ
る）
11
（

。

⑰
万
暦
鉄
鐸
（
図
43
）

右
鐵
鐸
、
高
さ
一
尺
三
寸
（
約
三
九
・
四
㎝
）、
上
径
五
寸
（
約
一
五
・
二
㎝
）、

下
径
七
寸
（
約
二
一
・
二
㎝
）。
銘
陰
起
せ
る
有
て
、
環
ら
す
に
十
六
字
及
び
歳

月
を
以
て
す
。
鉄
鏽
剥
蝕
、
惜
し
む
べ
し
。
蓋
し
民
間
の
野
鋳
為
り
。

図 42　⑯天禄水注

図 41　⑮鳳首水滴
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や
や
裾
が
広
が
っ
た
鉄
製
の
鐸
で
、「
皇
帝
万
歳　

太
子
千
秋　

風
調
雨
順　

国

泰
明
安
」「
万
暦
二
十
七
年
造
十
五
日
」
の
銘
が
入
る
。
錆
が
や
や
強
い
ら
し
く
、

米
庵
は
そ
れ
を
惜
し
む
。
民
間
に
お
け
る
鋳
造
と
推
測
す
る
。

⑱
鉄
如
意
（
図
44
）

右
鉄
如
意
、
長
さ
一
尺
四
寸
五
分
（
約
四
三
・
九
㎝
）、
頭
濶
さ
二
寸
三
分
（
約

七
㎝
）。
先
人
崎
陽
に
在
る
獲
た
る
所
と
云
う
。
檗
僧
隠
元
の
遺
物
、
旧
は
聖

福
寺
に
在
り
。
鉄
色
古
綉マ
マ

、
先
人
平
常
愛
す
所
に
し
て
、
断
じ
て
初
明
の
物
と

為
す
。

米
庵
の
父
・
寛
斎
が
長
崎
で
入
手
し
た
鉄
製
の
如
意
で
、

も
と
は
聖
福
寺
（
長
崎
市
玉
園
町
）
に
あ
っ
た
黄
檗
僧
・

隠
元
の
遺
物
と
い
う
。
寛
斎
遺
愛
の
品
で
、
明
代
初
期
の

作
と
み
る
。

⑮
～
⑱
は
文
房
具
や
文
房
飾
り
の
範
疇
に
入
る
う
え
、

鉄
器
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
体

裁
は
『
博
古
図
録
」」
に
倣
い
、
器
物
の
名
称
と
模
写
図

（
全
図
と
銘
文
な
ど
の
部
分
図
）
に
、
法
量
や
形
状
、
錆
な

ど
の
様
態
、
製
作
年
代
な
ど
を
評
釈
と
し
て
記
載
す
る
。

十
八
点
の
う
ち
、
米
庵
が
宋
代
を
遡
る
と
判
断
し
た
の
は

①
～
④
の
四
点
に
過
ぎ
な
い
。

考
証
に
は
『
博
古
図
録
』、『
西
清
古
鑑
』
の
ほ
か
、『
遵

生
八
箋
』、『
宣
炉
歌
注
』、『
五
雑
組
』、『
帰
田
集
』、『
考

槃
余
事
』
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

銘
文
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
阮
元
の
著
作
を
見
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
器
物
の
鑑
別
に
あ
た
っ
て
は
、
形
式
や
製
作
の
精
粗
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

表
面
の
色
合
い
と
錆
の
状
態
に
か
な
り
意
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

米
庵
に
限
ら
ず
、
当
時
の
人
び
と
は
重
さ
も
重
視
し
て
い
た
ら
し
く
、
基
本
的
に
殷

周
青
銅
器
は
軽
い
と
考
え
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
所
蔵
品
の
入
手
先
を
記
し
た
も
の
は
限
ら
れ
る
が
、
知
人
か
ら
の
譲

渡
の
ほ
か
、
④
を
京
都
の
骨
董
屋
で
購
入
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
⑱
の
よ
う
に

父
・
寛
斎
遺
愛
の
品
も
含
ま
れ
る
。

図 43　⑰万暦鉄鐸

図 44　⑱鉄如意
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六　

市
河
寛
斎
『
古
銅
器
彙
考
』

こ
れ
ま
で
に
見
た
資
料
は
個
々
の
器
物
に
対
す
る
解
説
や
考
証
で
あ
り
、『
博
古

図
録
』
や
『
西
清
古
鑑
』、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
中
国
文
献
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
は
わ
か
る
も
の
の
、
棭
斎
や
正
斎
、
米
庵
ら
の
考
証
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
中
国

古
銅
器
へ
の
理
解
が
ど
の
く
ら
い
の
水
準
な
の
か
を
具
体
的
に
知
る
の
は
難
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
調
査
の
過
程
で
香
川
大
学
図
書
館
・
神
原
文
庫
が
所
蔵
す
る
米
庵
の
父
・

市
河
寛
斎
に
よ
る
『
古
銅
器
彙
考
』
と
い
う
資
料
を
知
り
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
ま
さ

し
く
中
国
古
銅
器
の
全
般
に
亘
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

市
河
寛
斎
（
一
七
四
九
～
一
八
二
〇
）
は
名
を
世
寧
、
字
を
子
静
、
嘉
祥
、
通

称
を
小
左
衛
門
と
い
い
、
寛
斎
の
ほ
か
西
野
、
半
江
、
江
湖
詩
老
と
号
し
た
。
昌
平

黌
に
学
ん
だ
漢
学
者
、
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
天
明
七
年
に
は
漢
詩
結
社
「
江
湖

詩
社
」
を
お
こ
し
て
門
下
か
ら
柏
木
如
亭
、
菊
池
五
山
、
大
窪
詩
仏
ら
を
輩
出
し
た
。

寛
政
三
年
に
は
越
中
富
山
藩
に
招
か
れ
、
藩
校
広
徳
館
の
教
授
を
二
十
余
年
に
わ
た

り
務
め
た
。
文
政
三
年
七
月
十
日
に
没
し
、
墓
所
は
日
暮
里
の
本
行
寺
で
あ
る
。
著

書
に
『
日
本
詩
紀
』、『
全
唐
詩
逸
』
な
ど
が
あ
る
。

米
庵
が
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
目
録
』
に
収
録
し
た
鏡
の
な
か
に
、
寛
斎
に
よ
っ

て
集
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
杉
本
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お

り
、『
宝
月
楼
古
鑑
図
譜
』
に
十
五
面
の
拓
影
を
評
釈
と
と
も
に
収
め
て
い
る）
11
（

。
大

窪
詩
仏
の
「
月
蝕
」
詩
に
は
「（
寛
斎
）
先
生
古
銅
器
を
好
み
、古
鏡
数
十
枚
を
蔵
す
」

（『
詩
聖
堂
詩
集
』
巻
九
）
と
あ
り
、
そ
の
関
心
は
鏡
に
止
ま
ら
ず
古
銅
器
に
及
ん
で

い
た
と
み
ら
れ
る
。

『
古
銅
器
彙
考
』（
写
本
）
は
一
冊
三
巻
か
ら
成
り
、
外
題
、
目
録
題
に
「
古
銅

器
彙
考
」、
首
題
に
「
古
銅
器
彙
攷
」
と
あ
る
。
奥
付
、
序
、
跋
は
な
く
、
各
巻
の

首
題
の
次
に
「
上
毛　

河
世
寧
子
静
述
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
寛
斎
の
著
述
と
わ
か
る
。

以
下
、
本
書
の
構
成
に
則
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
引
用
す
る
文
献
の
名
称
を

挙
げ
（
▽
印
）、
寛
斎
自
身
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
場
合
に
は
漢
文
体
を
書
き
下
し
た

う
え
で
（
▼
印
）、
お
お
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

【
巻
一
】

（
１
）
制
度
攷

▽
『
游
宦
紀
聞
』
巻
五

古
銅
器
の
文
様
や
耳
、
足
の
種
類
を
示
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
個
別
の
器
の

名
称
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
（
雲
雷
鍾
、
鹿
馬
洗
、
鸚
耳
壺
な
ど
）、
ま
た
銘
文
が
あ

る
場
合
に
は
そ
れ
が
名
称
と
な
る
こ
と
（
周
叔
液
鼎
、
斉
侯
鍾
な
ど
）
を
述
べ
る
。

（
２
）
器
名
攷

▽
『
游
宦
紀
聞
』
巻
五
、『
文
房
肆
考
』
巻
四
（
古
銅
器
攷　

古
器
名
略
）

▼	

古
器
の
名
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
考
博
二
図
、
井
然
と
し
て
已
に

具
は
る
。『
游
宦
紀
聞
』の
如
く
は
、其
の
大
略
を
挙
げ
る
の
み
。『
文
房
肆
考
』、

衆
説
を
合
攏
し
、
名
物
頗
る
詳
し
く
、
以
て
『
紀
聞
』
の
缺
略
を
補
ふ
べ
し
。

『
游
宦
紀
聞
』、『
文
房
肆
考
』
と
も
に
古
銅
器
の
器
名
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
寛

斎
は
「
古
器
の
名
称
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
考
古
図
』、『
博
古
図
録
』
で

は
整
然
と
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
游
宦
紀
聞
』
は
簡
単
に
器
名
を
挙
げ
る
の

み
で
あ
る
が
、『
文
房
肆
考
』
が
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
を
集
め
て
詳
し
く
記
述
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
欠
略
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。

な
お
、『
考
古
図
』
は
北
宋
・
呂
大
臨
が
宮
廷
や
民
間
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
銅

器
を
調
査
し
て
全
十
巻
に
ま
と
め
た
書
物
で
、
器
物
の
図
や
銘
文
の
拓
本
を
描
き
起

こ
し
、
法
量
や
所
有
者
、
出
土
地
な
ど
を
記
録
し
た
。
前
章
ま
で
に
取
り
上
げ
た
資
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料
に
は
引
用
さ
れ
な
い
が
、『
博
古
図
録
』
や
『
西
清
古
鑑
』
よ
り
も
記
述
は
詳
細

で
、
む
し
ろ
現
代
の
考
古
学
に
お
け
る
資
料
の
提
示
方
法
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
寛
斎
が
『
博
古
図
録
』
と
と
も
に
挙
げ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
目
に
は
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
３
）
款
識
攷

▽	

『
博
古
図
録
』、『
游
宦
紀
聞
』
巻
五
、『
洞
天
清
録
』
古
鐘
鼎
彝
器
弁
（
款
文
・

識
文
・
款
識
真
偽
・
古
器
無
識
文
）、『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論

新
旧
銅
器
弁
正
）、『
清
秘
蔵
』
上

▼	

按
ず
る
に
、
秦
漢
已
上
の
款
、
猶
絵
画
の
ご
と
し
。
故
に
飛
廉
饕
餮
、
僅
か

に
形
似
を
取
り
、
以
て
鼎
彝
を
飾
る
の
み
。
唐
以
後
花
紋
、
一
変
し
て
図
画

に
似
る
。
鋳
匠
益
工
大
、
上
古
の
雅
致
を
失
う
。
古
を
好
む
者
、
知
ら
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

款
識
と
は
青
銅
器
の
銘
文
の
こ
と
で
あ
る
。『
博
古
図
録
』
は
款
が
陰
文
（
凹
）、

識
が
陽
文
（
凸
）
と
し
た
う
え
で
、
款
は
器
物
の
外
側
、
識
は
内
側
に
あ
り
、
夏
代

の
器
に
は
そ
の
両
者
が
あ
る
が
、
商
（
殷
）
代
に
は
款
が
無
い
と
す
る
。

『
游
宦
紀
聞
』
は
同
じ
く
款
を
陰
文
、
識
を
陽
文
と
し
、
前
者
は
刻
画
、
後
者
は

書
に
お
け
る
臨
や
摹
の
よ
う
だ
と
い
う
。

『
洞
天
清
録
（
洞
天
清
禄
集
）』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
識
と
は
篆
字
で
功
績

を
銘
書
し
た
も
の
で
、
夏
に
は
鳥
跡
篆
、
商
に
は
虫
魚
篆
、
周
に
は
虫
魚
篆
と
大
篆
、

秦
に
は
大
篆
と
小
篆
、
漢
に
は
小
篆
と
隷
書
、
三
国
に
は
隷
書
を
用
い
る
。
晋
宋
以

降
は
み
な
楷
書
を
用
い
、
唐
は
楷
書
と
隷
書
を
併
用
す
る
と
い
う
。
三
代
（
夏
・
殷
・

周
）
に
は
陰
識
（
偃
嚢
字
）
を
用
い
、
漢
以
降
は
陽
識
を
用
い
る
が
、
凹
ん
だ
も
の

は
碑
を
鐫
る
よ
う
に
刀
刻
し
て
い
る
。
陰
識
は
鋳
造
が
難
し
く
、
陽
識
は
容
易
い
。

款
は
文
様
で
装
飾
す
る
こ
と
で
あ
り
、
古
器
で
は
外
側
に
あ
っ
て
凸
出
す
る
。
夏
・

周
に
は
款
も
識
も
あ
る
が
、
商
に
は
款
が
な
く
識
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
古
人
の
仕

事
は
精
緻
で
、
款
は
必
ず
髪
の
毛
の
よ
う
に
細
く
、
整
っ
て
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

識
文
の
筆
画
は
深
峻
で
は
な
く
、
大
小
・
深
浅
は
一
様
で
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
精
良
な
銅
を
用
い
て
砂
顆
（
す
な
つ
ぶ
）
が
無
い
こ
と
、
良
工
の
技
術
が
高

い
こ
と
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
に
作
っ
て
い
る
こ
と
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
今
も
し
古
器

の
款
で
模
糊
と
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
偽
物
で
あ
り
、
質
、
色
、

臭
み
が
異
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
古
人
は
た
だ
鐘
鼎
祭
器
に
功
を
称
し
徳
を
頌た
た

え
、
盤
盂
に
戒
を
寓よ
せ

る
と
き
に
識
が
あ
る
。
他
の
器
物
に
は
識
の
無
い
も
の
が
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
偽
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
方
、『
遵
生
八
牋
』
は
款
を
「
製
度
規
式
」、
識
を
「
紀
功
銘
篆
」（
功
績
を
篆

書
で
記
し
た
も
の
）
と
す
る
。
三
代
の
銅
器
は
陰
識
で
百
十
文
字
も
あ
る
。
漢
唐
以

降
は
陽
識
で
、
た
ま
に
陰
識
も
あ
る
が
古
文
篆
法
で
は
な
い
。
陽
識
は
印
蠟
を
刻
印

す
る
の
で
鋳
造
し
や
す
く
、
陰
識
は
蠟
を
削
っ
て
字
画
を
起
こ
し
、
砂
に
転
写
し
て

陰
に
す
る
の
で
難
し
い
。
秦
漢
の
も
の
は
三
代
に
及
ば
ず
、
唐
宋
の
も
の
は
秦
漢
に

及
ば
な
い
。
た
だ
そ
れ
は
人
の
力
が
至
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
材
料
が
精
良
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
秦
漢
は
技
術
が
足
り
ず
に
三
代
の
精
工
を
模
す
こ
と
が
で
き
ず
、

唐
宋
は
技
術
が
高
い
が
故
に
三
代
の
程
式
を
変
え
よ
う
と
し
た
が
、
敦
朴
古
雅
で
あ

る
こ
と
は
三
代
に
及
ば
な
い
。
近
年
、
銘
文
の
な
い
本
物
の
民
間
製
作
の
古
銅
器
に

刀
刻
に
よ
る
篆
文
を
加
え
、
か
え
っ
て
本
来
の
趣
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。

ま
た
『
清
秘
蔵
』
に
よ
る
と
、
夏
・
商
・
周
初
の
銘
文
は
一
、二
文
字
か
ら
多
く

と
も
二
～
三
十
字
に
と
ど
ま
り
、
二
～
三
百
字
あ
る
も
の
は
周
末
か
ら
秦
代
の
も
の

と
い
う
。
銘
文
が
無
く
と
も
、
単
に
記
す
べ
き
功
績
の
な
い
民
間
の
器
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
古
く
な
い
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
寛
斎
は
、
秦
漢
以
前
の
款
は
絵
画
の
よ
う
で
あ
り
、
飛
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廉
や
饕
餮
は
輪
郭
の
み
で
青
銅
器
を
飾
る
。
唐
以
降
に
な
る
と
花
紋
は
一
転
し
て
図

画
の
よ
う
に
な
り
、
鋳
物
師
の
技
術
が
あ
が
っ
て
、
か
つ
て
の
雅
味
を
失
っ
た
。
古

き
時
代
に
興
味
を
抱
く
者
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
す
。

な
お
、
上
欄
に
次
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
り
、
款
識
に
関
す
る
議
論
に
対
し

て
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
自
然
な
意
見
に
感
じ
ら
れ
る
。

▼	

『
博
古
図
』『
游
宦
紀
聞
』、
並
び
に
凹
入
を
款
と
為
し
、
凸
出
を
識
と
為
す
と

謂
ふ
。『
洞
天
清
録
』『
遵
生
八
牋
』、
凸
出
を
款
と
為
し
、
凹
入
を
識
と
為
す
。

そ
の
説
相
ひ
反
す
。
按
ず
る
に
、
款
識
の
二
字
、
始
め
て
『
史
記
』
に
見
ゆ
。

韋
昭
云
く
、「
款
は
刻
な
り
」。
顔
師
古
云
く
、「
識
は
記
な
り
」。
此
れ
に
據
っ

て
『
清
録
』『
八
牋
』
二
書
の
説
、
従
う
べ
き
な
り
。
楊
升
庵
亦
云
く
、「
隠

起
に
し
て
凸
を
款
と
曰
ひ
、
中
陷
し
て
凹
を
識
と
曰
ふ
」。

『
史
記
』
孝
武
本
紀
に
山
西
汾
陰
で
出
土
し
た
鼎
に
つ
い
て
「
大
な
る
こ
と
衆
鼎

に
異
な
り
、文
鏤
に
し
て
款
識
無
し
」と
あ
る
の
が「
款
識
」の
初
見
と
し
た
う
え
で
、

『
漢
書
』
郊
祀
志
の
顔
師
古
注
に
「
款
は
刻
な
り
、識
は
記
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

陽
文
を
款
、
陰
文
を
識
と
す
る
『
洞
天
清
録
』、『
遵
生
八
牋
』
の
説
を
正
し
い
と
結

論
付
け
る
。
さ
ら
に
、
明
・
楊
慎
『
升
庵
詩
話
』
巻
三
に
「
三
代
鍾
鼎
、
文
は
款
識

有
り
。
隠
起
に
し
て
凸
を
款
と
曰
い
、
以
て
陽
を
象
る
。
中
陷
に
し
て
凹
を
識
と
曰

い
、
以
て
陰
を
象
る
。
こ
れ
を
印
章
に
刻
め
ば
、
則
ち
陽
文
を
硃
文
と
曰
い
、
陰
文

を
白
文
と
曰
う
。
蓋
し
古
今
の
金
石
同
一
の
例
な
り
」
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
。

こ
の
『
古
銅
器
彙
考
』
が
寛
斎
自
筆
が
ど
う
か
、
現
在
の
筆
者
に
は
判
断
す
る

だ
け
の
材
料
が
な
い
が
、
実
は
後
述
す
る
『
米
庵
墨
談
』
続
編
に
こ
の
書
き
込
み
と

同
じ
く
楊
慎
の
説
や
『
史
記
』、
顔
師
古
注
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は

こ
の
書
き
込
み
も
米
庵
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
後
考
を
俟
つ
。

（
４
）
古
以
鼎
為
重
器

▽
『
通
雅
』
巻
三
十
三
（
撰
器
用　

古
器
）

黄
帝
か
ら
宋
代
に
至
る
鼎
の
鋳
造
や
出
土
に
関
す
る
諸
文
献
の
記
事
を
列
挙
し
、

器
物
の
な
か
で
も
鼎
が
重
宝
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。

（
５
）
古
器
説

▽
『
鉄
囲
山
叢
談
』
巻
四

梁
・
劉
之
遴
（
四
七
八
～
五
四
九
）
が
荊
州
で
「
古
器
数
十
百
種
」
を
収
集
し
、

四
種
を
東
宮
に
献
上
し
た
こ
と）
11
（

や
、
北
宋
の
劉
敞
（
一
〇
一
九
～
六
八
）『
先
秦
古

器
記
』、
李
公
麟
（
一
〇
四
九
～
一
一
〇
六
）『
考
古
図）
11
（

』、
徽
宗
『
宣
和
博
古
図
録
』

な
ど
古
銅
器
に
関
す
る
著
作
に
つ
い
て
述
べ
る
。
徽
宗
の
収
集
に
よ
り
古
銅
器
の
価

格
は
跳
ね
上
が
り
、
各
地
の
古
墓
が
こ
と
ご
と
く
掘
り
尽
く
さ
れ
た
と
い
い
、
当
初

は
三
代
の
器
物
の
み
を
珍
重
し
、
秦
漢
時
代
の
も
の
は
余
程
の
珍
品
で
な
け
れ
ば
収

蔵
さ
れ
な
か
っ
た
が
、宣
和
以
降
す
べ
て
を
貯
録
し
た
た
め
、そ
の
数
は
万
余
に
至
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
靖
康
の
変
（
一
一
二
六
年
）
に
お
け
る
金
軍
の
略
奪
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

【
巻
二
】

（
１
）
三
代
器

▽	

『
洞
天
清
録
』
古
鐘
鼎
彝
器
弁
（
三
代
制
）、『
格
古
要
論
』
上
（
古
銅
器
論　

三
代
器
）、『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
旧
銅
器
弁
正
）

▼	
『
格
古
要
論
』
を
按
ず
る
に
、商
嵌
法
無
き
の
説
を
載
せ
ず
。
深
甫
弁
ず
る
所
、

何
に
據
る
か
を
知
ら
ず
。

三
代
の
器
物
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
洞
天
清
録
』
は
「
夏
は
忠
を
尚
び
、
商
は
質

を
尚
び
、
周
は
文
を
尚
ぶ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
器
物
の
製
作
に
お
い
て
も
殷
は
「
質
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素
無
文
」、
周
は
「
雕
篆
細
密
」
で
あ
り
、
夏
は
「
相
嵌
」（
象
嵌
）
の
技
法
を
用
い

る
と
す
る
。

『
格
古
要
論
』
は
さ
ら
に
、「
相
嵌
」
は
俗
に
「
商
嵌
」
と
称
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、

ま
た
『
詩
経
』
大
雅
・
棫
樸
よ
り
「
そ
の
章
を
追
琢
し
、
そ
の
相
を
金
玉
に
す
」
を

引
用
す
る
。

『
遵
生
八
牋
』
は
「
商
質
周
文
」
の
説
に
対
し
て
、
質
と
は
「
製
度
尚
象
」（
形

を
尊
重
し
た
製
作
）、「
款
識
規
模
」（
銘
文
の
内
容
）、「
鋳
法
工
巧
」（
鋳
造
技
術
）

で
あ
り
、
文
が
勝
る
こ
と
は
な
い
。
彫
刻
が
細
か
く
と
も
文
様
が
複
雑
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
填
嵌
が
巧
み
で
も
作
り
が
大
き
く
ど
っ
し
り
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
質
が
あ
る
。
夏
の
金
銀
を
用
い
た
細
嵌
雲
雷
紋
や
、
玉
と
碧
を

用
い
た
瑱
剜
嵌
は
非
常
に
美
し
い
。
曹
昭
『
格
古
要
論
』
が
殷
代
に
嵌
法
が
無
い
と

い
う
の
は
誤
り
で
、
た
だ
金
銀
片
が
多
く
、
雲
雷
絲
嵌
細
法
は
少
な
い
。

寛
斎
は
『
格
古
要
論
』
を
見
て
も
殷
代
に
嵌
法
が
無
か
っ
た
と
は
書
い
て
い
な

い
の
で
、『
遵
生
八
牋
』
が
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
記
す
。

（
２
）
漢
器

▽『
通
雅
』巻
三
十
三（
撰
器
用　

古
器
）、『
格
古
要
論
』上（
古
銅
器
論　

古
銅
色
）

『
通
雅
』
は
、
章
帝
の
章
和
年
中
に
岐
山
の
銅
器
が
出
土
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ

れ
は
『
宋
書
』
巻
二
十
九
符
瑞
志
に
「
漢
章
帝
建
初
七
年
（
八
二
）
十
月
、
車
駕
西

巡
し
槐
里
に
至
る
。
右
扶
風
禁
上
美
陽
、岐
山
に
て
銅
器
を
得
る
。
酒
尊
に
似
た
り
」

と
あ
る
の
に
よ
る
。

『
格
古
要
論
』
に
は
前
漢
の
銅
銭
が
青
緑
色
で
や
や
艶
が
あ
り
、
朱
砂
斑
が
な
く
、

漢
印
と
同
じ
く
銭
文
が
凸
起
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

（
３
）
唐
器

▽	

『
洞
天
清
録
』
古
鐘
鼎
彝
器
弁
（
句
容
器
）、『
格
古
要
論
』
上
（
古
銅
器
論　

局
器
）、『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
旧
銅
器
弁
正
）

『
洞
天
清
録
』
に
は
、
唐
・
天
宝
～
南
唐
・
後
主
（
李
煜
）
の
間
（
七
四
二
～

九
七
五
）、
昇
州
句
容
県
（
江
蘇
省
）
に
は
官
立
の
鋳
造
所
が
置
か
れ
、
銅
器
が
製

作
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
器
の
多
く
に
は
監
官
の
花
押
が
あ
り
、
軽
薄
、
漆
黒
、
款

細
で
良
い
も
の
で
あ
る
が
古
器
で
は
な
い
と
い
う
。「
歳
久
し
く
亦
微
青
色
有
る
は
、

世
希
に
見
る
所
」
と
い
う
が
、『
格
古
要
論
』
で
は
「
微
青
色
及
び
朱
砂
斑
有
る
は
、

瑩
潤
を
徹
骨
す
る
あ
た
わ
ず
」
と
す
る
。

『
遵
生
八
牋
』
も
唐
・
天
宝
時
の
局
鋳
に
つ
い
て
記
す
。
文
様
は
細
密
で
賞
玩
に

足
る
と
し
つ
つ
も
、
文
様
や
銘
文
の
書
体
な
ど
を
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
古
淳

朴
の
意
に
お
い
て
大
い
に
も
と
る
と
い
う
。
近
年
は
経
年
の
劣
化
や
そ
の
補
修
が
行

わ
れ
る
が
、
古
代
の
青
銅
器
を
偽
造
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
４
）
宋
器

▽
『
格
古
要
論
』
上
（
古
銅
器
論　

新
銅
器
）、『
雲
烟
過
眼
録
』
巻
四

『
格
古
要
論
』
は
宋
代
の
句
容
県
や
台
州
で
鋳
造
さ
れ
た
銅
器
の
多
く
は
小
雷
紋

や
花
卉
で
あ
っ
た
と
い
う
。

『
雲
烟
過
眼
録
』
に
よ
る
と
、
三
代
の
古
銅
器
で
今
ま
で
伝
わ
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
わ
ず
か
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
も
欠
損
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
近
年
の

収
集
家
の
所
蔵
品
が
完
品
で
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
そ
の
な
か
で
色
が
黒
く
文
様
が

精
細
な
も
の
は
、
宣
和
年
間
に
礼
製
局
で
作
ら
れ
た
倣
古
品
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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（
５
）
元
器

▽	
『
格
古
要
論
』上（
古
銅
器
論　

新
銅
器
）、『
遵
生
八
牋
』燕
閒
清
賞
箋　

上（
論

新
鋳
偽
造
）

『
格
古
要
論
』
に
よ
る
と
、
元
代
に
は
杭
州
の
姜
娘
子
や
平
江
の
王
吉
ら
が
鋳
造

し
た
銅
器
が
有
名
で
あ
っ
た
。
姜
の
方
が
王
吉
よ
り
も
優
れ
て
い
た
が
、
価
格
は
ど

ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。

『
遵
生
八
牋
』
は
姜
娘
子
と
王
吉
の
鋳
造
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
記
述
す
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、撥
蠟
（
脱
蠟
法
）
や
煉
銅
（
精
錬
し
た
銅
）
の
質
が
高
く
、「
錦
地
花
紋
」

が
細
や
か
で
あ
る
。
あ
る
と
き
は
𨨕
金
を
作
り
、
ま
た
あ
る
と
き
は
本
色
に
も
と
づ

く
。
色
合
い
は
蠟
茶
や
黒
色
で
、
形
式
は
古
器
に
則
っ
て
い
る
。
た
だ
花
紋
は
細
か

く
、「
方
勝
」
や
「
亀
紋
」、「
回
紋
」
が
多
い
。
や
は
り
姜
娘
子
の
方
が
王
吉
よ
り

は
る
か
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
６
）
明
器

▽
『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
鋳
偽
造
・
論
宣
銅
倭
銅
爐
瓶
器
皿
）

近
年
、淮
安
（
江
蘇
省
淮
安
市
）
で
古
法
に
則
っ
た
鋳
造
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
「
小

鼎
炉
」
や
「
香
鴨
」
な
ど
は
鑑
識
が
難
し
く
、
表
面
も
つ
や
や
か
に
磨
か
れ
て
い
る

た
め
年
代
も
推
測
で
き
な
い
。
ほ
か
に
も
「
大
香
猊
」、「
香
鶴
」、「
銅
人
」、「
燭
台
」、

「
香
球
」、「
酒
炉
」、「
投
壺
」、「
百
斤
獣
蓋
香
炉
」、「
花
瓶
」、「
火
盆
」
な
ど
古
代

に
は
無
か
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
、
鋳
造
の
名
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
潘
銅
打

炉
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、「
倭
炉
」
と
も
称
す
る
。
こ
の
作
者
は
浙
江
の
人
で
あ
っ

た
が
日
本
に
捕
ら
え
ら
れ
、十
年
に
わ
た
っ
て
現
地
の
技
術
を
習
得
し
た
。
そ
の「
鑿

嵌
金
銀
倭
花
様
式
」
は
日
本
の
方
法
を
相
伝
し
た
も
の
で
、
日
本
が
敗
れ
た
後
に
帰

還
し
、
そ
れ
ま
で
無
か
っ
た
も
の
を
い
ろ
い
ろ
と
製
作
し
、
す
べ
て
が
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
吳
歙
（
安
徽
省
黄
山
市
）
で
製
作
さ
れ
た
も
の
は
潘
に
も
勝
る
が
、

古
代
青
銅
器
と
は
異
な
る
技
法
に
よ
る
。
ま
た
銅
腥
（
銅
の
く
さ
み
）
を
除
い
た
黄

銅
を
鉤
金
と
も
い
い
、
方
円
鼎
炉
、
彝
炉
を
打
造
す
る
。
文
様
は
『
博
古
図
録
』
か

ら
取
り
、
外
面
は
金
箔
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
神
仏
の
供
具
と
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
潘
銅
は
入
手
困
難
で
有
れ
ば
宝
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
必
ず
好
尚
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
宣
炉

▽	

『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
旧
銅
器
弁
正
）、『
清
秘
蔵
』
上
（
論

古
銅
器
）、『
通
雅
』
巻
三
十
三
（
撰
器
用　

古
器
）、『
宣
炉
歌
注
』、『
骨
董
志
』

▼	

宣
徳
銅
器
、
五
家
の
説
、
雷
同
を
免
れ
ず
。
然
れ
ど
も
時
に
一
得
有
り
。
定

め
て
以
て
互
い
に
相
発
す
。
故
に
其
の
繁
を
献
ら
ず
。
具
に
載
せ
て
以
て
考

に
備
ふ
。宣
炉
今
時
多
く
賞
鑑
家
有
り
。或
は
忽
ち
之
然
。呉
梅
村
詩
云
く
、「
宣

炉
廠
盆
内
香
焼
、禁
府
図
書
洞
府
簫
、故
国
満
前
君
莫
問
、凄
涼
酒
盞
闘
成
窑
」。

乃
ち
亦
絶
無
に
し
て
僅
か
に
有
る
者
を
見
る
べ
し
。

明
・
宣
帝
の
命
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
宣
徳
銅
器
（
宣
炉
）
に
関
す
る

記
述
を
集
め
る
。
ま
ず
、『
遵
生
八
牋
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
器
種
を
挙
げ
、
そ
の
甲
乙

を
論
じ
る
。
さ
ら
に
蠟
茶
、
𨨕
金
の
二
色
が
あ
る
と
い
う
。
前
者
は
水
銀
に
よ
っ
て

浸
擦
、
熏
洗
す
る
。
後
者
は
金
泥
を
数
回
塗
り
、
火
で
炙
っ
て
赤
く
す
る
。
ど
ち
ら

も
費
用
が
掛
か
る
技
法
で
あ
り
、
民
間
で
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

『
清
秘
蔵
』
も
ほ
ぼ
こ
れ
を
踏
襲
し
た
解
説
で
、
宣
徳
銅
器
の
優
品
は
秦
漢
銅
器

と
争
う
ほ
ど
高
価
で
あ
る
と
い
う
。

『
通
雅
』
に
よ
る
と
、
宣
徳
銅
炉
の
う
ち
最
も
貴
重
な
も
の
は
、
十
二
回
の
精
錬
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を
お
こ
な
い
、
篩
に
流
し
込
ん
で
先
に
滴
り
落
ち
た
銅
を
用
い
て
作
り
、
残
っ
た
も

の
で
他
の
器
物
を
製
作
し
た
。
は
じ
め
は
宋
に
倣
っ
て
斑
を
焼
き
、
蠟
茶
本
色
、
あ

る
い
は
栗
笳
棠
梨
褐
色
を
用
い
た
。

明
末
清
初
の
文
人
・
冒
襄
に
よ
る
『
宣
炉
歌
注
』
は
、
友
人
・
方
拱
乾
愛
蔵
の

宣
炉
に
寄
せ
た
長
編
の
詩「
宣
銅
炉
歌
」の
専
門
用
語
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る）
11
（

。「
宣

炉
最
も
妙
な
る
は
そ
の
色
に
在
り
」
と
し
て
詳
し
く
色
合
い
に
つ
い
て
述
べ
、『
通

雅
』
と
同
じ
く
特
殊
な
精
錬
法
を
記
す
。
ま
た
嘉
靖
（
一
五
二
二
～
六
六
）
以
後
の

鋳
造
に
つ
い
て
、「
北
鋳
」
の
学
道
・
施
家
、「
南
鋳
」
の
蔡
家
・
甘
家
が
あ
っ
た
こ

と
を
記
す
。

『
骨
董
志
』
は
宣
炉
の
器
種
ご
と
に
甲
乙
を
付
け
、
書
斎
で
賞
玩
す
べ
き
も
の
を

示
す
。
真
作
の
耳
は
一
鋳
で
作
ら
れ
（
鋳
耳
）、
別
鋳
し
て
か
し
め
た
釘
耳
は
偽
造

で
あ
る
と
い
う
。
次
に
宣
炉
の
色
味
に
各
種
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
な
か
で
も

蠟
茶
と
𨨕
金
を
最
良
と
す
る
。
そ
し
て
色
か
ら
真
贋
の
見
分
け
方
、
宣
炉
の
製
作
技

法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

寛
斎
は
こ
れ
ら
五
説
を
雷
同
と
批
判
し
つ
つ
も
、
時
に
一
得
が
あ
り
、
考
証
に

備
え
る
た
め
詳
細
に
載
せ
た
と
い
う
。
明
末
清
初
の
詩
人
・
呉
偉
業
（
字
駿
公
、
号

梅
村
）『
梅
村
集
』
巻
十
八
か
ら
詩
を
引
用
し
、
真
の
宣
徳
銅
器
は
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

（
８
）
倭
銅

▽
『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
宣
銅
倭
銅
炉
瓶
器
皿
）

彫
金
、
象
嵌
を
し
た
蓋
付
の
香
炉
や
、
口
縁
の
四
隅
に
四
獣
を
配
し
、
花
紋
の

透
か
し
彫
り
を
ほ
ど
こ
し
た
蓋
が
付
く
𨨕
金
の
香
盤
な
ど
、
日
本
で
製
作
さ
れ
た
銅

器
に
つ
い
て
記
す
。

【
巻
三
】

（
１
）
銅
色
弁

▽	

『
洞
天
清
録
』古
鐘
鼎
彝
器
弁（
水
土
伝
世
三
等
古
銅
器
）、『
游
宦
紀
聞
』巻
五
、

『
雲
烟
過
眼
録
』
巻
四
・
一
、『
研
北
雑
志
』
上

▼	

按
ず
る
に
、
宋
元
諸
子
、
古
銅
器
を
論
ず
る
に
、
各
独
得
の
見
有
り
て
、
未

だ
曽
て
前
人
の
片
語
を
襲
わ
ず
。
後
来
多
少
の
論
弁
、
皆
此
の
中
よ
り
来
る
。

但
し『
紀
聞
』謂
う
所
の
井
口
は
、未
だ
何
物
を
指
す
か
詳
ら
か
な
ら
ず
。
宣
銅
、

井
口
炉
有
り
。
蓋
し
其
の
製
度
井
欄
に
似
た
る
を
言
う
の
み
。
恐
ら
く
は
『
紀

聞
』
謂
う
所
と
同
じ
か
ら
ず
。

『
洞
天
清
録
』
が
言
う
に
は
、
銅
器
が
土
中
し
て
千
年
を
経
る
と
鋪
翠
の
よ
う
な

純
青
色
と
な
る
。
腐
食
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
は
カ
タ
ツ
ム
リ
が
這
っ
た
よ
う
に
な
る
の

が
自
然
で
あ
り
、
工
具
の
痕
が
あ
る
も
の
は
偽
で
あ
る
。
水
に
沈
ん
で
千
年
が
経
つ

と
純
緑
色
と
な
り
、
玉
の
よ
う
な
光
沢
が
生
じ
る
が
、
千
年
に
及
ば
な
い
も
の
は
緑

と
な
っ
て
も
光
沢
が
な
い
。
大
き
く
厚
い
器
物
は
銅
性
を
残
し
、
重
さ
は
三
分
の
一

な
い
し
半
分
と
な
る
。
小
さ
く
薄
い
も
の
は
銅
性
が
変
質
し
て
破
損
し
、
翠
緑
の
錆

が
内
部
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
に
紅
い
一
筋
の
線
が
入
っ
た
も
の
が
あ
り
、

な
お
銅
の
音
が
す
る
。
水
・
土
に
入
ら
ず
伝
世
し
た
も
の
は
紫
褐
色
で
朱
砂
斑
が
あ

り
、
ひ
ど
い
も
の
は
盛
り
上
が
っ
て
上
等
の
辰
砂
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
煮
る
と

斑
が
い
よ
い
よ
よ
く
現
れ
る
。
偽
物
は
漆
に
朱
を
混
ぜ
て
作
っ
て
い
る
た
め
鑑
別
は

容
易
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
土
古
」「
水
古
」「
伝
世
古
」
に
は
腥
気
（
く
さ
み
）
が
な

い
。
新
し
く
出
土
し
た
も
の
に
は
土
気
が
あ
る
が
、時
間
が
経
て
ば
消
え
て
し
ま
う
。

偽
造
し
た
も
の
は
熱
く
な
る
ま
で
擦
る
と
銅
腥
が
鼻
に
つ
く
。

『
游
宦
紀
聞
』
は
、
古
器
の
色
に
は
「
蠟
茶
色
」「
朱
砂
斑
」「
真
青
緑
」「
井
口
」

が
あ
り
、こ
れ
ら
は
本
当
に
古
い
器
物
で
あ
る
と
す
る
。
蠟
茶
色
に
も
種
別
が
あ
り
、
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三
代
か
ら
秦
漢
の
器
物
は
や
や
黄
味
が
か
り
艶
が
生
じ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
士
大
夫

の
間
で
は
薄
い
器
物
を
真
作
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
数
百
年
前
（
唐
代
）
に
句
容

で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
も
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
黒
く
枯
れ
た
自
然
な
古
色
が
あ
る
と

記
す
。

『
雲
烟
過
眼
録
』
に
よ
れ
ば
、
著
者
の
同
密
が
か
つ
て
手
に
入
れ
た
破
損
し
た
三

代
の
古
銅
器
に
は
、
緑
玉
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
り
、
黄
銅
製
と
み
ら
れ
た
。
黄
銅
は

経
年
に
よ
り
自
然
と
丹
碧
に
な
る
が
そ
の
性
質
は
変
わ
ら
ず
、後
世
に
「
薬
煙
薫
染
」

に
よ
っ
て
人
為
的
に
成
し
た
も
の
は
古
意
を
失
う
と
す
る
。
ま
た
、
銅
器
の
な
か
で

も
っ
と
も
よ
い
も
の
は
「
監
水
匜
」（
匜
は
浅
い
器
体
に
樋
状
の
注
口
と
把
手
が
付

い
た
も
の
）
で
あ
り
、
文
様
は
精
妙
、
色
は
緑
玉
の
よ
う
で
、
款
は
無
い
。
三
代
の

器
物
に
は
す
べ
て
款
が
無
い
と
も
記
す
。

『
研
北
雑
志
』
に
は
、
古
銅
器
を
観
る
に
は
ま
ず
皮
毛
（
表
面
）
を
看
る
と
あ
る
。

寛
斎
が
考
え
る
に
、
宋
元
の
人
び
と
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
見
解
が
あ
り
、
先

学
の
説
を
踏
襲
し
て
お
ら
ず
、後
の
論
は
ほ
ぼ
こ
れ
ら
に
由
来
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
游
宦
紀
聞
』
に
あ
る
「
井
口
」
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
宣
徳
銅
器
に
井

口
炉
が
あ
る
が
、
製
作
が
井
欄
に
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
『
游
宦
紀
聞
』
の
も
の

と
は
別
で
あ
ろ
う
。

▽
『
格
古
要
論
』
上
（
古
銅
器
論　

古
銅
色
）

▼	

右
曹
明
仲
の
論
、
全
て
『
洞
天
清
録
』
を
襲
取
し
、
殊
に
発
明
す
る
所
無
し
。

且
つ
始
め
は
青
緑
瑩
潤
な
る
こ
と
玉
の
如
し
、
千
年
以
外
の
物
と
為
す
と
謂

い
、
後
に
却
け
て
云
く
、
三
代
時
物
に
非
ず
と
。
何
某
こ
れ
を
言
ふ
に
自
ら

相
矛
楯
す
る
や
。
是
明
人
の
陋
習
と
雖
も
、
益
定
め
て
以
て
其
の
学
ば
ざ
る

を
見
る
な
り
。
余
此
の
書
を
編
む
に
、
雷
同
の
説
、
例
は
当
に
刪
削
す
べ
し
。

唯
後
来
の
高
深
甫
・
張
茂
実
の
輩
、
皆
明
仲
の
言
を
引
き
、
以
て
論
を
起
こ
す
。

故
に
姑
ら
く
こ
れ
を
存
し
、
以
て
参
考
に
備
ふ
の
み
。

銅
器
が
土
中
し
て
千
年
を
経
る
と
翡
翠
の
よ
う
な
純
青
色
と
な
り
、
水
に
入
っ

て
千
年
が
経
つ
と
瓜
皮
の
よ
う
な
純
緑
色
と
な
り
、
み
な
玉
の
よ
う
に
光
沢
が
あ

る
。千
年
に
及
ば
な
い
も
の
は
青
緑
と
な
っ
て
も
光
沢
が
な
い
。腐
食
に
よ
る
ダ
メ
ー

ジ
は
カ
タ
ツ
ム
リ
が
這
っ
た
よ
う
に
な
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
工
具
の
痕
が
あ
る
も

の
は
偽
で
あ
る
。
水
・
土
に
入
ら
ず
伝
世
し
た
も
の
は
色
が
紫
褐
で
朱
砂
斑
が
盛
り

上
が
る
。
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
古
銅
器
は
青
緑
色
で
表
面
が
剥
離
し
て
内
部
ま

で
錆
が
浸
食
し
て
お
り
、
表
面
に
は
玉
の
よ
う
な
光
沢
が
あ
る
。
浮
き
上
が
っ
た
朱

砂
斑
が
あ
る
も
の
は
三
代
の
器
物
で
は
な
い
。

こ
の
説
明
は
す
べ
て
『
洞
天
清
録
』
か
ら
の
受
け
売
り
で
あ
り
、
独
自
の
も
の

は
な
い
と
、
寛
斎
の
見
方
は
厳
し
い
。
さ
ら
に
は
じ
め
に
青
緑
で
光
沢
が
あ
る
も
の

は
千
年
を
経
た
も
の
と
い
い
な
が
ら
、
後
半
に
は
三
代
の
も
の
で
な
い
と
い
い
矛
盾

し
て
い
る
。
本
来
省
く
べ
き
説
で
あ
る
が
、
後
世
の
書
物
が
こ
れ
を
引
用
し
て
論
を

起
こ
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
参
考
の
た
め
に
残
し
て
お
く
と
述
べ
る
。

▽	

『
遵
生
八
牋
』燕
閒
清
賞
箋　

上（
論
古
銅
色
）、『
清
秘
蔵
』上（
論
古
銅
器
）、『
格

知
鏡
原
』
巻
三
十
六
所
引
『
玄
覧
』、『
五
雑
組
』
巻
十
二
物
部
四
、『
隻
塵
談
』

上
（
玩
古
三
説
）

▼	

右
の
諸
家
古
銅
色
弁
、
各
相
論
じ
難
く
、
失
得
互
に
有
り
。
趙
希
鵠
の
土
青

水
緑
の
説
、
理
に
於
て
こ
れ
有
る
に
似
る
。
然
れ
ど
も
謝
在
杭
云
う
古
墓
中

の
鏡
、
朱
砂
青
緑
皆
有
り
、
必
ず
し
も
水
に
入
て
窮
さ
ず
、
純
青
純
緑
、
必

ず
須
ら
く
千
年
と
す
べ
き
の
説
、
胡
韵
仲
云
う
、
嘉
萬
啓
禎
銭
、
才
百
年
、

已
に
翠
禽
の
如
し
。
亦
極
め
、
要
の
諸
家
皆
理
を
以
て
こ
れ
を
推
し
、
こ
れ

を
今
日
に
試
す
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。
按
ず
る
に
、
銅
器
水
土
に
入
ら
ば
、
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概
し
て
皆
緑
銹
を
結
し
、
そ
の
青
を
発
す
る
も
の
は
、
蓋
し
他
物
の
浸
染
に

係
る
。
故
に
緑
銹
は
甚
だ
多
し
。
し
か
れ
ど
も
青
を
発
す
る
も
の
は
百
に

一
二
無
し
。
高
深
甫
、
銅
質
の
清
瑩
・
渾
雑
を
以
て
青
・
緑
を
分
弁
す
る
も
、

亦
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
な
り
。
褐
色
古
来
伝
世
色
と
為
す
を
以
て
、
深
甫
、

独
り
高
阜
古
塚
、
地
気
蒸
潤
よ
り
出
て
、
以
て
こ
の
色
を
成
す
と
謂
う
。
張

茂
実
、
然
り
と
為
す
と
謂
う
。
然
れ
ど
も
今
存
す
る
所
の
漢
唐
古
銭
、
褐
色

を
為
す
も
の
甚
だ
多
し
。
豈
に
尽
く
高
阜
古
塚
よ
り
出
た
ら
ん
や
。
大
抵
の

古
銭
、
毎
に
紫
褐
、
黒
漆
、
蠟
茶
、
緑
銹
有
れ
ど
も
、
未
だ
嘗
て
深
青
及
び

朱
斑
を
発
す
る
も
の
を
見
ず
。未
だ
何
故
か
詳
し
か
ら
ず
。曹
明
仲
亦
謂
ら
く
、

漢
銭
青
緑
有
り
と
雖
も
、
瑩
潤
有
る
は
少
な
く
、
亦
朱
砂
斑
凸
起
し
た
る
無

き
も
の
、
一
に
こ
れ
を
見
る
を
得
る
と
謂
う
べ
き
な
り
。
凡
そ
賞
鑑
家
の
銅

色
を
弁
ず
る
に
、
必
ず
古
器
上
に
就
て
論
を
発
す
。
然
れ
ど
も
古
銅
器
の
今

に
存
す
る
も
の
は
甚
だ
希
な
り
。
故
に
多
く
こ
れ
を
観
る
あ
た
は
ず
し
て
模

索
走
理
す
る
こ
と
を
免
れ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
独
り
古
銭
存
す
る
と
こ
ろ
甚

だ
多
し
。
秦
・
漢
・
六
朝
、
親
し
く
こ
れ
を
覯
る
を
得
る
。
故
に
銅
色
を
弁

ず
る
者
、
宜
し
く
古
銭
上
に
於
て
こ
れ
を
求
む
べ
し
。
こ
れ
余
独
り
得
る
と

こ
ろ
、
記
し
て
以
て
後
人
に
告
ぐ
。

『
遵
生
八
牋
』
は
『
格
古
要
論
』
の
説
を
批
判
し
、
山
岳
の
近
く
に
土
中
し
た
も

の
が
青
く
な
る
と
す
る
。
ま
た
古
銅
器
の
腐
食
は
ま
ず
褐
色
に
な
り
、
次
に
水
銀
、

黒
漆
、
そ
し
て
青
緑
に
な
る
と
し
、
青
や
緑
一
色
で
光
沢
が
あ
る
も
の
は
褐
色
よ
り

も
新
し
い
。
宣
徳
銅
器
の
多
く
は
褐
色
で
、
三
代
の
古
銅
器
は
た
だ
青
緑
で
光
沢
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
金
属
の
質
や
製
作
、
文
様
、
銘
文
が
後
世
に
は
真
似
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
。『
格
古
要
論
』
は
三
代
の
器
物
に
は
朱
砂
斑
が
あ
る
と
い
う
が
、

宋
元
の
銅
器
に
も
同
じ
よ
う
に
大
小
の
朱
斑
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
時
代
を
決
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
清
秘
蔵
』
も
同
じ
く
『
格
古
要
論
』
の
説
を
批
判
し
、
土
に
湿
り
気
が
あ
り
密

閉
さ
れ
て
い
れ
ば
青
に
な
り
、
水
に
塩
分
が
あ
れ
ば
緑
に
な
り
、
光
沢
が
あ
れ
ば
千

年
以
上
経
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
純
粋
な
青
緑
で
な
け
れ
ば
三
代
の
古
銅
器
で
は

な
い
と
は
言
え
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
『
遵
生
八
牋
』
が
不
純
物
の
有
無
に
よ
っ
て

錆
の
青
・
緑
が
分
か
れ
る
と
の
論
に
対
し
て
、
古
代
の
青
銅
器
製
作
は
費
用
を
惜
し

ん
で
お
ら
ず
、
質
の
悪
い
銅
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
古
銅

器
の
色
に
優
劣
を
付
け
、
黒
漆
、
水
銀
、
青
、
緑
、
褐
色
、
朱
砂
、
鉛
色
の
順
と
す

る
が
、
黒
漆
が
最
も
偽
造
さ
れ
や
す
い
と
い
う
。

『
玄
覧
』
は
銅
で
出
来
た
も
の
は
土
中
し
て
千
年
で
青
く
な
り
、
水
の
中
に
入
っ

て
千
年
で
緑
色
に
な
る
。
伝
世
し
た
も
の
は
紫
褐
に
朱
斑
が
生
じ
、
色
は
蠟
茶
や
漆

黒
と
な
る
。
夏
の
銘
文
は
金
を
象
嵌
し
、
殷
は
質
素
、
周
は
鉄
に
よ
る
彫
刻
が
巧
み

で
あ
る
。
古
い
敦
鼎
は
「
丹
砂
𪋞
（
鷓
）
斑
」（
キ
ジ
科
の
鳥
シ
ャ
コ
の
羽
根
の
よ

う
な
黄
褐
色
の
斑
点
）
を
尊
び
、
現
在
は
「
漆
古
澒
古
文
」（
黒
漆
古
と
水
銀
古
か
）

を
良
し
と
す
る
。
古
器
は
大
き
い
こ
と
、
今
器
は
小
さ
い
こ
と
を
尊
ぶ
。

『
五
雑
組
』
に
よ
れ
ば
、
昔
の
人
が
言
う
に
は
、
銅
で
出
来
た
も
の
は
土
中
し
て

千
年
で
青
く
な
り
、
水
の
中
に
入
っ
て
千
年
で
緑
色
に
な
る
。
伝
世
し
た
も
の
は
紫

褐
に
朱
斑
が
生
じ
、
色
は
蠟
茶
や
漆
黒
と
な
る
。
し
か
し
、
古
墓
中
の
鏡
は
朱
砂
や

青
緑
の
も
の
が
あ
り
、
必
ず
し
も
水
中
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
古
え
の
人
は
棺

内
に
水
銀
を
灌
ぐ
こ
と
が
多
い
の
で
、
水
銀
古
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
『
隻
塵
談
（
譚
）』
は
「
銅
は
土
中
し
て
千
年
で
青
く
な
る
」（『
括
異
志
』）

と
の
説
を
引
き
、
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
嘉
靖
通
宝
、
萬
暦
通
宝
、
天
啓
通
宝
、
崇

禎
通
宝
な
ど
明
代
の
銭
貨
は
百
年
ほ
ど
で
翠
禽
の
よ
う
な
色
に
な
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
と
問
う
。

こ
れ
ら
の
銅
色
の
説
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
短
が
あ
る
と
寛
斎
は
見
解
を
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述
べ
る
。
趙
希
鵠
『
洞
天
清
録
』
の
「
土
青
水
緑
の
説
」
は
理
屈
と
し
て
有
り
う
る

と
す
る
一
方
、
謝
在
杭
『
五
雑
組
』
や
胡
韵
仲
『
隻
塵
譚
』
の
説
は
あ
く
ま
で
推
測

で
あ
っ
て
、
試
し
て
み
た
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
銅
器
が
水
中
や
土

中
に
入
れ
ば
基
本
的
に
は
緑
錆
を
生
じ
る
の
で
あ
り
、
青
錆
は
他
の
物
か
ら
の
影
響

で
あ
る
と
し
、
高
深
甫
『
遵
生
八
牋
』
が
銅
質
に
よ
っ
て
青
錆
、
緑
錆
の
別
が
生
じ

る
と
す
る
の
も
退
け
る
。
ま
た
深
甫
が
褐
色
の
錆
が
墳
墓
や
土
中
の
水
分
に
よ
る
と

し
た
の
に
対
し
て
、
古
銭
の
な
か
に
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
が
、
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
な
場
所
か
ら
出
土
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
銅
色
を
考
え

る
際
、
先
学
は
遺
品
が
少
な
い
古
銅
器
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
資
料
数
の
多
い
古
銭

を
参
考
に
す
る
べ
き
と
提
案
す
る
。

（
２
）
古
鏡

▼	

古
鏡
も
亦
銅
器
な
り
。
何
故
別
に
一
門
を
立
て
る
や
。
曰
く
、
古
銅
器
の
世

に
顕
ら
か
な
る
、
北
宋
に
盛
る
莫
し
。
而
る
に
又
其
の
時
を
以
て
倫
没
沙
漠
、

此
れ
所
謂
悖
入
悖
出
な
る
者
な
り
。
故
に
後
世
こ
れ
を
獲
る
者
、
啻た
だ

吉
光
片

羽
な
ら
ず
。
周
草
盧
が
云
が
如
く
、
鼎
彝
の
伝
、
今
に
至
る
は
絶
少
、
或
は

幸
い
に
し
て
伝
わ
る
も
、
類
多
損
缺
。
又
云
く
、
余
嘗
て
三
代
の
器
の
完
か

ら
ざ
る
者
を
得
る
。
饕
餮
一
半
首
、宋
末
元
初
、其
の
得
難
き
こ
と
此
の
如
し
。

何
ぞ
況
や
千
年
の
後
、万
里
の
外
、三
代
若
し
く
は
秦
漢
六
朝
を
論
じ
る
亡
く
、

亦
寥
々
罕
覯
な
り
。
唯
古
鏡
、
此
の
邦
古
来
尊
重
す
。
国
璽
宝
剣
と
併
せ
て

神
器
と
為
る
に
至
る
。
是
よ
り
の
後
、
宝
と
し
て
漢
鏡
を
重
ん
じ
、
史
は
書

く
こ
と
絶
え
ず
。
故
に
秦
漢
六
朝
、
今
に
存
す
る
は
亦
少
な
か
ら
ず
。
所
謂

青
緑
、
朱
砂
、
黒
漆
、
蝋
茶
、
悉
く
有
り
。
故
に
銅
色
を
論
弁
す
る
は
、
此

れ
に
就
き
こ
れ
を
求
む
。
復
た
古
銭
小
物
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
高

深
甫
・
謝
在
杭
の
如
く
、
古
鏡
を
論
弁
す
る
者
特
に
多
し
。
今
其
の
説
を
輯

録
し
、
余
見
る
所
を
以
て
附
し
、
以
て
銅
色
弁
の
次
に
叙
ぶ
。

古
代
の
青
銅
器
は
宋
代
に
お
い
て
も
す
で
に
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

千
年
を
経
て
、
遠
く
離
れ
た
日
本
で
ど
う
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

し
か
し
、
古
鏡
は
神
器
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
古
来
よ
り
尊
重
さ
れ
、
秦
漢
か
ら

六
朝
に
作
ら
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
高
深
甫
や
謝
在
杭
の
よ

う
に
、
古
鏡
に
つ
い
て
論
じ
る
者
も
多
い
の
で
、
そ
の
説
を
銅
色
弁
の
次
に
収
録
す

る
。▽	

『
遵
生
八
牋
』燕
閒
清
賞
箋　

上（
論
古
銅
色
・
論
古
銅
器
具
取
用
）、『
五
雑
組
』

巻
十
二
物
部
四

『
遵
生
八
牋
』
に
よ
る
と
、
古
鏡
の
う
ち
銀
色
を
呈
す
る
「
銀
背
」
は
埋
葬
に
用

い
た
水
銀
の
影
響
に
よ
る
。そ
の
前
に
血
液
に
よ
る
穢
汚
を
受
け
る
と「
鉛
背
」や「
青

緑
」
と
な
り
、
土
中
で
さ
ら
に
年
月
が
経
過
す
る
と
「
鉛
背
」
が
「
黒
漆
古
」
に
な

る
と
い
う
。
ま
た
用
い
る
べ
き
鏡
の
甲
乙
に
つ
い
て
述
べ
る
。
銭
の
よ
う
に
小
さ
な

鏡
で
、
鏡
面
に
瑕
痕
が
無
く
、
さ
ら
に
金
銀
象
嵌
で
花
紋
を
散
ら
し
た
も
の
は
高
価

で
入
手
が
容
易
で
な
く
、
山
游
寺
宿
に
携
行
す
る
た
め
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。
鑑
賞
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
三
〇
㎝
を
超
え
る
大
型
の
円
鏡
や
三
寸
以
上

の
銭
の
よ
う
な
小
鏡
を
上
格
と
し
、
五
七
寸
の
も
の
を
そ
の
次
と
す
る
。
菱
花
、
八

角
、
方
鏡
は
す
べ
て
採
用
し
な
い
。

『
五
雑
組
』
に
よ
る
と
、
唐
以
前
は
み
な
揚
州
か
ら
鏡
を
献
納
さ
せ
た
。
五
月
五

日
に
揚
子
江
の
中
心
の
水
を
取
っ
て
鋳
造
し
、
水
が
清
ら
か
で
あ
れ
ば
良
い
鏡
が
で

き
る
。
現
在
、
北
は
易
水
、
南
は
呉
興
が
よ
い
と
さ
れ
る
の
も
水
の
た
め
で
あ
る

が
、
易
鏡
は
湖
鏡
に
遠
く
及
ば
な
い
。
ま
た
、
秦
鏡
は
花
紋
が
無
く
、
漢
鏡
に
は
四

つ
の
釘
（
乳
）
や
海
馬
蒲
桃
（
海
獣
葡
萄
）
の
文
様
が
あ
る
。
唐
鏡
の
鼻
鈕
は
大
き
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く
、
六
角
鏡
、
菱
花
鏡
が
あ
る
。
宋
以
後
は
貴
ぶ
に
及
ば
な
い
。
鏡
は
古
い
ほ
ど
よ

く
、
銘
文
や
斑
色
の
美
だ
け
で
な
く
、
邪
魅
を
辟
け
、
火
災
を
禳
う
ゆ
え
に
君
子
が

貴
ぶ
。
山
東
や
河
南
、
関
中
の
古
墓
で
は
常
に
無
数
の
鏡
が
発
見
さ
れ
る
。
古
人
は

棺
に
収
め
る
前
に
親
族
や
知
人
が
弔
い
に
来
て
死
者
の
体
を
鏡
で
護
り
、
屍
気
の
変

動
を
防
い
だ
と
い
う
。
そ
し
て
棺
の
中
に
と
も
に
収
め
た
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
墓

に
数
百
面
も
あ
る
。
年
月
が
経
つ
と
屍
の
血
肉
や
苔
土
の
影
響
に
よ
り
鏡
は
紅
・
緑

の
二
色
と
な
り
、「
朱
砂
」「
鷓
鴣
」「
碧
鈿
」
と
い
っ
た
宝
相
を
呈
す
る
の
で
貴
ば

れ
る
。
伝
世
し
た
も
の
は
漆
の
よ
う
に
黒
く
光
り
、
紅
・
緑
と
は
な
ら
な
い
。
臨
淄

（
南
京
市
六
合
区
）
は
偽
物
を
作
る
者
が
最
も
多
い
。

▼	

白
楽
天
『
新
楽
府
』
を
按
ず
る
に
云
く
、「
百
錬
鏡
鎔
範
非
常
規
、
日
辰
置
処

霊
且
奇
、
江
心
波
上
舟
中
鋳
、
五
月
五
日
日
午
時
、
瓊
粉
金
膏
磨
瑩
已
、
化

為
一
片
秋
潭
水
、
鏡
成
将
献
蓬
莱
宮
、
揚
州
長
史
手
自
封
、
人
間
臣
妾
不
合
照
、

背
有
九
五
飛
天
龍
、
人
人
呼
為
天
子
鏡
」。
此
れ
に
據
り
乃
ち
唐
時
揚
州
鏡
を

貢
ぎ
、
製
作
精
緻
に
し
て
、
大
い
に
工
力
を
費
や
す
を
知
る
。
謝
在
杭
の
言
、

真
に
其
の
事
有
り
。
高
深
甫
云
う
所
の
銭
の
如
き
小
鏡
、
今
に
伝
わ
る
者
絶

少
。
余
家
凡
そ
二
枚
を
蔵
す
。
一
は
則
ち
面
背
鉛
色
に
通
成
す
る
者
、
一
は

則
ち
鉛
色
稍
黒
漆
に
変
成
す
る
者
、
皆
千
百
年
外
の
物
、
こ
れ
を
山
遊
水
宿

に
携
え
る
に
最
も
軽
便
を
覚
ゆ
。
唯
古
人
此
の
小
物
を
造
る
は
果
た
し
て
何

に
用
い
る
所
か
を
疑
う
。
左
伝
（
荘
公
二
十
一
年
）
を
按
ず
る
に
、「
鄭
伯
の

王
を
享
す
る
や
、
王
、
后
の
鞶
鑑
を
以
て
こ
れ
に
予
ふ
」。
杜
注
云
く
、「
后
、

王
后
な
り
。
鞶
帯
し
て
鑑
を
以
て
飾
と
為
す
な
り
」。
今
西
方
羌
胡
然
り
と
為

す
。
古
の
遺
服
、
乃
ち
小
鏡
こ
れ
を
革
帯
に
綴
る
を
知
る
。
猶
ほ
玉
龍
銀
魚

の
ご
と
し
。
蓋
し
以
て
宝
重
す
る
に
足
る
。
凡
そ
古
銅
銹
を
結
す
は
、
緑
色

居
多
に
し
て
、
青
を
成
す
者
百
に
一
二
に
過
ぎ
ず
。
故
に
世
人
緑
色
を
見
る

は
、
青
緑
を
汎
称
し
、
未
だ
青
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
者
亦
多
し
。
余

家
蔵
す
る
漢
四
乳
鑑
、
通
身
鉛
色
、
其
の
上
青
緑
に
斑
を
成
し
、
青
潤
に
し

て
滴
を
欲
す
。
緑
枯
燥
、苔
蘚
の
如
し
。
且
つ
花
紋
の
際
、悉
く
朱
砂
を
生
ず
。

匀
浄
光
瑩
、
一
叚
錦
繍
に
似
た
り
。
乃
ち
寛
政
中
肥
前
諫
早
郷
、
掘
地
獲
る

所
な
り
。
是
謝
在
杭
云
う
所
、
朱
砂
、
鷓
鴣
、
碧
鈿
の
諸
宝
相
な
る
者
な
り
。

而
る
に
青
潤
の
美
、亦
他
罕
に
見
る
所
、又
以
て
青
緑
の
弁
と
知
る
べ
き
な
り
。

曽
て
備
中
森
岡
介マ
マ

（
君
）
玉
蔵
す
唐
天
王
日
月
鑑
を
見
る
。
亦
摂
州
島
下
郡

片
山
村
掘
地
獲
る
所
、
面
背
黒
漆
色
に
通
成
し
、
光
瑩
鑑
す
べ
し
。
其
の
黒

漆
剥
落
の
処
、
緑
鏽
徹
骨
す
。
此
の
緑
色
、
黒
漆
に
変
成
の
徴
、
黒
漆
に
変

成
を
見
る
べ
き
は
、
独
り
鉛
色
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
謝
在
杭
云
く
、「
伝
世
は

黒
く
光
る
こ
と
漆
の
如
し
」。
此
れ
固
然
な
り
。
然
る
に
鉛
緑
等
色
、
黒
漆
に

変
成
せ
る
者
と
、
亦
自
ら
同
じ
か
ら
ず
。
具
眼
の
者
、
固
よ
り
こ
れ
を
弁
ず
。

白
居
易
の
『
新
楽
府
』
よ
り
「
百
錬
鏡
」
詩
を
引
用
し
、『
五
雑
組
』
が
五
月
五

日
に
揚
子
江
の
水
を
用
い
て
鏡
を
鋳
造
し
た
す
る
説
を
正
し
い
と
す
る
。
ま
た
『
遵

生
八
牋
』
の
い
う
小
鏡
を
自
身
が
二
面
所
蔵
す
る
と
い
い
、
一
面
は
鉛
色
、
も
う
一

面
は
鉛
色
が
や
や
黒
漆
に
変
化
し
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
『
左
伝
』
か
ら
古
代
に
は

革
帯
に
小
鏡
を
付
け
て
携
帯
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
古
鏡
の
錆
色
に
つ
い
て
、
多
く

は
緑
錆
で
青
色
と
な
る
も
の
は
百
に
一
二
に
過
ぎ
ず
、
青
錆
が
ど
う
い
う
も
の
か
分

か
っ
て
い
な
い
者
も
少
な
く
な
い
。
所
蔵
す
る
「
漢
四
乳
鑑
」（
肥
前
諫
早
出
土
）

を
見
る
と
、『
五
雑
組
』
が
言
う
「
朱
砂
」「
鷓
鴣
」「
碧
鈿
」
の
様
相
が
あ
る
。
ま
た
、

海
野
蠖
斎
所
蔵
の
「
唐
天
王
日
月
鑑
」
は
摂
津
国
島
下
郡
片
山
村
で
出
土
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
黒
漆
色
が
剥
落
し
た
部
分
は
緑
色
で
あ
り
、
鉛
色
だ
け
が
黒
漆
色
に
変

化
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
３
）
冷
冲
屑
湊

▽	
『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
鋳
偽
造
・
論
新
旧
銅
器
弁
正
）、『
清

秘
蔵
』
上
（
論
古
銅
器
）、『
五
雑
組
』
巻
十
二
物
部
四

▼	

近
ご
ろ
一
炉
を
見
る
。
鏡
を
截
て
方
に
せ
し
め
、
四
片
合
成
す
。
一
に
謝
在

杭
の
言
の
如
し
。
唯
鏡
面
外
に
向
く
。
光
瑩
猶
鑑
す
べ
し
。
内
に
具
ふ
に
黄

泥
を
調
抹
し
て
花
紋
を
遮
掩
し
、
工
亦
是
精
な
ら
ず
。
凡
そ
古
銅
器
を
貴
ぶ

者
、
何
ぞ
唯
其
の
質
を
愛
す
や
。
花
紋
の
精
、
結
銹
の
美
、
皆
以
て
愛
玩
す

べ
き
な
り
。
若
し
徒
に
照
ら
す
を
以
て
形
こ
れ
を
取
れ
ば
、破
鏡
亦
用
ゆ
べ
し
。

何
ぞ
須
ら
く
炉
を
作
る
を
煩
は
す
べ
し
。
蓋
し
近
時
の
鏡
を
取
用
ひ
、
花
紋

有
る
を
賞
す
べ
き
無
し
。
故
に
此
の
伎
倆
を
作
る
の
み
。
是
所
謂
知
ら
ず
し

て
作
る
者
。
以
て
肉
眼
に
供
す
に
足
る
。
以
て
誣
識
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

『
遵
生
八
牋
』
に
よ
る
と
、
三
代
か
ら
秦
漢
の
古
銅
器
に
欠
損
が
あ
る
の
は
偽
造

で
は
な
い
。
近
年
よ
く
見
る
「
冷
冲
」「
熱
冲
」「
冷
銲
」「
軟
銅
」「
冲
泫
」
で
あ
り
、

古
色
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ「
熱
冲
」は
や
や
黒
く
な
る
。
鉛
を
用
い
た
補
修
や「
冷

冲
」
は
法
蠟
で
器
内
を
填
飾
し
、
泥
で
覆
い
隠
し
て
出
土
の
状
態
を
作
り
出
す
。
完

品
で
は
な
い
も
の
の
偽
物
で
は
な
い
。
ま
た
古
器
の
破
片
を
集
め
る
「
屑
湊
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
破
片
は
古
く
、た
だ
作
っ
た
部
分
が
新
し
い
。
こ
れ
を「
改
鍬
」と
い
う
。

都
で
の
滞
在
中
に
見
た
「
子
父
鼎
」
は
古
い
壺
の
蓋
で
胴
部
を
作
り
、
古
墓
の
壊
れ

た
飛
龍
脚
や
古
い
鼎
の
耳
を
集
め
て
一
炉
を
作
り
出
し
た
も
の
で
、
真
正
の
品
と
は

言
え
な
い
。
ま
た
「
西
（
亜
か
）
虎
父
鼎
」
は
割
れ
た
古
鏡
を
四
角
く
加
工
し
、
四

面
を
冷
銲
、
古
炉
の
耳
と
足
を
屑
湊
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
作
行
き
は
精
絶
と
言
っ

て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
、
古
墓
で
遺
棄
さ
れ
た
環
、
佩
、
充
珥
、
瑱
、
珈
、
琫
、

珌
な
ど
を
探
し
、
こ
れ
を
加
工
し
て
銅
器
に
象
嵌
し
た
も
の
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て

い
る
。
剥
落
せ
ず
錆
に
覆
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
隠
す
と
こ
ろ
と
露
わ
に
す
る
と
こ
ろ

を
う
ま
く
塩
梅
し
、
自
然
と
古
雅
で
あ
る
よ
う
な
感
じ
に
す
る
。
後
補
の
部
分
は
必

ず
鑿
を
入
れ
て
欠
片
と
し
、
嵌
め
る
と
こ
ろ
と
そ
の
ま
ま
残
す
と
こ
ろ
を
作
る
。
土

を
落
と
し
、
法
蠟
で
覆
え
ば
、
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

『
清
秘
蔵
』
に
よ
る
と
、「
冷
冲
」
と
は
破
損
し
た
古
銅
器
を
鉛
で
補
い
、「
冷
銲
」

し
て
法
蠟
で
填
飾
し
、
見
た
目
を
整
え
て
出
土
し
た
よ
う
に
作
る
こ
と
、「
屑
湊
」

と
は
不
完
全
な
古
器
の
部
品
を
合
成
し
、
ひ
と
つ
の
器
物
を
作
り
出
す
こ
と
と
す

る
。『

五
雑
組
』
に
よ
れ
ば
、
洛
陽
の
人
は
古
墓
で
割
れ
た
鏡
を
掘
り
出
し
、
四
角
く

切
断
し
て
四
片
を
合
成
し
、
柱
を
加
え
て
鑪
に
仕
立
て
る
。
こ
れ
を
鏡
鑪
と
い
う
。

製
作
は
新
し
い
が
素
材
は
古
い
物
で
あ
り
、
机
の
上
に
置
く
と
下
手
な
鼎
よ
り
も

勝
っ
て
い
る
。

寛
斎
は
鏡
を
切
断
し
て
四
片
を
合
成
し
た
炉
を
見
た
と
い
う
。
米
庵
が
『
小
山

林
堂
書
画
文
房
目
録
』
に
収
録
し
た
⑬
鏡
鑪
を
指
す
と
み
ら
れ
、
も
と
は
寛
斎
所
蔵

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
寛
斎
は
古
銅
器
を
貴
ぶ
の
は
そ
の
質
だ
け
で
な
く
、
文

様
の
精
緻
さ
や
錆
の
美
し
さ
も
す
べ
て
愛
玩
す
る
と
述
べ
る
。
こ
の
鏡
鑪
な
ど
は
近

年
の
鏡
背
文
様
に
観
る
べ
き
も
の
が
な
い
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、
偽
物
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
。

（
４
）
偽
古
銅
色

▽	

『
洞
天
清
録
』
古
鐘
鼎
彝
器
弁
（
偽
古
銅
器
）、『
格
古
要
論
』
上
（
古
銅
器
論

偽
古
銅
）、『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
新
鋳
偽
造
・
論
宣
銅
倭
銅

炉
瓶
器
皿
）

古
銅
器
の
色
合
い
を
偽
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
す
。『
洞
天
清
録
』
に
よ
る
と
、

古
銅
器
を
偽
作
す
る
に
は
ま
ず
錫
め
っ
き
を
す
る
。
そ
し
て
釅
醋
（
強
い
酢
）
と
磠
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砂
（
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
）
の
粉
末
を
調
合
し
て
筆
で
塗
布
し
、
蠟
茶
色
に
な
る
の

を
待
っ
て
す
ぐ
に
新
し
く
汲
ん
だ
水
に
浸
す
と
蠟
茶
色
に
な
る
。
漆
色
に
な
る
ま
で

待
っ
て
浸
す
と
漆
色
に
な
る
。
浸
す
の
が
遅
れ
れ
ば
色
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
水
に

入
れ
な
け
れ
ば
純
翠
色
に
な
る
。
い
ず
れ
も
布
で
擦
っ
て
光
沢
を
出
す
と
、銅
腥（
に

お
い
）
が
水
銀
に
よ
っ
て
消
え
る
。
た
だ
し
、古
銅
の
音
は
か
す
か
で
澄
ん
で
お
り
、

新
銅
の
音
は
大
き
く
濁
っ
て
い
る
の
で
、
目
利
き
を
だ
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
格
古
要
論
』
も
水
に
浸
す
ま
で
は
同
様
の
こ
と
を
記
し
、
そ
の
後
、
稲
わ
ら
を

燃
や
し
た
煙
で
燻
す
と
い
う
。
布
で
擦
っ
て
光
沢
を
出
し
、
漆
と
朱
を
混
ぜ
た
も
の

を
用
い
て
刷
毛
で
朱
砂
斑
を
似
せ
る
。
表
面
上
だ
け
で
内
部
ま
で
浸
透
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
見
分
け
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
と
す
る
。

『
遵
生
八
牋
』
に
よ
れ
ば
、
近
年
、
山
東
や
陝
西
、
河
南
、
金
陵
な
ど
で
作
ら
れ

た
銅
器
は
古
式
に
則
り
、
文
様
や
銘
文
も
み
な
古
器
を
よ
く
写
し
て
差
が
余
り
な

い
。
た
だ
器
形
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
手
触
り
は
粗
く
、
気
質
は
悪
い
。
そ
の

製
法
は
剔
摩
光
浄
を
鋳
出
す
に
、
文
様
の
欠
失
を
彫
刻
に
よ
り
補
い
、
清
冷
な
水
と

泥
礬
を
混
ぜ
て
一
昼
夜
置
い
た
も
の
を
加
熱
し
、
そ
れ
を
三
度
繰
り
返
す
。
乾
い
た

と
こ
ろ
で
、
磠
砂
、
胆
礬
、
寒
水
石
、
硼
砂
、
金
絲
礬
の
粉
末
を
青
塩
水
に
溶
か
し

て
筆
で
二
三
度
塗
布
す
る
。
一
二
日
で
洗
い
流
し
、
乾
く
と
ま
た
洗
う
こ
と
を
三
～

五
度
繰
り
返
す
。
次
に
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
炭
火
で
焼
き
、釅
醋
を
掛
け
て
埋
め
る
。

三
日
で
掘
り
出
し
、
古
斑
を
生
じ
て
い
れ
ば
蠟
で
擦
る
。
深
い
色
に
し
た
け
れ
ば
竹

の
葉
で
煙
薫
す
る
。
顔
色
を
點
綴
す
る
（
ほ
ど
よ
く
散
ら
ば
ら
せ
る
）
に
は
寒
・
温

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
明
乳
香
を
使
う
。
白
蠟
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
青
な

ら
石
青
、
緑
な
ら
四
支
緑
、
紅
な
ら
朱
砂
を
投
入
す
る
。
温
法
は
蠟
を
多
く
し
、
寒

法
は
乳
香
と
半
々
に
す
る
。
ま
た
顔
色
を
盛
り
上
が
ら
せ
る
に
は
、
滷
銹
針
砂
を
用

い
る
。
水
銀
色
は
水
銀
砂
錫
（
錫
ア
マ
ル
ガ
ム
）
を
銅
器
の
辺
角
に
塗
布
し
、
法
蠟

で
取
り
繕
う
。
ま
た
は
塩
分
を
含
ん
だ
地
中
に
一
二
年
埋
め
て
お
け
ば
古
び
た
感
じ

に
な
る
。
最
近
、
呉
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
銅
器
が
偽
造
さ
れ
て
お
り
、
徐
守
素
が
製
作

し
た
も
の
は
精
緻
で
古
器
と
変
わ
ら
な
い
ぐ
ら
い
高
価
で
あ
る
。
書
斎
に
置
い
て
も

鑑
賞
に
堪
え
る
も
の
で
、
粗
悪
な
も
の
と
同
列
に
語
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
５
）
古
器
取
用

▽	

『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
古
銅
器
具
取
用
）、『
格
古
要
論
』
上
（
古

銅
器
論　

古
香
炉
）、『
遵
生
八
牋
』
燕
閒
清
賞
箋　

上
（
論
宣
銅
倭
銅
炉
瓶

器
皿
）、『
瓶
花
譜
』、『
格
知
鏡
原
』
巻
三
十
六
（
古
玉
器
）
所
引
『
稗
史
類
編
』

古
銅
器
の
用
途
に
つ
い
て
記
す
。『
遵
生
八
牋
』
は
、
鼎
、
巵
、
杯
、
匜
、
盤
、
洗
、

觚
、
尊
、
觶
、
壺
、
瓶
、
編
鐘
、
布
銭
な
ど
に
つ
い
て
、
本
来
の
用
途
と
宋
代
に
お

け
る
転
用
、
書
斎
で
用
い
る
際
の
甲
乙
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
格
古
要
論
』
に
よ
れ
ば
、
古
代
に
は
蕭
艾
を
焚
く
だ
け
で
香
と
い
う
も
の
は
な

く
、
し
た
が
っ
て
香
炉
も
な
か
っ
た
。
今
用
い
て
い
る
の
は
す
べ
て
祭
器
で
あ
っ
た

鼎
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
博
山
炉
は
漢
の
太
子
宮
で
用
い
た
香
炉
で
、
そ

の
製
作
の
は
じ
め
と
言
え
る
。

『
遵
生
八
牋
』
に
よ
れ
ば
、
古
代
に
は
銅
製
の
小
香
炉
は
な
く
、『
博
古
図
録
』

で
は
わ
ず
か
に
一
二
品
が
あ
る
の
み
で
、
後
に
小
鼎
炉
や
獣
炉
、
博
山
炉
が
出
て
く

る
。
高
さ
二
尺
ほ
ど
の
も
の
は
当
時
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

墓
中
の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
中
様
鼎
炉
や
獣
面
脚
桶
炉
に
は
焚
香
手
玩
に
堪
え
な

い
も
の
も
あ
る
。

『
瓶
花
譜
』
に
は
、
花
を
挿
す
の
に
用
い
る
銅
器
は
尊
、
罍
、
觚
、
壺
で
、
も
と

は
酒
を
入
れ
る
た
め
の
器
で
あ
る
と
い
う
。

『
稗
史
類
編
』
に
よ
れ
ば
、
古
銅
器
に
は
辟
邪
の
効
能
が
あ
る
の
で
、
人
家
に
は

こ
れ
を
用
意
し
て
お
く
と
よ
い
。
山
精
、
水
魅
は
年
を
経
る
と
よ
く
祟
り
を
な
す
と
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聞
く
が
、
三
代
の
古
銅
器
も
長
い
年
月
を
経
た
の
で
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
。

【
総
説
】

▽	

『
輟
耕
録
』
巻
十
七
（
古
銅
器
）、『
格
知
鏡
原
』
巻
三
十
六
（
古
玉
器
）
所
引
『
稗

史
類
編
』、『
隻
塵
談
』
上
（
玩
古
三
説
）、『
骨
董
説
』、『
岩
棲
幽
事
』、『
日
知
録
』

巻
二
十
一
（
古
器
）

総
説
と
し
て
六
書
か
ら
引
用
す
る
。
ま
ず
『
輟
耕
録
』
を
み
る
と
、
古
銅
器
に

つ
い
て
は
『
游
宦
紀
聞
』
と
『
洞
天
清
録
』
に
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
好
古
の

士
で
あ
れ
ば
経
伝
紀
録
を
読
ん
で
そ
の
起
源
や
詳
細
を
求
め
な
く
て
よ
い
わ
け
が
な

い
と
す
る
。

『
稗
史
類
編
』
に
よ
る
と
、
古
い
鋳
造
は
蠟
を
用
い
て
模
を
作
り
、
銘
文
と
刻
画

を
加
え
る
。
そ
れ
か
ら
一
ま
わ
り
大
き
な
小
桶
に
入
れ
、
底
の
あ
わ
せ
め
に
糸
ぐ
ら

い
の
細
さ
の
隙
間
を
開
け
て
お
く
。
澄
泥
に
水
を
加
え
て
薄
糜
（
か
ゆ
）
状
に
し
、

一
日
に
一
度
注
ぐ
。
乾
い
て
か
ら
再
び
注
ぎ
、
ま
ん
べ
ん
な
く
行
き
わ
た
る
よ
う
に

す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
桶
板
を
取
り
去
り
、
す
ぐ
に
細
か
な
黄
土
を
多
量
の
塩

と
紙
筋
（
す
さ
）
を
用
い
て
澄
泥
の
外
側
に
固
め
、
さ
ら
に
黄
土
を
二
寸
の
厚
さ
に

塗
り
加
え
る
。（
内
部
の
蠟
を
溶
か
し
て
抜
い
た
後
）
残
っ
た
空
間
に
熔
銅
を
注
ぎ

入
れ
る
。
一
度
の
鋳
造
で
必
ず
成
功
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
が
貴
重
な
理

由
で
あ
る
。

『
隻
塵
談
』
は
古
物
の
愛
玩
に
つ
い
て
、
古
い
物
の
す
べ
て
が
愛
玩
に
耐
え
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
好
は
解
を
生
じ
、
解
は
悟
を
生
じ
、
悟
は
悔
を
生
じ
、

悔
は
懼
を
生
じ
、
懼
は
弁
を
生
じ
、
弁
は
疑
を
生
じ
、
疑
は
虚
を
生
じ
、
虚
は
明
を

生
じ
る
。
こ
の
八
者
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
骨
董
説
（
骨
董
十
三
説
）』
か
ら
「
今
の
古
器
を
論
ず
る
者
、
動
れ
ば
輒
ち
三

代
を
言
う
」、「
収
蔵
す
る
所
の
家
、
未
だ
必
ず
し
も
識
見
あ
ら
ず
、
識
見
す
る
所
の

家
、
未
だ
必
ず
し
も
資
斧
あ
ら
ず
」、「
骨
董
に
逸
品
あ
り
」、「
骨
董
を
玩
ぶ
は
、
病

を
却
け
年
を
延
ば
す
の
助
け
あ
り
」
の
節
を
引
用
す
る
。「
骨
董
に
逸
品
あ
り
」
で

は
そ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
好
事
家
に
よ
っ
て
絶
世
の
奇
珍
と
あ

が
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
贋
物
を
天
下
の
珍
と
誇
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
具
眼

の
者
は
世
に
出
な
い
と
嘆
く
。「
古
を
執
り
て
今
を
證
す
、
豈
に
独
り
骨
董
の
み
然

り
と
為
さ
ん
や
」
と
、
い
に
し
え
か
ら
現
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
骨
董
だ
け

で
は
な
い
と
記
す
。

『
岩
棲
幽
事
』
に
は
「
金
石
彝
鼎
は
人
を
古
な
ら
し
む
」
と
あ
り
、
金
石
や
古
銅

器
に
よ
っ
て
古
代
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。

『
日
知
録
』に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
南
宋
・
洪
邁
の『
容
斎
随
筆
』に
は
春
秋
以
来
、

彝
器
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
代
の
逸
書
に
も『
典
宝
』や『
分

器
』
が
あ
り
、
ま
た
『
周
礼
』
春
官
の
「
典
庸
器
」
と
い
う
官
職
が
祭
祀
に
お
い
て

彝
器
を
並
べ
た
。
魯
公
（
周
公
旦
の
長
子
・
伯
禽
）
が
夏
后
氏
の
璜
や
封
夫
の
繁
弱

を
賜
り
、
成
王
の
弟
・
唐
叔
が
密
須
の
鼓
や
闕
鞏
の
甲
を
与
え
ら
れ
、
成
王
の
顧
命

に
お
い
て
赤
刀
、
弘
璧
、
天
球
、
河
図
な
ど
が
陳
設
さ
れ
る
な
ど
、
天
子
が
世
守
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
王
子
朝
が
成
周
の
宝
珪
を
黄
河
に
沈
め
て
河
神
を

祀
っ
た
よ
う
に
、
古
器
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
長
い
年
月
を
経
た
も
の

が
神
怪
を
な
す
と
い
う
の
に
も
理
が
あ
る
。
陳
や
宋
を
滅
ぼ
し
た
後
、
王
朝
が
所
蔵

し
て
い
た
古
器
を
廃
棄
さ
せ
た
隋
の
文
帝
や
金
の
海
陵
王
な
ど
は
、
勝
手
き
ま
ま
な

不
学
の
主
と
も
言
え
よ
う
。
古
器
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
寛
斎
は
、
二
十
の
書
物
か
ら
古
銅
器
に
関
す
る
記
述
を
項
目
ご

と
に
抜
き
出
し
、
南
宋
か
ら
清
代
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
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し
た
う
え
、
少
な
い
な
が
ら
も
そ
れ
ら
に
対
す
る
自
ら
の
考
え
を
書
き
留
め
た
。
な

か
で
も
多
く
引
用
し
た
文
献
が
、『
遵
生
八
牋
』、『
格
古
要
論
』、『
洞
天
清
禄
集
』、

『
清
秘
蔵
』、『
游
宦
紀
聞
』、『
清
秘
蔵
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
游
宦
紀
聞
』
は
、

自
ら
「
蜀
道
に
遊
び
、
徧
く
四
路
数
十
郡
を
歴
し
、
周
旋
す
る
こ
と
凡
そ
二
十
余
年
」

と
称
し
た
張
世
南
が
、
そ
の
半
生
で
見
聞
し
た
と
こ
ろ
を
記
し
た
随
筆
で
あ
る
が
、

ほ
か
の
五
書
は
い
ず
れ
も
書
斎
に
お
け
る
文
房
な
ど
の
文
人
趣
味
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
宋
代
以
降
に
高
ま
っ
た
彼
ら
の
古
銅
器
愛
好
を
背
景
と
し
て
い
る
。
寛
斎
を

は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
知
識
人
が
古
銅
器
の
実
物
に
対
し
た
と
き
、『
博
古
図

録
』
や
『
西
清
古
鑑
』
な
ど
の
図
譜
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
け
る
記
述
を

参
考
に
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

市
河
米
庵
に
よ
る
『
米
庵
墨
談
』
続
編
巻
三
に
は
「
銅
器
」
の
一
節
が
あ
り
、

①
銅
器
図
説
、
②
銅
色
、
③
款
識
、
④
宣
炉
か
ら
成
る
。
①
は
『
考
古
図
』、『
博
古

図
録
』、『
游
官
紀
聞
』、『
文
房
肆
攷
』
か
ら
古
銅
器
の
器
種
を
図
入
り
で
説
明
す
る
。

②
は
「
土
古
」「
水
古
」「
伝
世
古
」「
水
銀
古
」「
冷
冲
屑
湊
」
に
分
け
、
古
銅
器
の

色
に
つ
い
て
『
洞
天
清
禄
集
』『
遵
生
八
牋
』『
格
古
要
論
』『
五
雑
組
』『
清
秘
蔵
』

を
引
用
す
る
。
③
は
銘
文
に
つ
い
て
『
博
古
図
録
』、『
游
宦
紀
聞
』、『
洞
天
清
録
』、

明
・
楊
慎
『
升
庵
集
』
巻
六
十
、『
通
雅
』
な
ど
を
引
用
す
る
。
④
は
宣
徳
銅
器
に

つ
い
て
『
遵
生
八
牋
』『
清
秘
蔵
』『
宣
炉
歌
註
』『
骨
董
志
』『
帰
田
集
』
を
引
く
。「
先

人
曽
て
云
、
銅
色
を
弁
ず
る
に
、
宜
し
く
古
銭
上
に
於
い
て
こ
れ
を
求
め
ば
、
思
い

半
ば
に
過
ぐ
と
。
真
に
確
論
と
云
へ
し
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
斎
の
『
古
銅
器

彙
考
』
を
下
敷
き
に
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
直
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
冒

頭
に
は
「
古
銅
器
を
愛
す
る
も
、
好
古
家
の
一
事
な
り
。
第
一
に
何
の
器
な
る
こ
と

を
論
知
し
、
次
に
銅
色
新
古
偽
造
を
弁
別
す
へ
し
」
と
記
し
、
ま
た
宣
徳
銅
器
に
つ

い
て
「
諸
書
た
か
ひ
に
相
弁
論
す
。
こ
れ
ま
た
賞
鑑
家
の
知
へ
き
こ
と
な
り
」
と
述

べ
る
こ
と
か
ら
、
好
古
家
、
賞
鑑
家
と
し
て
の
古
銅
器
に
対
す
る
意
識
が
窺
え
よ
う
。

お
わ
り
に

漢
学
者
・
頼
山
陽
は
「
西
清
古
鑑
に
題
す
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
、
市
河
寛

斎
と
同
じ
く
好
古
の
癖
を
有
し
た
人
物
と
し
て
姫
路
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
河
合
元
鼎

（
一
七
六
七
～
一
八
四
一
）
を
挙
げ
、
そ
の
も
と
で
古
銅
器
を
鑑
賞
し
た
こ
と
を
記

す
。

故
西
野
翁
（
市
河
寛
斎
）、古
を
好
み
、河
合
漢
年
（
元
鼎
）
と
癖
を
同
じ
う
し
、

漢
年
更
に
力
あ
り
。
網
羅
種
々
、
余
を
邀む
か

へ
て
恣
に
観
し
む
。
余
銅
器
を
鑑
す

る
眼
無
し
と
雖
も
、
尚
書
を
観
る
の
意
を
以
て
こ
れ
を
観
る
に
、
大
な
る
差
謬

な
し
。
偶
々
西
清
古
鑑
を
読
み
、
往
事
を
憶
ひ
起
し
て
此
れ
を
書
す
。

古
銅
器
を
鑑
別
す
る
能
力
が
な
く
と
も
、
五
経
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
書
経
』
を

読
む
の
と
同
じ
意
識
で
観
れ
ば
大
き
な
差
は
な
い
と
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
学
者
に

と
っ
て
そ
れ
ら
は
儒
学
の
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
く
、
理
想
と
す
べ
き
古
代
中
国
の
聖
人

に
触
れ
る
貴
ぶ
べ
き
遺
物
で
あ
っ
た
。
寛
斎
や
米
庵
、
棭
斎
ら
の
根
底
に
も
同
様
の

意
識
が
あ
り
、
単
な
る
骨
董
趣
味
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
古
銅
器
が
愛
玩
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代
に
は
す
で
に
、

多
く
の
倣
古
品
や
贋
物
が
製
作
さ
れ
、
殷
周
青
銅
器
の
真
作
は
稀
で
あ
っ
た
。
江
戸

時
代
の
文
人
も
そ
の
よ
う
な
状
況
は
充
分
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
古

鏡
は
古
墳
か
ら
も
出
土
す
る
が
、
古
代
中
国
の
青
銅
器
は
基
本
的
に
国
内
で
見
つ
か

る
こ
と
は
な
く
、
決
し
て
身
近
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
目
の
前
に
あ
る
器
物
が
何

に
用
い
る
も
の
で
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
な
の
か
を
知
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の

は
、『
博
古
図
録
』
や
『
西
清
古
鑑
』
と
い
っ
た
図
譜
で
あ
り
、
ま
た
宋
代
以
降
、

文
人
の
嗜
み
と
し
て
記
さ
れ
た
随
筆
類
で
あ
っ
た
。
型
式
学
の
な
い
時
代
に
あ
っ
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て
、
中
国
の
文
献
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
器
物
の
様
態
か
ら
何
と
か
時
代
性
を

看
取
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
器
物
の
真
贋
を
鑑
別
す
る
う

え
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
だ
け
で
な
く
、「
土
中
古
」
や
「
水
中
古
」、「
伝
世
古
」

な
ど
経
年
変
化
に
つ
い
て
も
鋭
く
目
を
向
け
て
お
り
、
棭
斎
に
し
ろ
寛
斎
に
し
ろ
、

ど
こ
ま
で
正
確
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
殷
周
と
秦
漢
の
青
銅
器
が
異
な
る
と
の

認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

基
本
的
に
発
掘
資
料
を
扱
う
現
代
の
中
国
考
古
学
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

前
近
代
の
考
証
の
蓄
積
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、

日
本
国
内
に
あ
る
青
銅
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
出
土
地
や
埋
蔵
状
況
が
わ
か
ら
な
い
遊

離
資
料
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
多
く
の
倣
古
、
贋
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ざ
実
物
の
器
物
に
対
し
て
み
る
と
、
型
式
や
鋳
造
技
術
の
み
で
そ
の
判
別
を
お
こ

な
う
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
発
掘
資
料
の
増
加
に
よ
り
参
照
で
き
る
情

報
は
増
え
た
も
の
の
、
そ
れ
は
贋
造
す
る
側
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
姿
か
た
ち

や
製
作
技
法
は
理
屈
に
合
っ
て
い
る
が
何
か
解
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
資
料
も
少
な

く
な
い
。

陳
舜
臣
氏
に
よ
れ
ば
、
台
湾
に
帰
省
し
た
時
に
出
会
っ
た
殷
周
青
銅
器
の
贋
作

者
は
、
厳
し
い
鑑
識
の
眼
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
見
栄
え
の
す
る
大
型
の
青
銅
器
で
は

な
く
、
敢
え
て
腐
食
し
て
文
様
も
定
か
で
な
い
よ
う
な
小
品
を
作
っ
た
と
い
う）
11
（

。
経

年
の
様
態
や
そ
の
偽
装
、
銅
質
、
製
作
技
術
、
文
様
表
現
な
ど
、
宋
代
に
は
す
で
に

高
い
水
準
で
そ
の
認
識
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
む
し
ろ
贋
作
者
に

一
日
の
長
が
あ
っ
た
。『
洞
天
清
禄
集
』
や
『
遵
生
八
牋
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
有
様

は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
器
物
を
丁
寧
に
観
察
し
た
と
き
に
は
、
お

の
ず
か
ら
先
人
の
言
説
に
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

取
り
上
げ
た
多
く
の
記
述
の
な
か
に
は
、
筆
者
の
理
解
が
及
ん
で
い
な
い
部
分

も
多
い
。
識
者
の
ご
叱
正
を
請
う
。
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番号 書名 巻数 成立 著者 生没年 字 号 主な引用箇所

1 鉄囲山叢談 全 6巻 南宋 ･12 世紀前半 蔡絛 未詳 約之
無為子、
百衲居士

巻 4

2 游宦紀聞 全 10巻 南宋 ･13 世紀半ば 張世南 未詳 光叔 巻 5

3 洞天清禄集 全 1巻 南宋 ･13 世紀半ば 趙希鵠 未詳 古鐘鼎彝器弁

4 雲烟過眼録 全 4巻 南宋・13世紀後半 周密 1232 〜 98 公謹
嘯翁、草窓、
四水潜夫

巻 1、4

5 研北雑志 全 2巻 元・1334 年自序 陸友仁 未詳
輔之
または宅之

研北生 上

6 輟耕録 全 30巻 元・1366 年序 陶宗儀 未詳 九成 南村 巻 17古銅器

7 格古要論 全 3巻 明・1387 年序 曹昭 未詳 上：古銅器論

8 清秘蔵 全 2巻 明 ･16 世紀後半 張応文 1524 〜 85 茂実
彝斎（彝甫）、
被褐先生

上：論古銅器

9 遵生八牋 全 20巻 明 ･1591 年自序 高濂 1573 〜 1620 深甫 瑞南 燕閒清賞箋　上

10 瓶花譜 全 1巻 明・1595 年刊 張謙徳 不詳 叔益

11 五雑組 全 16巻 明・17世紀前半 謝肇淛 1567 〜 1624 在杭 巻 12物部 4

12
骨董説
（骨董十三説）

全 1巻 明・17世紀前半 董其昌 1555 〜 1636 玄宰
思白、思翁、
香光

13 岩棲幽事 全 1巻 明・17世紀前半 陳継儒 1558 〜 1639 仲醇 眉公、糜公

14 通雅 全 52巻 明・1642 年自序 方以智 1611 〜 71 密之
曼公、
浮山愚者

巻 33撰器用古器

15 日知録 全 32巻
清・1670 年 8巻本刊
　　1695 年現行本刊

顧炎武 1613 〜 82
忠清
のち寧人

亭林 巻 21古器

16 格知鏡原 全 100 巻 清・1735 自序 陳元龍 1652 〜 1736 広陵
巻 36
『玄覧』『稗史類編』

17 文房肆考 全 8巻 清・1776 年序 唐秉鈞 不詳 衡銓

18 宣炉歌注 全 1巻 清・17世紀後半 冒襄 1611 〜 93 辟疆 巣民、樸巣

19 骨董志 全 12巻 清・18世紀後半 李調元 1734 〜 1803
羹堂
または賛庵

雨村、墨庄

20 隻塵譚 全 2巻 清・18世紀後半 胡承譜 1732 〜 1805 韵仲 元峰 上：玩古三説

付表　『古銅器彙考』が引用する中国の文献
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註

（
１
）	　

杉
本
欣
久
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
様
相
ー
古
鏡
の
収
集
と
出
土

情
報
の
伝
達
ー
」（『
古
文
化
研
究
』
一
五
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）	　

水
野
清
一
「
古
銅
器
の
鑑
賞
と
研
究
」（『
東
洋
美
術
』
第
五
巻	

銅
器
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
六
八
年
）。

（
３
）	　

岡
村
秀
典
「
宋
明
代
の
古
鏡
研
究
―
青
柳
種
信
の
参
考
に
し
た
漢
籍
―
」（『
九
州
と
東
ア
ジ

ア
の
考
古
学
』、
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
４
）	　

薬
品
会
、
物
産
会
に
つ
い
て
は
、
磯
野
直
秀
「
薬
品
会
・
物
産
会
年
表
（
増
訂
版
）」（『
慶

応
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
・
自
然
科
学
』
二
九
、二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
５
）	　
『
蒹
葭
堂
遺
物　

奇
貝
図
譜
』（
蒹
葭
堂
会
、
一
九
二
六
年
）、
水
田
紀
久
・
橋
爪
節
也
監

修
『
木
村
蒹
葭
堂
全
集
第
二
巻　

本
草
・
博
物
学
（
辰
馬
考
古
資
料
館
所
蔵
）』（
藝
華
書
院
、

二
〇
一
九
年
）
参
照
。
た
だ
し
前
者
は
抄
録
。
三
名
は
貝
の
所
蔵
者
と
し
て
み
え
、上
欄
に
「
水

吹
介
（
貝
）」（
五
枝
軒
）、「
モ
ゝ
ヨ
介　

セ
ウ
ラ
」（
不
磷
斎
）、「
波
斯
国
介　

朝
鮮
セ
コ
介
」

（
鑑
古
堂
）
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
６
）	　

青
山
英
正
「
恵
比
須
屋
島
田
八
郎
左
衛
門
家
の
人
々
―
『
花
彙
』
の
編
者
島
田
充
房
を
中
心

に
―
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要　

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
』
二
三
、二
〇
一
五
年
）。

（
７
）　

木
村
蒹
葭
堂
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
巻
二
（
安
政
六
年
︿
一
八
五
九
﹀
刊
）。

（
８
）　
『
鑑
古
堂
物
産
会
目
録
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
）。

（
９
）	　

申
雲
艶
『
中
国
古
代
瓦
当
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
10
）	　

宋
代
以
降
に
多
く
著
さ
れ
た
硯
譜
の
ほ
か
、
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
～
六
〇
）「
銅
雀
硯
詩
」、

楊
万
里
（
一
一
二
七
～
一
二
〇
六
）「
銅
雀
硯
」
な
ど
詩
に
詠
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。

（
11
）	　

孫
机
「
論
西
安
何
家
村
出
土
的
瑪
瑙
獣
首
杯
」（『
文
物
』
一
九
九
一
―
六
）。

（
12
）	　

広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
・
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
広
東
省
博
物
館
（
編
）『
西

漢
南
越
王
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

	（
13
）	　

川
見
典
久
「『
集
古
十
種
稿
』
の
分
析
か
ら
み
る
『
集
古
十
種
』
完
成
ま
で
の
過
程
」（『
古

文
化
研
究
』
一
七
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）。

（
14
）	　

図
９
の
銅
鼓
拓
図
に
は
、
松
平
定
信
の
命
に
よ
り
『
集
古
十
種
』
編
纂
に
関
わ
っ
た
白
河
藩

士
・
広
瀬
蒙
斎
の
賛
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
集
古
十
種
』
の
増
補
改
訂
に
あ
た
っ
て
蒙
斎
が
実

際
に
銅
鼓
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
15
）	　

清
野
謙
次
『
日
本
考
古
学
・
人
類
学
史
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）。

（
16
）	　Franz	H

eger	A
LTE	M

ETA
LLTR

O
M
M
ELN

	A
U
S	SÜ

D
O
ST-A

SIEN
.1902	

LEIPZIG

、
中
国
古
代
銅
鼓
研
究
会
編
『
中
国
古
代
銅
鼓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
17
）	　

宮
川
禎
一
「
麻
江
型
銅
鼓
の
源
流
と
展
開
」（『
京
都
国
立
博
物
館
学
叢
』
二
三
、二
〇
〇
一

年
）。

（
18
）	　

岩
永
文
禎
『
鐘
奇
遺
筆
』
巻
三
所
引
「
天
保
十
二
年
辛
丑
四
月
十
五
日
平
安
読
書
室
物
産
会

目
録
」。

（
19
）	　
『
狩
谷
棭
斎
―
学
業
と
そ
の
人
』（
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
20
）	　

徳
田
誠
志
「
描
か
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡	

―
『
千
と
せ
の
た
め
し
』
所
収　

狩
谷
棭
斎
旧
所

蔵
品
に
つ
い
て
―
」（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
一
三
、二
〇
〇
七
年
）。

（
21
）	　

森
下
章
司
「
古
鏡
の
拓
本
資
料
」（『
古
文
化
談
叢
』
五
一
、二
〇
〇
四
年
）。

（
22
）	　

川
見
典
久
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
銭
書
の
全
貌
」（『
古
文
化
研
究
』
一
八
、
黒
川
古
文	

化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）。

（
23
）	　

刈
谷
市
中
央
図
書
館
に
お
け
る
登
録
名
称
は
『
銅
料
考
』。

（
24
）	　

棭
斎
所
蔵
の
銅
枓
に
近
い
遺
品
と
し
て
は
、
戦
国
時
代
中
期
の
包
山
二
号
墓
（
湖
北
省
荊
門

市
十
里
鋪
鎮
王
場
村
）
か
ら
出
土
し
た
勺
が
あ
る
。
柄
尻
の
形
状
は
異
な
る
も
の
の
、
現
在
の

れ
ん
げ
（
散
蓮
華
）
の
よ
う
な
樋
状
の
柄
が
付
く
と
こ
ろ
が
共
通
す
る
。
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考

古
隊
編
『
包
山
楚
墓
』
下
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
図
版
三
四
―
二
参
照
。

（
25
）	　

加
藤
直
種
「
解
題　

擁
書
城
好
古
会
図
録　

太
田
淑
筆
記　

一
本
」（『
考
古
界
』
一
―

一
〇
、一
九
〇
一
年
）。

（
26
）	　

紀
年
銘
の
あ
る
洗
の
発
掘
事
例
に
つ
い
て
は
、
谷
豊
信
「
漢
代
紀
年
銘
遺
物
に
関
す
る
一

考
察
―
金
属
製
品
の
検
討
―
」（
論
集
編
集
委
員
会
編
『
論
集　

中
国
古
代
の
文
字
と
文
化
』、

汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
27
）	　

林
巳
奈
夫
『
春
秋
戦
国
時
代
青
銅
器
の
研
究
―
殷
周
青
銅
器
錝
覧
三
―
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
）
に
よ
る
と
、
同
様
の
提
梁
壺
に
は
山
東
・
莒
南
大
店
一
号
墓
や
臨
朐
揚
善
公
社

出
土
品
が
あ
る
。
ま
た
、
近
い
形
状
の
も
の
と
し
て
、
山
西
渾
源
李
峪
村
出
土
の
鑲
嵌
獣
紋
壺

（
中
国
歴
史
博
物
館
）
が
あ
る
（
中
国
青
銅
器
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
青
銅
器
全
集
』
八
、

文
物
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）。

	（
28
）	　

中
野
徹
『
中
国
金
工
史
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
石
谷
慎
（
編
）『
秦
漢

遺
宝	

―
器
物
に
込
め
た
願
い
』（
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）。

	（
29
）	　

国
文
学
研
究
資
料
館
・
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
他
に
栗
田
文
庫
蔵

本
が
あ
る
。

	（
30
）	　

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
『
尚
古
図
録
』
は
「
文
化
十
五
序
」
と
さ
れ
、
こ

れ
は
山
田
孝
雄
文
庫
本
に
文
化
十
五
年
の
跋
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
の
記
載
と
み
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
山
田
文
庫
本
の
跋
文
は
金
沢
文
庫
の
周
易
の
刊
本
の
た
め
に
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、『
尚
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古
図
録
』
の
跋
文
で
は
な
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。

（
31
）　

郭
寶
鈞
『
山
彪
鎮
與
琉
璃
閣
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）。

（
32
）	　

中
田
勇
次
郎
「
趙
希
鵠
の
洞
天
清
禄
集
に
つ
い
て
」（『
京
都
市
立
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
二
、

一
九
五
五
年
）、『
文
房
清
玩
』
一
（
二
玄
社
、
一
九
六
一
年
）。

（
33
）	　

市
河
三
陽
編
『
寛
斎
先
生
余
稿
』（
游
徳
園
、
一
九
二
六
年
）。
写
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館

に
あ
る
。
詳
し
く
は
註
（
１
）
杉
本
氏
論
文
参
照
。

（
34
）	　
『
梁
書
』
巻
四
十
劉
之
遴
列
伝
に
「
之
遴
好
古
愛
奇
、
在
荊
州
聚
古
器
数
十
百
種
、
有
一
器

似
甌
、
可
容
一
斛
、
上
有
金
錯
字
、
時
人
無
能
知
者
。
又
献
古
器
四
種
於
東
宮
。
其
第
一
種
、

鏤
銅
鴟
夷
榼
二
枚
、
両
耳
有
銀
鏤
、
銘
云
「
建
平
二
年
造
」。
其
第
二
種
、
金
銀
錯
鏤
古
樽
二

枚
、有
篆
銘
云
「
秦
容
成
侯
適
楚
之
歳
造
」。
其
第
三
種
、外
国
澡
灌
一
口
、銘
云
「
元
封
二
年
、

亀
茲
国
献
」。
其
第
四
種
、
古
製
澡
盤
一
枚
、
銘
云
「
初
平
二
年
造
」」
と
あ
る
。

（
35
）　
『
宋
史
』
芸
文
志
に
は
「
李
公
麟　

古
器
図　

一
卷
」
と
あ
る
。

	（
36
）　

大
木
康
「
宣
炉
因
縁
―
方
拱
乾
と
冒
襄
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
五
、二
〇
〇
三
年
）。

（
37
）　

陳
舜
臣
「
殷
周
青
銅
器
の
贋
作
者
た
ち
」（『
芸
術
新
潮
』
二
〇
―
四
、一
九
六
九
年
）。

図
版
出
典
一
覧

図
１
、		２
、７
、
16　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://w

w
w.digital.archives.

go.jp/

）。

図
３　

中
国
青
銅
器
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
青
銅
器
全
集
』
七
（
文
物
出
版
社
、一
九
九
八
年
）。

図
５
、６
、８
、
15　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://dl.ndl.go.jp/

）。

図
９	　
『
あ
る
く
・
う
つ
す
・
あ
つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査　

集
古
十
種
』（
福
島
県
立

博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

図
10
、	

19
、
21　

佛
教
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(https://bird.bukkyo-u.ac.jp/

collections/	)

。

図
20　

中
国
青
銅
器
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
青
銅
器
全
集
』
八
（
文
物
出
版
社
、一
九
九
五
年
）。

図
23
、
25
、
26　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

付
記本

稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
の
資
料
の
閲
覧
・
複
写
・
掲
載
に
関
し
て
は
、
香
川
大
学
図
書
館
、

刈
谷
市
中
央
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
辰
馬
考
古
資
料
館
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
、
東

京
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
富
山
市
立
図
書
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
ご
高
配

を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。




